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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　赤翼の天使フアルラツサ教経典【ファルレ・ディ・マグナス】第一〇章より

『死の化け身しんレイヴァが再ふたたび蘇よみがえりしとき、赤翼の天使フアルラツサもまた蘇るであろう──中ちゆう略りやく──光の中に闇やみあり、闇の中に光あり……』




　ホリズム自じ警けい団だんの機き関かん誌し【守ろうぜ！　ホリズム】のコーナー『今日の一言』より

『最近、ワルモノが横行しています。治安はちゃぁんと守りましょう。なんつって』




　エンハンサー協会発行の情じよう報ほう誌し【怪物ガルム・我わが愛】掲けい載さいのコラムより

『契約印テスタメントコードと言えば、各エンハンサーに固有なのは常じよう識しきだが、時々微び妙みように似にているときがある。あれは、困こまりものだ。先日、友人が怪物ガルム暴ぼう走そう事じ件けんの濡ぬれ衣ぎぬを着せられてしまい……』




　国立怪物ガルム研究所・五五階にある喫きつ煙えん室しつの張はり紙より

『危ない怪物ガルムを作ったら上司に報告すること！　勝手に契約テスタメントしちゃダメ！　ゼッタイ！』




　ホライザンの首都・ホリズムに住むブラム・スターフィールドさん（一七歳・警けい備び会社Ｓ・Ｏ・Ｓの警備隊長）の証しよう言げん

『トレスパスめぇ！　こんどこそギャフンといわせてやる！』




　工こう房ぼう街がいに住むロイスヴェルヌ・エグザクスさん（一九歳・ジャンク屋）の証言

『あのベッピンに轢ひかれて死ぬなら本ほん望もうだ！』




　クラントの街に住むフランシスコ・エードルさん（三九歳・男だん爵しやく）の日記の締しめくくりの言葉

『……とまあ、今日もいろいろあったが、やっぱり最後にモノを言うのは、金だ！　金持ってるヤツが一番えらい！』




　ホリズムで一番売れてるスポーツ紙『ホリズム・スポーツ』三行広告欄らんより

『貴方あなたのオウチ、防ぼう御ぎよは万ばん全ぜん？　どこでも即そく侵入！

　成功しなけりゃお代は頂いただきません！

　Ｗｅ　ａｒｅ────トレスパス!!』







　プロローグ







　満月の夜。

　蒼あおい月光が、クレセントレイクのさざめく水みな面もで遊んでいた。名前の通り三日月クレセントの形をした水面を、美しく輝かがやかせている。

　そこで、少年は花売りの少女と出で逢あった。

　その出逢いを、少年は後に『奇き蹟せき』と呼よんだ──




「あたし以外の人が、ここに来ることなんてないから……ビックリしちゃった。あなた、何しに来たの？」

　たき火にあたって濡ぬれた髪かみを拭ふきながら、少女はひまわりのような笑え顔がおを浮うかべた。

　少年がクレセントレイクに来たのは、仕事をするのが嫌いやになり、逃にげてきたからだ。愛馬の背せにまたがり、ひたすら駆かけ続けていたら、いつのまにかここに辿たどり着いていた。

「……お前こそ、何をしているのだ？」

「これを採とっていたの。水の中に生えているのよ」

　傍かたわらに積んであった植物の茎くきの一本を、彼女は渡わたしてくれた。先せん端たんには、今にもほころびそうな白い蕾つぼみがついている。

「ここにしか咲さかない花なの。名前は知らないけど」

「このような時間に、たった一人で……？」

「昼間に来られるのなら、あたしもそうするのだけど。このコは満月の日の翌よく朝あさに花が開くのよ。いま摘つみに来なければダメなの」

「そんなに、花が好きなのか？」

「花は大好きだけど……もっと大きな理由があるわ。あたし、花売りなの。それは商品」

「なるほどな……」

　少年は渡された蕾を、たき火の放つ温かな光に透すかすようにして見つめた。

「お前が羨うらやましい……」

「え？　どうして？」

「こうして自分の好きなことを生業なりわいとして、暮くらしていけるのだから……」

「えっと……なんか勘かん違ちがいしてるみたいだけど、あたしも最初は、花売りの仕事、そんなに好きじゃなかったよ。はじめたのも、ウチのパパが花屋だったからって理由だし」

　少女は、優やさしい瞳ひとみで蕾の束たばを見つめた。

「でもね、今は花売りの仕事、大好きよ。こんな危あぶない湖みずうみに、一人で花摘みに来ても平気なくらい」

「どうして、好きになれたのだ？　理由はなんだ？」

　だが、それを聞いた少女は「う～ん」と唸うなりながら、人差し指で頰ほおを搔かいた。

「なんでだろう？　続けているうちに、いつのまにか好きになっていたんだよね……理由は、よくわからないなあ……」

　ふと少女は、空を見上げた。山の稜りよう線せんが仄ほのかに白んでいる。夜明けが近いのだ。

「いっけない。あたし、街に戻もどらなきゃ。たき火の始末、よろしくね」

　少女は傍らに置かれていたサンダルを履はいた。名も無き蕾の束を持って立ち上がる。

　そのときだ……

　少年が手にしていた蕾が、静かにほどけていった。

　小さくて素そ朴ぼくだけれど……白銀色に輝く可か憐れんな花が、彼の手の中に生まれる。神のもたらす奇蹟の瞬しゆん間かんに立ち会えたかのような、感動があった。

　あまりの美しさに、少年は感かん嘆たんの息を漏もらし、思わず微笑ほほえんだ。

　立ち去ろうとしていた少女は、白いワンピースの裾すそをふわりと翻ひるがえらせて、振ふり向いた。

「どうして、あたしが花売りの仕事が好きなのか、わからなかったけど……、今のあなたを見てたら、ちょっとわかった」

　少年は、少女を見つめる。微かすかな旭きよつ光こうに照らされた彼女も、手の中の花のように素朴だが可憐で美しいと思えた。

「さっきまで、あなた、死んじゃいそうな顔してた。でも、今は綺き麗れいな花を見て笑ってくれたでしょう？

　そんな瞬間のために、あたしは花売りをしているんだと思う。

　頑がん張ばっていけるんだと思う。

　あなたも何かツライことがあったのかもしれないけど……頑張って！」

　なぜか泣き出してしまいそうな気持ちになって、少年は少女に向かって手を伸のばした。

　少女の腕うでの中、たくさんの蕾が、柔やわらかな朝日に照らされて、次々とほどけていった。可憐な花へと、その姿すがたを変えていく。




　少女は花束を抱かかえ、にーっと愛あい嬌きようのある笑顔を浮かべる。

　キラキラと輝く白銀色の花束は、少女にとても似に合あっていた──
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「一いち応おう、聞いておきたいんだけどさ、倒とう産さんしたら……どうなっちゃうの？」

　ツナギの袖そでで額ひたいの汗あせを拭ぬぐいながら、赤毛の少女が尋たずねた。その汗は、紛まぎれもなく冷や汗だ。不安を必死に押おし殺そうとしているような表ひよう情じように見える。

　浅黒い肌はだを持つ美女が、耳に入ったその質しつ問もんを、溜ため息いきにして出した。

「詳くわしい説明は省はぶくけど……、一度倒産しちゃうと、ウチの資し産さんは差し押さえられてしまう……。もう一度、『侵しん入にゆう屋や』を開業するには数年はかかるわ」

「みんな、離はなればなれになっちゃうのぉ？」

　気弱な錠前師ロツクマスターが、今にも泣き出しそうな表情で、唇くちびるをわななかせる。

「いや、倒産したところで、俺おれたちがバラバラになることはないだろ？　ただ、会社が続けられなくなるってだけさ」

　大たい剣けんを帯びた剣士が、錠前師ロツクマスターの少年の栗くり色いろの髪かみを撫なでた。

　そのようすを悲しみを帯びた眼まな差ざしで、エンハンサーの少女が見つめる。

「ですが……、侵入屋でいられなくなってしまうのは、悲しいですわね。とても……」

　大きな丸い眼鏡めがねの下の瞳ひとみは、微かすかに涙なみだに濡ぬれていた。

　銀ぎん髪ぱつの冷たい美び貌ぼうを持つ吸きゆう血けつ鬼きは、壁かべに背せをつけて、ただ黙だまっていた。まるで、全すべてが他ひ人と事ごととでも言わんばかりの、冷たい表情で……

　赤毛の少女は、テーブルの上に置かれた賠ばい償しよう請せい求きゆう書しよを睨にらみつける。

　そこには、途と方ほうもない金きん額がく──借金がないだけまだましな日々を送っている彼女たちにとってみれば、想そう像ぞうすることも容よう易いではない額面が記されていた。

　この莫ばく大だいな賠償金を、たった二か月で完かん済さいしなくてはならないのである。

　もしも、支し払はらうことができなければ──

　彼ら『トレスパス』は、倒産してしまうのだ。




　なぜ、このような賠償金を負うことになってしまったのか？

　その理由は、一週間ほど前に行った『侵入作戦』まで遡さかのぼる──




　　　　◇◇◇




『護ご送そう列車』という乗り物がある。

　囚しゆう人じんを移い動どうさせるために作られた列車だ。機関室も含ふくめて一両編へん成せい。機関室と囚人を乗せる座ざ席せき部分との間には、隔かく壁へきが設もうけられている。車体は全体的に黒く塗ぬられていて、窓まどは目の粗あらい金かな網あみでふさがれていた。外側はある程てい度どの攻こう撃げきに耐たえられるよう、装そう甲こうが施ほどこされている。「ママ、僕ぼく、将しよう来らいあれに乗ってみたい！」なんて子どもが言い出したら、厳げん重じゆうに注意すべき乗り物だ。

　北方の中都市クラントを迂う回かいするように敷ふ設せつされた貨物線路を、のんびりと進んでいく列車は、誰だれがどう見ても護送列車にしか見えないシロモノだった。ただ、護送列車にしては、幾いく分ぶん小さく、外装はつぎはぎだらけで古ぼけている。しかも、列車の側面には見たこともないような、金きん属ぞく塊かいが取り付けられていた。

「暑っつ～！」

　列車の中にいる、赤い髪をした少女が大声を上げた。金網の窓に張はりつくようにして、風を浴びている。短い髪が風に揺ゆれた。

　その女の子を見かけた街の人は、こう思ったことだろう。

（嗚あ呼あ、きっとあのコは、重大な犯はん罪ざい人にんなんだろうな……。愛あい嬌きようのある顔してるけどケンカっぱやそうだし……）

　その考えは、半分当たっている。

　彼女は『重大な犯罪人』ではない。だが、ケンカっぱやいタイプなのは確たしかなのだ。

　そして、街の人は思いもよらないであろうが、護送列車のような乗り物を製せい作さくしたのは、他ほかならぬ彼女──マナ・ファランドール自身であった。




　マナは顔に心地ここちよい風を感じながら、汗で顔に張りついた髪を一度大きくかきあげた。

　金網を張った窓から離はなれると、再ふたたびスコップを握にぎる。傍かたわらに積まれている強化石炭の入ったドラム缶かんに、スコップを入れた。燃ねん焼しよう効こう率りつは高いが、普ふ通つうの石炭よりも重たいそれを、山やま盛もりにすくい上げる。

「よっ……と……っ！」

　燃焼炉ろの扉とびらを、ステップ板を踏ふんで開いた。途と端たんに猛もう烈れつな熱気が、鉄臭くさい匂においと一いつ緒しよに吹ふき出してくる。

　だが、彼女は熱気に怯ひるむことなく、むしろ嬉き々きとした表情で石炭を炉の中に放り込こんだ。

　このエンジンは、首都ホリズムの工こう房ぼう街がいにある馴な染じみのジャンク屋で、

「にぃちゃん！　一番パワーがある列車用のエンジンちょうだい！」

「おう、マナ！　今、ちょうどグンダバファ製の新型エンジンが入ったところだ！　こいつぁ、スゲェぞぉ！　二〇蒸じよう気き筒とうでな！」

「予算はこれぐら……」

「帰れ」

「そこをなんとか！」

「んな小こ銭ぜにじゃ、エンジンどころか、ビス一本買えねえぞ！　その金で！　駄だ菓が子し屋行って！　アメ買って！　帰って！　寝ねて！　全すべてを忘わすれろ！　二度と来るなッ！」

「ウチが貧びん乏ぼうなのはわかってるでしょ!?　頼むよ～！」

　なぁんて微笑ほほえましいやりとりを経へて、超ちよう格かく安やすで手に入れてきた年代物……というか、粗そ大だいゴミ同然の一品である。

　子どものオモチャにだって、小さくて軽くて安全な蒸じよう気き機関が使われている世の中なのだ。人力で石炭をくべなくてはならないエンジンなんて、そうそうお目にかかれない。

　一いち応おう、煙けむりからも熱を還かん元げんするシステムと、脱だつ煙えん装置がついているので、通気口はあっても、大きな煙えん突とつはない。これでモクモクと煙を吐はいていたら、まるきり二〇〇年前の蒸気機関と同じになってしまうだろう。

　壊こわれて使い物にならないそれを、マナは自分の手で直し、手製の列車──というにはお粗末な乗り物──に組み込んだのである。

　もう一度、炉を開き、石炭を放り込む。新たな燃料を得た蒸気機関は、それを喜んでいるかのように、さらに出力を増ました。

　石炭をくべるのは重労働で、しかも暑くて仕方がない。二メートル四方の鉄の箱といった感じの機関室は蒸むし風ぶ呂ろのようであった。しかし、一度は命を失った蒸気機関が、こうして軽けい快かいに動いているのを見ていると、自然と頰ほおが緩ゆるんでしまう。

「さぁ、この調子でがんばってね！」

　マナは、リズミカルな作動音を発し続けるエンジンに声をかけると、計器類に目を走らせた。燃焼室温度、蒸発室の気き圧あつ、速度などなど……全てが正せい常じような値あたいを示しめしていた。急ごしらえで、しかも普通の機関車とは異ことなる仕様を施しているわりに、理想的な数すう値ちが得られている。

　スコップを石炭の山に突つき立てると、マナは満足げに頷うなずいた。

　この護送列車に似にた乗り物には、エンジンだけでなくもう一つ奇き異いな点があった。蒸気機関が機関室の側面に配され、列車の先頭にはハンドルのついたコックピットが備そなえられているのだ。前面には、金かな網あみによって補ほ強きようされた薄うす汚よごれた小さな風ふう防ぼうガラスがついている。

　これは『作戦』を行うために、必要な改かい造ぞうだ。

「おい、マナ、代わろうか？」

　後部座ざ席せきと機関室との隔かく壁へき──その下部に開いた直径一メートルほどの通用孔こうを通して、優やさしい声が聞こえてきた。意思の強そうな太い眉まゆと通った鼻はな筋すじが印象的な精せい悍かんな顔が、こちらを覗のぞき込んでいる。筋肉の鎧よろいをまとっているかのような大きな体には、通用孔の直径よりも長い大たい剣けんが背負われている。
















「あ、平気だよ。あたしも、そっち行くね」

　言いながら、マナは通用孔の上縁部を摑つかみ、背を反そらすようにして隔壁をくぐり抜ぬけた。列車後部は浴室程てい度どの広さしかなく、左右の壁かべに金網の張はられた窓まど、その下にベンチシート。一番奥に出入り口になっているハッチがついている。

「今度、石炭くべるときは、俺おれがやるよ。力仕事は、男の役目だ」

　大剣を持った男だん性せい──ジャックス・ホイススタッドは真ま面じ目めな顔で言いながら、立ち上がってマナに席を譲ゆずった。列車後部にはマナも含ふくめて六人がいたのだが、座席には四人しか座すわれないのだ。

　マナは素す直なおに好意に甘あまえ、ベンチシートに腰こし掛かけた。

「力仕事は男の仕事ねぇ……。それなら、マナにピッタリじゃな……」

　なんて、失礼な言葉が隣となりの席から聞こえてきたが、最後まで言わせる前に発言主の細っこい顎あごに鋭するどいツッコミを入れて、黙だまらせる。

　マナは、男の子に間ま違ちがわれることが多かった。これはきっと、女性が就くことが少ない蒸気工学のエンジニアをしているからだろう。決して、見た目が男っぽいというわけじゃない。断だんじて違う。絶ぜつ対たいに違う。違うはずだ。少なくとも、マナは違うと信じている。

　隣に座るキール・ゼーベックのように、通りすがる男性を全員振ふり向かせるほどの美人にはなれないにしても、ダイヤモンドと同じで磨みがけば光るハズだと、マナは思っていた。ただ、磨いてないだけなのだ。

　しかもマナは、「アンタの場合、ダイヤモンドというより、石炭に近いわよね」というような高度な皮肉をキールに言われてもゼンゼン平気な──スパナで一発ぶん殴なぐれば許ゆるせる程度に寛かん容ような心を持っている、一七歳さいの乙女おとめなのである。

　マナのツッコミを顎先に受けたため、脳のうを揺ゆらされ、キールは軽い目眩めまいを起こしたらしい。正気を取り戻もどそうとするように頭を振るった。後ろで一つに束ねられたウェーブのかかった黒くろ髪かみが、それに合わせて揺れる。

「ちょっとマナ……痛いたいじゃない！　殺す気？」

「ごくごく軽～く愛に溢あふれたツッコミを入れたつもりなんだけど」

「どこが!?　今のはツッコミじゃなくて、的てき確かくに顎先を狙ねらった裏うら拳けんって言うのよ！」

「キールの故こ郷きようのネクロミスじゃ……そういう言い方するんだ？」

「万ばん国こく共通よ！」

　鋭するどい右フックを放つようにキールがマナの頰ほおをつねろうと腕うでを伸のばしてきた。マナはニヤリと笑うと、それをかいくぐり、キールのオデコに初等学校フアルレゲートの頃ころ『スカル・クラッシャー』と恐おそれられた驚きよう異いのデコピンを放とうとしたとき──

「二人ともケンカはダメですよ」

　女の子の柔やわらかな声がかかった。対面の座席に座っている──いや、椅い子すに膝ひざ立だちして窓の外を見ているミンク・ターネットが振り向きながら、

「これから、お仕事に行くんですのよっ？　真ま面じ目めにやらなくてはダメですわ」

　ぴしっと指を立てて、マナたちをたしなめた。優ゆう美びな曲線を描えがく頰が、ぷうっと膨ふくれている。怒おこっているつもりなのかもしれない。しかし、迫はく力りよくはまったくなかった。

　しかも、彼女の隣で同じように窓の外を見ていた少年、ファン・クラックロックが「あ、今、魚の形した怪物ガルムがはねたよぉっ！」と声を上げるのを聞くと、すぐに窓の方に向き直り「どこどこ？　どこですの？　あー♡　あれは、イルカ型怪物ガルムのメイフィングです～！　か～わ～いいぃ～♡」

　窓の向こうに広がる湖みずうみをうっとりと眺ながめて、歓かん声せいをあげている。

「ミンクも人のこと言えないわよ……」

　細い眉をひそめキールが言うと、ミンクは照れたように頰を染そめた。

「ごめんなさい。本当は私、今日はなんだか、お仕事する気分じゃないんですの」

「どうしたんだ？　ミンクにしちゃ珍めずらしいな」

　ジャックスが尋たずねると、彼女は金網越ごしの景色へと目をやった。彼女の丸い大きな眼鏡めがねに、煉れん瓦が造づくりの街まち並なみと美しい湖が映うつり込こむ。

「今日はこぉんなに天気がいいんですもの……みんなでこのままピクニックにでも行きたい気分になりません？」

　カタタン。コトトン。

　マナたちの乗る列車は、小気味よい音を立てて進んでいく。

　冬には雪が降るためか、窓まどの向こうの家々は、どれもナイトキャップみたいな尖とがった屋根をしていた。空は青く、雲は白い。金網越しに吹ふいてくる風も心地ここちよい。

　ミンクがピクニックに行きたくなるのも頷うなずけるほど、のどかな光景である。

「ボクもそう思うよぉ。うんっ、このままアブナイ作戦なんかやめて！　みんなで列車に乗ってピクニックに行こぉ！　それがいいよぉ！」

　ファンは必死に主しゆ張ちようした。彼の場合は、みんなで遊びに行きたいからというよりも、危き険けんな目に遭あいたくないから、そう言っているのだろう。

「そうだな……」

　冷たい声が同意した。

　ハッチに背せをもたれ、目を閉じて立っていたレイヴァも、窓の外を見た。長い銀ぎん髪ぱつと身に纏まとったマントが、風に揺れている。

「くだらない侵しん入にゆう屋やなぞをするよりは……このままどこかへ旅にでも行く方が……幾いく分ぶんマシだ……」

「ほらぁ、レイヴァもそう言ってることだし！　今日の作戦は、ナシってことにしてぇ！　遊びに行こぉ！　お弁べん当とうがないのが残念だけど、それは仕方がないよね！」

　強い味方を得たとばかりに、ファンは一気にまくし立てる。レイヴァは、そんな彼の制せい服ふくの襟えり元もとを機械の右腕で摑つかみあげた。小こ柄がらな彼の身体からだは、簡かん単たんに持ち上がる。レイヴァは、ファンの前で口をゆっくりと開き、鋭するどく光る牙きばをのぞかせる。

「私の分の食事なら、ここにあるからな……」

「食事って、ボクのコト？　あ、あのっ、ボクの血は美お味いしくないことで有名だから、やめておいた方がいいよぉっ！　たぶん、オナカこわす！」

「……そう言われると、逆ぎやくに一口吸すってみたくなるな」

「あ、うそうそっ！　とっても美味しいことで巷ちまたで評ひよう判ばんなのっ！」

「……そう言われると、さらに吸ってみたくなるが？」

「だめっ！　うそっ！　ごめんなさいっ！」

　音が出そうなほど、ファンは首を横に振ふった。少女のように愛らしい顔を恐きよう怖ふに歪ゆがめる。

「レイヴァ！　ファンを脅おどかして遊ぶのやめて！」

　マナがたしなめると、吸きゆう血けつ鬼きは彼を椅子へと降おろした。ファンは、円つぶらな瞳ひとみに涙なみだをいっぱい浮うかべている。レイヴァは唇くちびるの端はしを少しだけ曲げて、酷こく薄はくそうな笑みを見せた。

「そんなに怖こわがるな……ちょっとした……冗じよう談だんだ」

「ヘンな冗談はやめてよぉ」

「本気ならば良いか？」

「もっとダメだってぇ」

　からかわれたとわかったらしい少年は、吸血鬼の脚あしを叩たたいた。彼の下半身と右上半身は蒸気機械の金属義体メタルボデイによって補おぎなわれているから、叩かれたところで痛いたくも痒かゆくもないだろう。「恐こわかったじゃないかぁぁあ」と、だだっこのようにポフポフと幾いく度ども脚を叩くファンを、レイヴァは無む表ひよう情じように見下ろしていた。

　作り物めいた美び貌ぼうを持つレイヴァの顔は、表情に乏とぼしい。人を馬ば鹿かにしたような笑いや怒おこった顔など、マイナスの感情は表に出すが、喜びや楽しさなどはほとんど顔に出さない。けれど、マナには、今のレイヴァの顔が『ちょっと楽しい』時の表情であるとわかった。

　どこがどう変化があったのかと問われると、答えられないのだが、少しずつわかるようになったのだ。

　そんなレイヴァとファンのようすを、ジャックスは和なごやかに見つめていた。そこに強い緊きん張ちよう感かんはない。

　車内の雰ふん囲い気きは、外と同じくのどかなものであった。

　しかし、マナたちが住む国・ホライザンの国教である『赤翼の天使フアルラツサ教』の熱心な信者が見たら、恐怖に震ふるえ上がる光景に違いない。

　赤翼の天使フアルラツサ教において、吸血鬼は宗しゆう教きよう的てき敵てき対たい者しやであり──絶ぜつ対たい悪あく。多くの魔ま物ものを従したがえて、人間を滅ほろぼそうとした存そん在ざいなのである。吸血鬼の「血を吸ってやろうか？」などという言葉を、冗談として笑える者などいない。

　そんな『死そのもの』とも呼よばれる吸血鬼を、マナたちは自らの手で復ふつ活かつさせてしまったのである。業ぎよう績せき不ふ振しんに喘あえぐ稼か業ぎようを手伝ってもらうために。

　ふいに、列車の走行音が高まった。鉄橋へと差しかかったのだ。鉄橋を渡わたれば、そこはもう『依い頼らい主ぬし』の広大な私し有ゆう地ち内である。ターゲットとなる館やかたは、ここからさらに一五分ほど行った先に建っている。

　キールが、気持ちを切り替かえようと、大きく手を叩いた。

「遊びはここまで！　仕事するわよ！　勝たなきゃ、この列車作った代金だって回かい収しゆうできないんだからね。絶対に侵しん入にゆうしてみせるわよ、侵入屋トレスパスの意地に賭かけても！」

　マナたちは、『侵入屋』を営いとなんでいる。社名はトレスパス。

　侵入屋とは、屋や敷しきなどの防ぼう御ぎよ体たい制せいの不ふ備びを調べるために、実じつ際さいにその屋敷へ侵入を試みる職しよく業ぎようのことだ。

　そして、彼女たちトレスパスは、『成功しなけりゃお代は頂いただきません！』をモットーとしている。侵入に成功し『勝利』しない限かぎり、お金は入ってこないのだ。

　涙目になっていたファンも、のほほん顔で外を見ていたミンクも、真ま面じ目めな顔になった。キールが、床ゆかに広げた図面に視し線せんを集中する。

「今回の依頼主は、エードル卿きようってエラそうなオッサン。経けい営えいしてる工場のために、自前で貨物線路を敷くほどの大金持ちよ。男だん爵しやくの爵位もお金で買ったらしいわ」

　彼女の言った貨物線路とは、マナたちの乗った列車が走っているレールのことを指している。この線路はエードル卿の屋敷のすぐ脇わきを通り抜ぬけ、奥おくに建っている工場群ぐんへと続いていた。

「今回の作戦で一番気をつけてほしいのは、破は壊かい禁きん止しトピックがついてること。罰ばつ金きんなんか払はらってらんないから」

　レイヴァを除のぞく全員が、神しん妙みような顔で頷うなずく。

　トピックとは、侵入作戦に付ふ帯たいする条じよう件けんのことだ。

　たとえば、『破壊禁止トピック』がついていたら、防ぼう衛えいに関するもの以外は破壊してはならない、『模も擬ぎトピック』がついていたら、防衛にあたる人員を極力傷きずつけないようにするなどといった具合である。

　本来、屋敷を狙ねらう強ごう盗とうたちにはそんな束そく縛ばくはなく、ルール無用で乗り込こんでくる。屋敷の真の防衛能のう力りよくを試ためすためには、侵入屋も何の制せい限げんもされずに侵入を試みた方が良い。

　しかし、防御体制を確たしかめるための侵入作戦によって、屋敷が全ぜん損そんしたり、防衛兵が全ぜん滅めつしてしまったのでは、元も子もない。身体からだが健康かどうか調べるために、いちいち開かい腹ふく手しゆ術じゆつをして中を見ていたら、逆ぎやくに身体にとって危き険けんだというのと同じだ。

　重大なトピック違い反はんには、賠ばい償しよう金きんの支し払はらい義ぎ務むが発生する。

「特にマナ、アンタ気をつけるのよ」

「わかってるってば！」

　マナは、勢いきおい余あまって屋敷の家具やら高そうなツボやらをひっくり返すことが多かった。いや、マナに言わせれば、よろけて突つっ込みそうな場所にツボなんか置いとく方が悪いのだが。

「警けい備びのポイントは……兵士の数でしたわよね」

　ミンクの言葉に、キールは頷うなずき、屋敷の見取り図上の前庭部分を指さした。高い鉄てつ柵さくに囲まれているらしい庭は、屋敷の大きさに対してアンバランスなほどに広い。

「そうよ。この無む駄だに広い庭に、二〇〇人もの兵士を待機させてる。主な装そう備びは、ボウガンと固定式の蒸気機銃スチームマシンガンね……それから大型の蒸気鎧スチームギアが何体か。それから、たぶん、庭にトラップを仕掛けてるわ」

「それは何とかなるんだよな？」と、ジャックス。

「もちろんっ！　このキール様が考えたプランでね！　ありがたく思いなさいっ！」

「偉えらそうにっ」

　マナがジト目をすると、無駄に大きな胸むねを誇こ示じするように、大きく反そり返らせて笑った。

「『偉そう』じゃなくて、『偉い』のよ！　今でこそ、こんなことしてるけど、私はネクロミスじゃやんごとない……」

「はいはい。それで、屋敷の扉とびらの方はどうなってるの？」

　いつもの出自自じ慢まんを言おうとしたキールを無視し、マナはファンに説明を求めた。

「玄げん関かん扉の鍵かぎは、マグネット錠じようとシリンダーピンを組み合わせたタイプだよぉ。市し販はんされてる錠前の中では、かなり開けるのが難むずかしいヤツだねぇ。普ふ通つうの錠前師ロツクマスターだったら……開けるのに一時間ぐらいかかる人もいるかなぁ」

「ファンだったら、どのくらいかかるんですの？」

　ミンクが聞いた。彼は、栗くり色いろの髪かみを搔かきながら「ボクでも一分ぐらいかかるよ。普通のピッキングロッドじゃ開かないから」と、平然と答えた。普ふ段だんはヘナチョコな彼だが、鍵を開けることに関しては強い自信を持っている。

　だが、恐こわがりのファンらしい提てい案あんをつけ加えた。

「窓まどの方は単たん純じゆんなクレセント錠だから開けやすいんだけどぉ……そこから入る？　窓なら開けるの三秒かからないよ？」

「作戦の変へん更こうはしないわ。玄関から真まっ直すぐ入ってみせる。依い頼らい主ぬし、玄関扉の鍵を過か信しんしすぎてる節があるからね。警備の兵を庭に展てん開かいしまくってるクセに、玄関前には、番兵ほんの数人……バランス悪すぎるわ」

　キールの言葉を、マナが継ついだ。

「それを思い知らせてやるってことだね」

「そういうこと。屋敷の中に入ったら、トラップの類たぐいはなし。金庫室まで遮さえぎるものは何もないわ。金庫の扉にロゴカードを貼はれば私たちの『勝ち』よ」

　既すでに『勝利』したかのような顔をしているキールとは対照的に、困こまったような表ひよう情じようでミンクは小さく息をついた。

「ですけれど、いつものように凶きよう暴ぼうな怪物コを置いてるかも知れませんわね。私たちには内ない緒しよで」

「その場合は……レイヴァ、頼たのむね！」

　マナはレイヴァの方を見て笑いかけた。だが、彼は何の反はん応のうも示しめさなかった。ただ目を閉とじ、ハッチに背せをもたれたまま立っている。表情に変化はない。

「レイヴァ？　聞いてる？」

　マナは立ち上がると、彼の胸をトンと叩たたいた。吸きゆう血けつ鬼きは、小さく一度だけ肩かたを竦すくめてみせる。

　気合いの入ったレイヴァというのも想そう像ぞうがつかない。だが、作戦の前ぐらい、もう少し意気込みを見せてほしいな……と、マナはちょっと思う。『怪物ガルムの王』とまで言われている、伝説の吸血鬼が行動を共にしてくれるだけ、感かん謝しやしなくてはいけないのだけれど……。

　マナが小さく息をついたときだ──

　ハッチの向こう側から重い音が聞こえてきた。不ふ審しんに思ったマナは、レイヴァにどいてもらい、ハッチについている金かな網あみ越ごしに背はい後ごを確かく認にんする。

「うわ～～～～♡」

　マナは思わず歓かん声せいをあげてしまった。彼女たちが乗っている列車の同一線路上、後方二〇〇メートルほどの位置に、新型の貨物列車が走って来ていたのだ。

　ホライザンの総そう合ごう蒸じよう気き機械メーカー・グンダバファが、蒸気機械技ぎ術じゆつの研究がさらに進んでいる隣りん国ごくネクロミスのエンジニアを招しよう聘へいして作り上げたと言われている、超ちよう高速無人貨物列車──『Ｄ５０１２』だ。

「通つう称しよう『女め神がみの弾だん丸がん』……あたし、初めて見た……。うっわ……もの凄すごく感動してる。流線型バレツトタイプのバデーがセクスィー＆ビューチー♡　ジャンク屋のにぃちゃんも『あのベッピンに轢ひかれて死ぬなら本ほん望もうだ』って言ってたけど……それがわかるなぁ♡　うっとり♡」

「ほぅ……」

　レイヴァも興きよう味みを惹ひかれたように、貨物列車を眺ながめる。相対速度が圧あつ倒とう的てきに違ちがうので、二つの列車の距きよ離りはみるみる縮ちぢまって行く。

（うーん、もっと近くで見たい──）

「もしもーし？　マナ？　うっとり♡　はいいんだけどさ……」

「なによ、キール。いいとこなんだから、邪じや魔ましないで」

「いや、邪魔したくはないんだけど……。このままだと、追つい突とつされて……死ぬわよね？」

「死ぬね♡　あのベッピンに轢かれて死ぬなら本望だ♡」

「って、冗じよう談だんじゃないわよっ！　メカフェチ！」

　キールに、思い切り頭をはたかれた。

「痛いたッ！　なにすんの!?　そもそも、貨物列車は一時間おきにしか来ないって言ったのキールじゃん！　次の列車の時間まで二〇分以上あるハズでしょ!?」

「うっ……それはまあ、私の集めてきた情じよう報ほうが間ま違ちがってたってことではあるけれども」

「言い合いしてる場合ではありません！　なんとかしなくては！」

　ミンクの声に弾はじかれたように、マナは機関室へと続く通用孔こうをくぐり抜ぬけた。

「どうする気!?」

　キールの問いに、「逃げ切る！」と怒ど鳴なり返しながら、蒸気機関の出力レバーを最大にした。燃ねん焼しよう室しつへの空気流入量も目め一いつ杯ぱいにする。炉ろの中に空気が送り込こまれるプロペラの音が、高まった。

　ジャックスがマナに続いて、機関室へ入ってくる。

「手伝うぜ」

　マナは予よ備びのスコップをジャックスに投げ渡わたす。そして強化石炭の入ったドラム缶かんを蹴けり倒たおし、スコップを力一杯石炭の山に突き入れた。




　　　　◇◇◇




「さあ、みなさま！　もっと召めし上がってください！」

　エードル卿きようは、大おお仰ぎように手を広げた。白いクロスのかかったテーブルには、山海の珍ちん味みをふんだんに使った、豪ごう勢せいな料理が並ならんでいる。

　威い厳げんを増ますために蓄たくわえているらしい髭ひげや、ゴテゴテと装そう飾しよくの施ほどこされたサーベル、でっぷりとした身体からだを包んでいる家か紋もんの入ったアビ──貴き族ぞくの正装も、エードル卿にはあまり似に合あってはいなかった。にわか貴族が必死で見た目だけ取り繕つくろおうとしているように見える。エードル卿は、作業着でも着ている方が似合いそうな男だ。

　壁かべ際ぎわに並んでいるメイドたちも、容よう貌ぼうは美しいが作法はまるでなっていなかった。おそらく見た目だけで雇やとい入れたのだろう。気の抜ぬけたような顔で、ぼんやりと立っている。

　食べ飽あきている珍めずらしくもない料理に申し訳わけ程てい度どに口を付けた後、ゆったりとしたダルマティカ──貴族の平服に身を包んだ伯はく爵しやく位いを持つ老貴族が口を開いた。

「それにしても素す晴ばらしい屋や敷しきだな。古今東西の美術品がひしめいている」

　統とう一いつ性せいがまったくない、『高こう価かだ』という理由だけで並べられているのであろう装飾品を皮肉ったのであるが、エードル卿はそれを賞しよう賛さんと受け取った。

「ありがとうございます。これだけ集めるのは大変でした。特にエントランスホールに飾かざられている赤翼の天使フアルラツサの像ぞうは……」

　彼らのいるテーブルは、エントランスホールを見下ろせる中二階に設しつらえられていた。そこが最も装飾品が数多く目に入る場所だからだろう。趣しゆ味みの悪い黄緑色の絨じゆう毯たんの上に鎮ちん座ざする大きな像を指差し、唾つばを飛ばしながらエードル卿は天使像の来歴を語った。

　それを聞き流しつつ、貴族たちはワインの入ったグラスを傾かたむける。

「本当に素晴らしいよ。エードル。君の屋敷は完かん璧ぺきだ。……ときおり聞こえてくる列車の音さえなければ」

「ええ、この列車の音が私にはたまらんのです。あえて屋敷の近くにレールを敷しいたほどでしてね。貨物列車が順調に動いているというのは、順調に工場が金を生んでいるということですからな。この音が金貨の降ふり積もる澄すんだ音に聞こえるのですよ」

「さぞや夜は、ぐっすり眠ねむれることだろう」

「もはやこの音無しでは私は眠れません！」

　エードル卿は、大きな腹はらを揺ゆすって笑った。貴族たちも彼を見て苦く笑しようする。

「今日は何か面おも白しろい趣しゆ向こうがあるとのことだったが……いつ見せてくれるのだね？　我われ々われは、一時間もこうしているぞ？」

　ダルマティカを着た老ろう貴き族ぞくが、「さっさと帰らせてくれ」という意味も込めて、尋たずねた。エードル卿きようが男爵位を買う際さいに賄わい賂ろを受け取った義ぎ理りで、饗きよう宴えんに応おうじてやってはいるが……、彼の自じ慢まん話は食しよく傷しよう気味であった。

　懐かい中ちゆうから時計を取り出すと、エードル卿は竜りゆう頭ずを押おして蓋ふたを開いた。

「……そろそろはじまります。おい、お前たち！」

　エードル卿は手を叩たたき、メイドに命じた。ぼんやりと立っていた娘むすめたちは、のろくさと手て際ぎわの悪いようすで小声で何かを囁ささやきあいながら動き、用意をはじめた。貴族のいるテーブルの近くに、止まり木のついた小さな卓たくをいくつも並ならべる。そして、止まり木にカメレオン型の怪物ガルムを乗せた。

　そのカメレオン型怪物ガルムは、テルパイスといい、対ついとなるもう一いつ匹ぴきのテルパイスから送られてきた遠えん隔かく地ちの映えい像ぞうを投とう射しやすることができる怪物ガルムである。

　テルパイスは、ただ穴あなが開いているだけのようにも見える両目から、光を放った。投射された光は重なりあい、立体的な像を結ぶ。小卓の上に、テルパイスによって作り出された立体映像が、まるで展てん示じされた箱庭のように並んでいった。

　蒸じよう気き万ばん能のう時代と言われて久ひさしい。だが、とうの昔に人類は蒸気が万能でないことに気付いていた。特に、音声や画像のような情じよう報ほうを、伝達したり、記録したり、加工したりするという技ぎ術じゆつについては、お手上げという状じよう態たいである。

　そこで人類は、そういった作業を、さまざまな進化を遂とげ多種多様の能力を持つに至いたった『怪物ガルム』に行わせようと考えた。現げん在ざいも、国立怪物ガルム研究所などで、人々の暮らしを豊ゆたかにするために、新種の開発を続けている。

　テルパイスも、そんな新種の中の一つであるが、実用化され始めたのは数年前。まだ、市場における価か格かくは、かなり高こう額がくのはずである。

　ダルマティカを着た貴族は「今度は怪物ガルム自慢か」と、辟へき易えきとした表情で肩かたを竦すくめた。

　映像は、エードル卿の広大な庭を映うつしている。

　陣じん形けいを組んで並ぶ兵士の姿すがた。屋や敷しきの鉄てつ柵さくわきに据すえられた蒸気機銃スチームマシンガン。巨きよ大だいな蒸気鎧スチームギアがエンジンをうならせているようす──

「本日は、我わが家やの防ぼう衛えいシステムの素す晴ばらしさを是ぜ非ひごらん頂いただきたいと思いましてな、みなさまをご招しよう待たいしたのです！」

　高らかな声でエードル卿は言うと、映像を手で指した。

「我が家では、常じよう時じ二〇〇人もの勇ゆう敢かんな兵士たちが警けい備びにあたっており、地面には小型の怪物ガルム一匹通さない鉄てつ壁ぺきのトラップ網もうが仕し掛かけてあります！　賊ぞくが侵しん入にゆうしようとしても、数メートルと進むことはできないでしょう！　我が自慢の庭です！」

「で？」

「本日は、その素晴らしさをお目に掛けるため、ある依い頼らいをしました！　侵入屋とかいう下げ賤せんな者どもが、賊に成り代わって我が家に侵入を試みます！」

　カイゼル髭ひげを擦さすりながらエードル卿は高笑いをし、続けた。

「侵入屋どもが痛いためつけられるさまを肴さかなに、楽しみましょう！」

　少しだけ興きよう味みを惹ひかれたようすで、貴族は尋ねる。

「我々に危き険けんは？」

「もちろんございません。兵員以外は傷きずつけない、屋敷の物品は一いつ切さい壊こわさないという約束を交かわしてあります。高みの見物と洒落しやれ込こもうではありませんか！」

　貴族らは、エードル卿の屋敷に到とう着ちやくして以来、初めて楽しげな笑えみを浮うかべた。ダルマティカを着た老貴族も、彼に賛さん意いを示しめすようにグラスを掲かかげてみせる。

「それならば……、悪くないな」




　　　　◇◇◇




　マナとジャックスは必死にスコップを振ふるい、二人で燃ねん焼しよう限げん界かい量ギリギリまで炉ろの中に強化石炭を叩たたき込んだ。

「ストップ！　これ以上入れたら、逆ぎやくに効こう率りつ落ちる！」

　マナは、さらに石炭を入れようとするジャックスの手を止める。

　額ひたいの汗あせを拭ぬぐうのも忘わすれジャックスは、通用孔こうから後部を見た。

　砲ほう弾だんに似にた先頭車両を持つ貨物列車が、ジリジリと迫せまっている。

「やばいぜ！　このままじゃ、衝しよう突とつだ！」

　性せい能のう限界を超こえるほどの速度で列車を走らせているのだが、貨物列車との距きよ離りは狭せばまる一方だった。しかし、それも当然。相手は新型車両。こちらは、にわか作りのポンコツ。

　相対速度の差が少し縮ちぢまったとはいえ、ぶつかれば大たい破はするのは間ま違ちがいない。勢いきおい良く追つい突とつされる代わりに、ゆっくりと押おしつぶされるというだけ。すぐに脱だつ線せんし、転てん覆ぷくしてしまうだろう。高速走行中に事じ故これば死は免まぬがれ得えない。

「停とまってくださいませぇっ！」

「運転手さぁん！」

　ミンクとファンが、激はげしい風と振しん動どうに耐たえながら、後ろの列車に向けて叫さけぶ。

　それを見たマナが、

「ダメだよ！　自動貨物列車だから、運転手いない！」

「停める方法ないの!?」

　キールが椅い子すにしがみつきながら怒ど鳴なった。

「あったらやってるよ！」

　マナも怒鳴り返す。床ゆかで狂くるったように転がり踊おどる石炭に足を取られて、マナは転びそうになった。危あやうくジャックスに支ささえられる。

　列車の中で、涼すずしい顔をしているのはレイヴァだけだった。彼は力によって少しだけ宙ちゆうに浮き、振動を受けないようにしているらしい。

　そうしている間にも、超ちよう高速無人貨物列車Ｄ５０１２──『女め神がみの弾だん丸がん』はマナたちに向け、真まっ直すぐに近づいてくる。弾頭型の先せん端たんが、触ふれられるほど近くにある。

　マナは前方を睨にらんだ。金かな網あみで補ほ強きようされた風ふう防ぼうガラスの向こうに、小さくエードル卿の屋敷が見えてきている。

「みんな！　計画より早いけど『やる』よ!!」

「わかった！」

　マナの叫びに、キールが返事をする。「用意しなさい！」彼女は、ミンクとファンに命じた。二人は、慌あわててベンチシートに腰こし掛かけ、ベルトをつける。

「ジャックスも！」

　彼はマナの頰ほおを大きな手の平で軽く撫なでた後、通用孔を抜ぬけてシートへと向かった。

　ゴツン──

　貨物列車の先端が、マナたちの列車の後部に触れた。軽く触れただけなのに、凄すさまじい揺ゆれが襲おそう。後部ハッチの金網を突き破り、貨物列車の尖とがった鼻先が車内に侵入してくる。

　強い力に押され、マナたちの乗る列車の車輪が軋きしんだ。レールが擦こすれ、火花が上がるのが金網越ごしにも見えた。

「負けるかっつの！」

　全員が、ベルトを着けたのを確かく認にんすると、マナはショルダポーチから固い殻からを持つ卵たまごを取りだした。卵の先端に、信管がついている。

「無む茶ちやさせる！　ごめん！」

　歳とし経へたエンジンに謝あやまり、マナは信管を壁かべにぶつける。ガチリ。固い火か竜りゆう型がた怪物ガルムの卵を突き破やぶった感かん触しよくが手に残った。

　ステップ板を踏ふんで炉を開け、中に卵を放ほうり込こむ。

　すぐさま列車先頭の運転席に飛びつき、シートベルトを装そう着ちやくした。

　直後──炉の中で爆ばく発はつ的燃焼が発生する。一気に加速。マナはシートに押さえつけられる強い力を感じながら、足元にある二つの取っ手を両手で摑つかむ。足を思いっきり踏ん張ばって、それを強く引っ張った。

　重い音と共に、金網の窓まど全すべてに装そう甲こう板ばんが落ちた。視し界かいは風防ガラスのみとなる。

　それとほぼ同時に、車体の両サイドで異い音おんが発生した。車体に取り付けられていた金きん属ぞく塊かいが動き始めたのだ。

　まるで、列車が大きく腕うでを伸のばすかのように、厚あつみのある金属板が展てん開かいしていく。

　金属の板が伸びたため空気抵てい抗こうが増まし、速度が落ちた。再ふたたび、後方の装甲に貨物列車の触れる音がした。

　マナは顔を上げた。前方の屋や敷しきを睨にらむ。ゴーグルを着け、シートサイドのレバーを握にぎりしめた。歯を食いしばりながら、ニヤリと笑う。

「飛べぇ────！」

　叫びながら、レバーを引き倒たおした。車体下部から、圧あつ搾さくされた空気が放出する。

　すぐさまマナは、ハンドルを握り、引き寄よせた。列車の左右に伸びた金属板──翼つばさのフラップを下げる。

　列車がレールから離はなれ、宙に浮うかぶ。上空高く、舞まい上がった──

　すぐ後ろまで迫せまっていた弾だん丸がん貨物列車は、甲かん高だかい走行音を立て、マナたちの真下を駆かけ抜けていく。その美しいフォルムを眼がん下かに見ながら、マナは小さく握にぎり拳こぶしを掲かかげる。

「いぇすっ！」

　計算通り列車を『飛ばす』ことができたのが、とても嬉うれしかった。

　両側についた滑かつ空くう翼よく──これこそが『エードル邸てい侵しん入にゆう作戦』を成功させるために、自作の列車にマナが施ほどこした特別な仕様なのだ。

　高速度と翼の形、そして噴ふん出しゆつした空気の勢いきおいによって、凧たこみたいに空へ舞い上がった列車は、グライダーのように滑空していく。

　乾かわいた唇くちびるを舐なめながら、マナはハンドルを操そう作さして、翼のフラップ板を動かす。車体を制せい御ぎよし目標を屋敷の玄げん関かんへと向ける。

　荷か重じゆうから解かい放ほうされた車輪が、高速で空回りをする音に気付いた。

「ごくろうさま」

　片かた手てで出力レバーを動かし、車輪の回転を緩ゆるめた。天あま駆かける列車のイメージは面おも白しろいと思ったので、そのままにしておきたい気もする。でも、それ以上にマナは蒸じよう気き機関を休ませてあげたかったのだ。

　眼下には、エードル卿きようの私し有ゆう地ちが広がっている。来客があるのだろうか、鉄てつ柵さくの前には、歩行器ウオーキイや大型飛行器ウインギイ、小型の飛行船などが停とめられていた。

　その上を飛び越こえて、列車は庭へと侵入する。ボウガンを手にした兵士たちが、呆ほうけたような顔でこちらを見上げている。

　だが、リーダーらしい男が手を振ふり上げたのを、マナは認めた。

「攻こう撃げき来るよ！　気をつけて！」

　マナが叫さけんだ瞬しゆん間かん、無数の矢が列車に向けて放たれた。鉄板にビスを打ち込むような音が連続して響ひびいた。鏃やじりが装甲板を貫つらぬいて、顔を覗のぞかせる。だが、貫かん通つうしてマナたちを傷きずつけることはない。

　門もん扉ぴ付近に据すえられた蒸気機銃スチームマシンガンを操作する兵士が、上空に向けて発はつ砲ぽうしようと砲ほう座ざを動かしている。

　しかし、マナは慌あわてることなく、玄関へ列車を飛ばす。撃うたれない──いや、撃てないことはわかっていた。設せつ置ちされた機銃マシンガンは、地上から侵入しようとする者への攻撃を想定して作られている。対空攻撃は、砲座の防ぼう御ぎよ板ばんが邪じや魔まで行うことができないのだ。

　この屋敷の防ぼう衛えい上じようの盲もう点てん──それは、『防空対たい策さくの不ふ備び』なのである。

　門の辺りに配置された二〇〇名もの兵士は、列車を見上げて動けずにいた。地面に埋まい設せつされた過か剰じようなトラップが、逆ぎやくに兵士たちの追つい撃げきの妨さまたげとなっているのだ。彼らに見送られながら、だだっ広い庭をマナたちは悠ゆう々ゆうと飛んでいく。

　グライダー状じよう態たいであるため徐じよ々じよに高度と速度が落ちていったが、機銃マシンガンの発はつ射しや可か能のうな角度になった頃ころには、マナたちの乗る車両は射しや程てい外がいへと達している。

　屋敷の入り口は目の前だ。

　しかし、マナは外の景色を見ながら思った。

（ちょっとマズイかも……）

　貨物列車に追われたため、早めに飛行を開始してしまった。それゆえ、計算では玄関扉とびらの目の前に着陸できるはずだったのだが、このままではやや手前に……玄関の一〇メートルほど前方で落下してしまいそうである。

（これじゃ、トラップ網もうが突とつ破ぱできない……！）

　ハンドルを微び妙みように動かし、できるだけ滑空距きよ離りを稼かせごうとしたが、やはり届とどかないようだ。急速に迫せまってくる大地を見み据すえて、マナは声を張はりあげた。

「ショックに備そなえて！　降おりるよっ！」

　列車の鼻先が地面に衝しよう突とつした。衝撃で右の前輪がもげ、車体が左に流された。翼と車輪が大地をえぐる。鈍にぶい轟とどろきが、マナを揺ゆさぶった。

『きゃあああ！』

　ファンとミンクの悲ひ鳴めいが聞こえてくる。

　数秒後、揺れが止まる。列車はなんとか無事に着地することができた。

　シートベルトをはずして立ち上がり、通用孔こうをくぐり抜ぬける。ゴーグルをはずしながら、マナは会え釈しやくをしてみせた。

「ご搭とう乗じようありがとうございました♪」

「着陸がヘタすぎよ。アンタ、パイロットには向かないわ」

　キールは文句を言いながら手を上げた。マナはその手をパシンと叩たたく。

「今度こそ、死ぬかと思ったよぉお」

　泣き言を漏もらすファンに、ジャックスは答えた。

「死ぬかと思ってるうちは、死なないから大だい丈じよう夫ぶだ！」

　彼は防御板の隙すき間まから差し込む微かすかな光を頼たよりに、後部のハッチを開いた。目ま映ばゆい光と共に微かに風が吹ふき込んでくる。短い時間とはいえ、開放型の炉ろを密みつ閉ぺい空間で使用したため、空気が汚よごれていたらしい。煤すすの匂においが嫌きらいではないマナにも、外気はとても新しん鮮せんに感じられた。

　ジャックスは大きく深しん呼こ吸きゆうをすると、外に飛び出そうとする。

　だが、それをミンクが制した。

「待ってください！　この辺りはトラップが仕し掛かけられている場所ではありません？」

　ハッチから見える庭は、不自然に掘ほり返され埋うめられた形けい跡せきがあった。マナたちが侵しん入にゆうする今日、この日のために罠わなの数を増ふやしたのだろう。

「無む闇やみに歩いては危き険けんですわ！」

　ミンクの言う通りである。そのことを裏うら付けるように、ハッチの外──遥はるか彼方かなたに見える二〇〇人の兵士たちは、大きく迂う回かいして、こちらに向かってきていた。自ら仕掛けたトラップに引っかかる可か能のう性せいがあるため、庭を横おう断だんできないのだ。それはすなわち、彼らも把は握あくできないほどの量の罠わなが、地面の下に潜ひそんでいるということでもある。

　エードル卿の屋や敷しきは、極ごく彩さい色しきに彩いろどられた悪あく趣しゆ味みな建けん造ぞう物ぶつである。お呼よばれしても、あまり行きたい感じの家ではないが、マナたちはその屋敷の玄げん関かんに何が何でも辿たどり着かねばならない。一〇メートル先の玄関まで、危き険けんに満ちた庭を、突とつ破ぱして──

「あ、そうだ。レイヴァの力で全員、宙ちゆうに浮うかせてもらっ……」

「断ことわる」

　マナの提てい案あんに、レイヴァは即そく答とうした。

「貴き様さまら全員を運ぶのは不可能ではないが……重くて疲つかれそうだから……嫌いやだ」

　彼には周囲のものを動かす力がある。しかし、あまり重量のあるものは動かすことはできないらしい。しかも、精せい密みつな動きをさせるのも苦手だそうだ。

「特にお前が重そうだからな……お断りだ」

　そう言って、レイヴァはマナの頭に手をのせた。

「って、あたし、そんな重たくないっつの！」

　そのとき、こめかみを指先で叩きながら何かを考えていたらしいキールが、

「のんびり宙を浮かんで移い動どうしてたら、射いられるわ。別のプランで行きましょう」

　機関室にあるドラム缶かんを指さした。

「なるほどね。レイヴァ、来て！」

　マナは、キールが何を思いついたかをすぐに理り解かいし、通用孔こうをくぐって機関室側へと入った。レイヴァも、小さく溜ため息いきをつきながら、嫌そうについてきてくれる。

　屋敷の玄関の方角を考え、マナはいくつもの鏃やじりが飛び出している右みぎ側そく面めんの鉄てつ壁かべを叩いた。

「この壁、切っちゃってくれる？　右みぎ腕うでで」

「…………」

　彼はとても不ふ機き嫌げんそうな顔をしながらも、蒸じよう気き機械によって作られている右腕を持ち上げた。切れ長の目を細めながら、袖そで口ぐちのボタンを牙きばで嚙かみ千切る。凄せい絶ぜつなほどの美び貌ぼうを持つレイヴァがそんな行動を取ると、ゾクッとするほど艶つやっぽく見える。が、見み惚とれている場合ではない。

「急いでよ！」

　マナが急せかしても、彼は焦あせるようすもなく、ゆっくり腕まくりをした。

「……従したがってやるから、黙だまっていろ」

　露ろ出しゆつした機械の腕に意い識しきを集中するように、レイヴァは腕を見つめる。程ほどなく、涼すずやかな金きん属ぞく音おんと共に鋭するどく光る刃やいばが右腕に現あらわれた。

「フッ──！」

　小さな息を吐はき、マントをひるがえしながら腕を振ふるう。装そう甲こうを施ほどこして強化しているはずの列車の右側面が、柔やわらかい木板でも切るように簡かん単たんに切断され、音を立てて外側に倒たおれた。視し界かいが大きく開ける。

「お見事♪」

　マナが誉ほめたが、彼は何の反はん応のうも見せなかった。

「なにするつもりなんだ？」

　通用孔をくぐり、ジャックスも機関室側へと入ってきた。マナは強化石炭が入っていたドラム缶を蹴けって、レイヴァの開けてくれた穴あなから外へ出す。中身の入っていないドラム缶は、低い残ざん響きよう音おんを立てて地面に落ちた。

「単たん純じゆんなこと。玄関に向かってこのドラム缶を、転がすだけ」

「そういうことか」

　ジャックスとマナは機関室の床ゆかにしゃがみ込こみ、ドラム缶に足をつけた。

『せーのっ！』

　二人で声を合わせ、ドラム缶を思い切り蹴り転がす。

　勢いきおい良く転がっていったドラム缶は、真まっ直すぐに玄関へと向かっていく。ドラム缶の重みで、軌き道どう上じようのトラップは全すべて作動していった──仕し掛かけられていたのは、鋭く尖とがる鋼こう鉄てつの顎あごが勢い良く閉とじることで、相手の足をとらえる『ベアトラップ』だ。単純な罠だが、仕掛けられている数は尋じん常じようではなかった。わずか一〇メートル足らずの距きよ離りに、二〇個こ以上の鉄の顎が、その姿すがたを現す。

「ＯＫ！　行こう！」

　マナは庭へと降おり立った。ドラム缶の転がった道を辿たどり、玄関へと走る。仲間たちがその後を続いた。

「一分だけ、時間もらうよぉ」

　ファンは玄関扉とびらに飛びつくなり、鍵かぎを開ける作業に取りかかった。普ふ段だん使っているピッキングガンとは違ちがう、複ふく雑ざつに折れ曲がった針はり金がねのようなものを鍵穴に差し込み、神しん経けいを集中させはじめた。いつもの恐こわがりな彼の顔は、そこにはない。

　玄関付近を守っているらしい番兵が三名、今いま頃ごろになって駆かけつけてきた。三人とも、屋や敷しきの家か紋もんらしい妙みような文様の入った鎧よろいを装着している。彼らはマナたちに向け、ボウガンを撃うってきた。

　矢が空気を切り裂さいて飛来する。

　ジャックスが、大たい剣けんを振ふるって、全すべて叩き落とした。

　マナは蒸気拳銃スチームシヨツトを抜ぬいた。第二射しやを放とうとした兵士らに向け、銃じゆうを構かまえる。

　彼らの身体からだを傷きずつけないよう、武ぶ器きに狙ねらいを定め、引き金を引く。弾だん丸がんはボウガンの銃身を捉とらえた。兵士の手元から、得え物ものが飛ぶ。

　キールもムチを飛ばし、別の兵士の武器を絡からめ取った。

　兵士たちが驚おどろきの表ひよう情じようを浮うかべた時には、一足飛びに間合いを詰つめたジャックスが、彼らの目の前に立っている。

「男らしく、剣で勝負しろ。飛び道具なんか使うなよ」

　一いつ閃せん──

　刃やいばの軌き道どうを目で追うことすらできない素す早ばやい峰みね打うちを受け、三人の兵士は倒れ伏ふした。

「開あいたよ！」

　ファンが叫さけんだ。普ふ通つうの錠前師ロツクマスターならば一時間はかかるかもしれないと言っていた鍵を、彼は結局一分に満たない時間で開けてみせた。

　ドアノブに手をかけ、キールが開いた。全員がエントランスホールへと雪な崩だれ込こむ。

　ホールは個こ人じんの邸てい宅たくとは思えないほどに広大であった。マナたちが社しや屋おくとしている教会が丸ごと一個入ってしまいそうなほどの広さだ。床には毛足の長い黄緑色の絨じゆう毯たんが敷しかれており、天てん井じようには水すい晶しようの槍やりを束ねたようなシャンデリアがぶら下がっている。

　情じよう報ほう通り、屋敷の中に兵士の姿はない。

「金庫室まで一気に行くわよ！」

　キールが、叫んだとき、

「コラァ！　貴き様さまらぁあ！」

　耳が痛いたくなるほどの大声が、上から降ふってきた。驚いて声のした方を見上げる。

　貴族の正せい装そうをした男──依い頼らい主ぬしであるエードル卿きようが、エントランスホールを望む中二階の手すりを摑つかみ壊こわさんばかりに握にぎりしめて、こちらを睨にらんでいる。

「私は真まっ直すぐ攻せめて来いと命じたはずだ！」

　我わが儘ままな依頼主を見上げて、キールが慇いん懃ぎんな口調で答える。

「お望み通り、真っ直ぐ入ってきたつもりですが？」

「飛んで来るなんて、卑ひ怯きようだろうが！」

　顔を赤くして怒ど鳴なり散らす依頼主に呆あきれて、マナは溜ため息いきをついた。

「あのさ……アンタ、空くう賊ぞくが来ても、歩いておいでって言う気なの？」

「く……。お、おのれ……。吠ほえ面づらかかせてくれる！」

　手すりを殴なぐると振ふり返り、奥おくの方へ声を掛けた。

「ウェブスラーさん!!」

　すると、紫むらさき色いろのローブを身に纏まとった男が現あらわれた。目つきがやけに鋭するどく、瘦やせぎすの身体からだとあいまって、抜ぬき身の刃のような危あやうい雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　ローブの胸むな元もとには、古代マルセル文字が染そめ抜ぬかれている。ウェブスラーの手の甲こうや、大事そうに抱かかえている白い塊かたまりにも同じ文字──契約印テスタメントコードがあった。それは、怪物使いエンハンサーであることを示しめす証あかしであり、家か紋もんのように各エンハンサーが別個の印を持っている。トレスパスのエンハンサーであるミンクの手の甲にも、彼とは違う契約印テスタメントコードが刻きざまれていた。

　エードル卿は、脂あぶらぎった顔をマナたちに向けて、

「この方は高名なエンハンサーだ！　こんなこともあろうかとお呼よびしたんだよ！」

　ウェブスラーと呼ばれた男は、黙だまったまま手すりへと近づいて来ると、恭うやうやしく『繭カプセル』を掲かかげてみせた。それは使し役えきする怪物ガルムを小型化し携けい帯たいを可か能のうにしたものである。繭カプセルに裂さけ目を入れ、階下のエントランスホールに向けて放った。

「古いにしえの魔まの血を引く怪物ガルムよ……私に力を貸かせ」

　呪じゆ文もんでも詠えい唱しようするかのように言うと、ウェブスラーは大きく手を広げた。

　繭カプセルから、全身が石塊に覆おおわれたライオン型の怪物ガルムが出しゆつ現げんする。そのようすは、火山活動によって小山が発生するさまを思い起こさせた。ライオン型の怪物ガルムの体長は三メートルを超こえているだろう。後ずさりしたくなるような、凄すさまじい威い圧あつ感かんを感じる。

　怪物ガルムは、石いし造づくりのたてがみを揺ゆらし、咆ほう吼こうした。飾かざられている絵や銅どう像ぞうなどが、吠え声のあまりの大きさにビリビリと揺れる。

「我が最強の怪物ガルム、ザンダミスだ。対たい峙じして生きていたものは、一人として存そん在ざいしない」

　エンハンサーは、鋭するどい目をさらに細めた。マナたちを敵てき視ししていた頃ころのレイヴァを彷ほう彿ふつとさせる、酷こく薄はくそうな笑えみを浮うかべる。

「屋や敷しきの中に怪物ガルムはいないって、資し料りように書いてあったじゃない!?　違い反はんでしょ！」

　マナが大声で抗こう議ぎすると、貴き族ぞくの服には似に合あわない、汚きたない口調でエードル卿は怒鳴り返してきた。

「知るかボケ！　勝てばいいんだ、勝てば！　ウェブスラーさん、お願いします！」

　ライオン型の怪物ガルムは、岩石の顎あごを軋きしませながら開いた。黒こく檀たんのように黒光りしている舌したの上に、契約印テスタメントコードが刻きざまれているのが見える。

　その口内が、黒い煙けむりに包まれた。煙を突つっ切るように、石つぶてが吐はき出される。

　マナは、横に飛んで避よけた。石塊がぶつかり、黄緑色の絨じゆう毯たんが敷しかれた床ゆかが凹へこむ。

「破は壊かい禁きん止しトピックついてるんだから！　アンタも従したがえっつの！」

　無む駄だだと思いながらも、マナは声をあげる。

　侵しん入にゆう作戦の付ふ帯たい条じよう件けん『トピック』は、基き本ほん的に防ぼう衛えい側がわにも遵じゆん守しゆする義ぎ務むがある。相手側もそれに違反すれば、トレスパスへの報ほう酬しゆう額がくを増ぞう額がくしなくてはならないのであるが──金さえ払はらえばそれでＯＫだと勘かん違ちがいされるのか、守られることは少なかった。

「うるさい！　貴様らは、屋敷を壊こわすんじゃないぞ！　わかったか!?」

　マナは怒鳴り返そうと思ったが、

「いつものことだろ？」

　ジャックスが、マナの怒いかりを静めようとするように肩かたに手を置く。強い敵と戦えるのが嬉うれしい。そんな顔だ。

「ミンク、あの怪物ガルムの弱点は？」

　キールが尋たずねたとき、ミンクも自らが使役する怪物ガルムを取りだしているところだった。繭カプセルに小さな切れ目を入れる。

「お願い、力を貸してね」

　ミンクの手の中の繭カプセルから、白い煙と共に小さな怪物ガルムが現れた。ずんぐりとした体型の『リス』のような怪物ガルムであった。妙みようにシッポが太い。リス型怪物ガルムは、もそもそとミンクの肩に乗ると、お尻しりを搔かくような動作をした。シッポから、ドングリを取り出したらしい。

　何をのんきなことを……とマナが思った時、リス型怪物ガルムはボイッとドングリを投げた。

　弾だん丸がんのような速さで飛んだそれは、ライオン型怪物ガルムのたてがみを吹ふき飛ばした。

「あの石でできてるコ、これといった弱点はないんですが……強い力で攻こう撃げきすると壊れます。少しずつ削けずるしかありませんわ」

　それを聞いた、ジャックスが「俺おれ好みの相手だな」と笑う。

「行くぜぇ！」

　気合いを発しつつ、彼は石像のような怪物ガルムに斬ざん撃げきを放った。その攻こう撃げきは、あたかも荒あれ狂くるう嵐あらしのように、激はげしく、連続的なものであった。吹き飛んだ石塊が、絨毯に山をなす。

　もう一丁蒸気拳銃スチームシヨツトを抜ぬき、マナは両手で構かまえた。狙ねらいは腹ふく部ぶ。的まとは広い。正せい確かくな狙いをつける必要は皆かい無むだ。格かつ好こうをつけて、腕うでをクロスさせながら、二丁の銃じゆうを怪物ガルムに向けた。

「食らえぇぇ！」

　怪物ガルムの腹部に銃を撃うつ。撃って撃って撃ちまくる。腹が削れ、無数の弾だん痕こんが残っていく。

　ミンクも、肩に乗せた怪物ガルムの『ドングリ攻撃』で遠えん距きよ離りからダメージを与えた。

　勝負はあっという間につく、そう思った。

　だが、マナは呟つぶやいた。

「こいつ……固すぎない？」

　怪物ガルムは、大きなダメージを受けたようすはなかった。多少の欠けつ損そんなどものともしないようだ。背はい後ごから、大おお勢ぜいの兵士たちの近づいてくる足音が聞こえてくる。庭を迂う回かいしてきた二〇〇名の兵士が、もうじき屋敷へと辿たどり着いてしまう。ファンが扉とびらの鍵かぎに細工をし、開かないようにしてくれているが、扉を破やぶられてしまうのは時間の問題だろう。

　そのとき、マナはレイヴァが空中に浮かんでぼんやりと見ているだけなことに気が付いた。戦いに参加する気はなさそうだ。

「レイヴァ！　見てないで手伝ってよ！」

「見ている方が楽しいのだが？」

（んなこと言ってる場合じゃないでしょ!?）

　マナは声を上げようとした。

　瞬間、怪物ガルムが跳ちよう躍やくしたかと思うと、マナの目の前に着地し、巨きよ大だいな顎あぎとを広げた。石つぶてを吐こうというのだ。

　口元が黒こく煙えんにけむる──！

　だが、石塊は飛んでこなかった。緑色の光がザンダミスの足元で弾はじけたのだ。絨毯が床ごとえぐれる。怪物ガルムは一いつ瞬しゆん怯ひるみ、石つぶてを吐くことをやめた。

　レイヴァは、相変わらずダルそうな顔をしていたが、マナを助けてくれたようだ。

　そこで、再ふたたびエードル卿きようのがなり声が中二階から聞こえてきた。

「こらぁあ！　今、床がえぐれただろうが！　お前らは屋敷を壊こわすな！　罰ばつ金きん払わせるぞ！　コノヤロウ！　わかってんのか！」

（あのオッサン撃ってやろうか）と、半なかば本気で思いながらも、マナはレイヴァに頼たのんだ。

「助けてくれて、ありがと。……でも、屋敷とか壊さないように、やってくんない？」

　レイヴァは、マントと銀ぎん髪ぱつを緩ゆるやかに棚たな引びかせながら床へと降おり立った。左手に緑色に輝かがやく『力』を宿らせて。

　攻撃に参加してくれる、マナはそう思った。

　しかし、彼のようすはどこかおかしい。怒おこったような顔をして、うつむいている。手に宿らせた緑色の光は、直ちよく視しできないほどに光量を増ましていった。

　不安になって、マナは尋ねる。

「どうしたの？　レイヴァ……」

「……付き合いきれん。お前らの遊びに、付き合うのは……」

　破は壊かいの『力』が宿った輝く左手を、怪物ガルムへと向けた。

　顔を上げ、紫むらさき色いろの瞳ひとみで怪物ガルムを睨にらむ。

「もう飽あきた」

　凄すさまじい威い力りよくを持つ『力』を放った。

　怪物ガルムは一撃で、ただの石塊と化す。

　それだけではない、怪物ガルムの後ろにあった天使の像ぞう、壁かべに掛かかった絵画、屋や敷しきの壁そのもの──緑色の閃せん光こうはあらゆるものを貫つらぬいて行く。『力』は一直線に飛び、巨きよ大だいな金庫室の鋼こう鉄てつの扉の上で、ようやく弾はじけて消えた。

「金庫室まで行けば、このくだらんゲームは終わりだったはず」

　トレスパスの面々は、呆ぼう然ぜんとレイヴァを見つめる。レイヴァは、自分は関係ないとでも言いたげな冷れい笑しようを浮うかべた。

「ゲームは終しゆう了りよう……。お前らの勝ちだ」

　金庫室の扉にロゴカードを貼はれば、侵しん入にゆう作戦は成功。トレスパスの『勝利』である。

　しかし、キールは半壊したと言っても差さし支つかえない屋敷の状じよう況きようを見て額ひたいを押おさえた。

「レイヴァの言うとおり……これで『勝ち』だけど……」

　遠くの方で轟とどろく、天てん井じようが落ちる音を聞きながら彼女は絶ぜつ望ぼう的てきな声で続ける。

「賠ばい償しよう金きん……いくらになるのよ、これ」




　　　　◇◇◇




　一週間後──マナは爆ばく発はつ物ぶつでも扱あつかうような慎しん重ちようさで、スポイトの中の液えき体たいをメモリのついたフラスコへと垂たらしていた。

　指先に少しでも不要な力がかかれば、分量が狂くるう。マナは息を止め、スポイトを押す指先に全神しん経けいを集中して、点てん滴てきしていき──一滴の誤ご差さもなく、ピッタリ五㏄を量った。

「おい」

　後ろから、レイヴァの声がかかる。

「黙だまってて！」

　マナは鋭するどく制せいすると、ピンセットを使って粒つぶをつまみ上げ、五グラムのお砂さ糖とうを──

「おい」

　もう一度、レイヴァが声をかけた。

　マナはシュガーポットをテーブルに置くと、「なによ？」と聞き返す。

「今、大事なトコなの。これで味が決まるんだから」

　ひっくり返した木もく製せいのバケツに腰こし掛け、マナを眺ながめていたレイヴァは、もの凄すごく嫌いやそうな顔をした。

「そうやって調味料を量るのはやめろ。不ま味ずそうだ」

　ここはマナたちトレスパスの社員が暮くらしている、赤翼の天使フアルラツサ教の教会。そこのキッチン。今週の食事当番となってしまったマナとレイヴァが、料理を作っていた──レイヴァは、ムカついたような表ひよう情じようで黙だまって見ているだけだったが。

　ちなみにレイヴァは今、ミンクによって三段だんフリルのエプロンを着せられ、豪ごう奢しやな銀髪を白いリボンで結んで一つにまとめられていた。怒ったような顔をしているのは、そんな格かつ好こうをさせられているから、という理由もあるかもしれない。

「いいじゃない。なに使って量ったって味は変わんないんだから」

　塩を薬やく匙さじをつかって薬包紙に盛もり、秤はかりにかけたマナを見て、レイヴァは顔をしかめる。

「毒薬でも作ってるように見えるぞ」

「毒を作らないために、こうしてるんだってば」

　天てん秤びん量りの針はりを見つめながら、マナは答えた。塩の分量はピッタリ三グラム。ミンクに貰もらったレシピ通りである。

　普ふ段だん、マナは料理を作るとき、こんなに正せい確かくに分量を量ったりしない。切り方は大ざっぱ。調味料は目分量。火ひ加か減げん、テキトー。盛りつけは、ざっくばらんである。『食べられればそれでイイ、逞たくましく育ってほしい』をスローガンに料理をしている。

　ところが、先日作った料理『パラミスの肉を使ったハンバーグ』は、とてもじゃないが食べられたシロモノではなかった。何をどう間ま違ちがったのか──たぶん政せい府ふの陰いん謀ぼうかなにかだと睨んでいるのだが──メチャクチャ辛からくなってしまったのだ。

「うわぁ、美お味いしそうですわね」

「見た目は……ソコソコね」

　と言いつつ、一口食べた瞬しゆん間かん、ミンクとキールは、あまりの辛さに目から怪かい光こう線せんをカッと放ほう射しやした。

「カラ──ッ」と絶ぜつ叫きようしている二人を後しり目めに、「あははは、二人とも大げさだな～。いくらなんでも、そんなにカラいわけないじゃない。リアクション大きすぎだよ……」と、マナもハンバーグを一切れ口に放ほうり込こんだ。直後、鼻血が噴ふき出た。血を手で拭ぬぐって、見つめ、叫ぶ。

「……なんじゃこら──ッ!?」

　舌したの上でキャンプファイヤーでもやってるかのような凶きよう暴ぼうな辛さに、全身の毛け穴あなが開き、汗あせが噴き出る。

　辛いものが苦手なファンは、ひょいぱくっと食べた途と端たんに、全身の毛穴が開く……どころか両目の瞳どう孔こうが開き、耳の穴からにょろりと魂たましいが顔を出していたような気がする。そのまま昇しよう天てんしなかったことが、不幸中の幸いと言えよう。

　マナの作る料理がどんなに不ま味ずくても、「うまいよ、マナ。また腕うでをあげたな」とニコニコしながら平らげてくれるジャックスも、半分ほど食べたところで「俺おれが悪かった」と何な故ぜか号ごう泣きゆうしながら謝あやまりはじめた。

　レイヴァは匂においを嗅かいだだけで、食べようともしない。

　ただ一人、ベロンベロンに酔よっぱらったトレスパスの社長であり、ミンクの父親でもあるガリオロだけが「おーこりゃーイケるな～！　うまいぞ～！　うむむ！　お酒に合う！　最高だぞ！　あっはっはっは！　べりぎゅー！」と朗ほがらかな笑え顔がおを浮うかべて絶ぜつ賛さんしながら全すべてを食べきり、そのまま入院した。

　そんなこんなで、マナは『目分量ゼッタイ禁きん止し』を言い渡わたされているのである。

「不本意ながら、私も食べるのだ。妙みような調理はやめろ」

　レイヴァは忌いま々いましげに言った。

　吸きゆう血けつ鬼きには、本ほん能のう的に人血への渇かわき──吸血欲よくはあるけれど、食欲はほとんどないらしい。食事によって栄養を取ることはできても、血への渇きは癒いやされない。

　ミンクによれば、『人間で言うなら点てん滴てきで栄えい養よう補ほ給きゆうをして生きているようなもの』なのだそうだ。栄養は足りていても、空くう腹ふくは満たされることはない。なんにしても、レイヴァに苦く痛つうを強しいているのは事実である。

「バングルがあるから、吸血はしない……」

　レイヴァは、以前、そう言っていた。

　バングルとは、マナの左腕に着けられている腕輪のことだ。

　吸血鬼の力を借りる。口で言うのは簡かん単たんだが、それは楽なことではない。相手は、三つの国を完全に滅めつ亡ぼうさせたとまで言われている存そん在ざいなのだ。暴あばれ出せば、ただではすまない。

　吸血鬼を意のままに操あやつるために、キールが考え出したプランの要かなめとなるのが、このバングルである。

　レイヴァの身体からだは、下半身と右上半身が金属義体メタルボデイで補おぎなわれている。生身の部分は、首から上と左胸むねから左手にかけて、そして内ない臓ぞう部分──身体の三分の二近くはマナが作った蒸じよう気き機き械かいなのである。バングルについている緑色の石ラヂオストーンに向かって合い言葉を言うと、金属義体メタルボデイの中に仕込まれた赤翼の天使フアルラツサの羽根が、レイヴァの心臓に押おし当てられるようになっている。

　赤翼の天使フアルラツサは、吸血鬼を封ふう印いんした救世主だ。羽根に宿った力を浴びると、レイヴァは死にも匹ひつ敵てきする苦しみを味わうことになる。また、一人で出歩くことを防ふせぐため、バングルから離はなれすぎると金属義体メタルボデイは動きを止めるようになっていた。この機き構こうは究極の怪物ガルム・吸血鬼を意のままに操あやつるための装そう置ちなのだ。

　けれど、マナはバングルを使う気はなかった。レイヴァもマナの気持ちをわかっていてくれているらしい。人の血を吸すわないでほしいというマナの願いも、守ってくれているようだ……彼が吸血しない理由は、他ほかにもあるようなのだが。

　まあ少なくとも、レイヴァが言った「バングルがあるから、血を吸わない」と言う言葉は本心ではない。たぶん照れ隠かくしなんだろうな、とマナは思っていた。

　マナは、敢あえてからかうような口調で答えた。

「イヤなら食べなくてもいいんだけど？　黙って見てないでジャガイモ剝むいてよ」

「断ことわる。お前と一いつ緒しよに仲良く料理など……虫むし酸ずが走る」

「仕方ないでしょ？　食事当番になっちゃったんだから。あたしの見本通りに剝いて」

「見本？」

　レイヴァはそういうと、マナが剝いてみせたジャガイモと皮を持ちあげた。どう見ても皮の方が食べ甲が斐いがありそうだ。

「もう少し皮を薄うすくしてくれると助かるな。ジャガイモが主な具だから。今日のスープ」

「主な具というか……他に何も入らないのだろう？」

「そうとも言う」

　レイヴァは溜ため息いきをついた後、ジャガイモを剝きはじめた。機械の右手で支ささえつつ、左手で器用にナイフを動かして皮を剝いていく。マナよりもずっと上手に。

「見本通りにやるのは、難むずかしいな」

　彼は薄く剝いた皮をピラピラと振ふり、唇くちびるの端はしを曲げるようにして笑った。

「どーせ、あたし料理ヘタだもん。一人でやればっ？」

「手伝ってやっているのに、その言いぐさはなんだ？　貴き様さま」

　偉えらそうな言い方にカチンときたマナは、レイヴァに薬やく匙さじを突つきつけた。

「だいたいねー、誰だれのせいで食事当番になったと思ってんの？」

　教会で共同生活をしているマナたちは、家事も当然自分たちで行っている。洗せん濯たくや掃そう除じは、単たん純じゆんに家事が好きなミンクが買って出てくれているが、食事当番はバツゲーム制せいが採とられていた。訓くん練れんで最も成せい績せきの悪かった者が、その週の食事当番になるのだ。

　マナとレイヴァはチームを組み、屈くつ辱じよくの食事当番となってしまったのである。

「空飛ぶ怪物ガルムを捕つかまえるって内ない容ようの訓練だよ？　レイヴァなら、簡単だったはずでしょ？　もうちょっとマジメにやってくれてれば……」

「言ったはずだ。訓練などに付き合ってやるつもりはない。その耳は飾かざりか？　似に合あわないから取った方がいい」
















「取れるか！……あのね、仕事してる時、ケガしないためにも訓練は大切なの。まあ、地道な練習みたいなのは、あたしもあんま好きじゃないけどさ」

　レイヴァは何を思ったのか、ナイフの先で自分の左手の指先を突いた。赤い血が流れるが……すぐに傷きず口ぐちがふさがる。

「私は、怪け我がをすることなどない。お前たちのお遊ゆう戯ぎに付き合う理由はないということだ」

　何か言い返そうと口を開いたが、マナは大きく息をついて、言葉を飲み込こんだ。

（やっぱりなぁ……）

　マナにはある確かく信しんが芽生えていた。

　それは『レイヴァはトレスパス──侵しん入にゆう屋やという仕事を好きではない』ということだ。

　人間を激はげしく憎にくむレイヴァとマナたちは、初めはうまくいかなかった。互たがいに傷つけあったりもした。しかし、紆う余よ曲きよく折せつを経へて、レイヴァと少しだけ心を通わせることができ、マナやトレスパスの仲間のことだけは、少しだけ信じてくれるようになったのだ。

　侵入作戦をするから、一緒に来てほしいとお願いすれば、嫌いや味みを言いながらも手伝ってくれるようになったのである。

　吸きゆう血けつ鬼きといえど心あるものなのだから、人間と同じように──仲間として頑がん張ばっていきたい。そう思っていたマナにとって、レイヴァの心変わりは、とても嬉うれしいことだった。

　しかし、それは少しだけ心を開いてくれたというだけなのだ。侵入屋になってくれたということではないのである。

（でもま、いっか……）

　三段だんフリルのとても可愛かわいいエプロンをつけて真顔でジャガイモを剝いている、怜れい悧りな美び貌ぼうを持つ吸血鬼を盗ぬすみ見る。

（今は、イヤイヤ付き合ってくれているだけでも……レイヴァも侵入屋の仕事、続けてるウチに好きになってくれるよね。うん）

　蒸じよう気きが噴ふき出す音が四回聞こえた。壁かべにかけられた時計が四時を指している。

「そういえば……そろそろ始まってるね。話し合い」

　キールは現げん在ざい、エードル邸てい侵入作戦の依い頼らい主ぬしのもとを訪たずねている。屋や敷しきの防ぼう衛えい上じようの欠けつ陥かんと、今後の防衛構こう想そうについての説明をするためだ。マナたち侵入屋は、実じつ際さいに侵入することで防衛上の欠点を探さぐる、いわば防衛コンサルタント会社なのである。

「賠ばい償しよう金きん……高いかな？」

　マナは溜ため息いきとともに呟つぶやく。

　ナイフを動かしていた手を止め、レイヴァはマナをしばらく見つめていたが、

「さあな？」と、他ひ人と事ごとのように言った。




　　　　◇◇◇




　事じ務む的なグレーのスーツに身を包んだキールは、エードル卿きようの屋敷の応おう接せつ間まへと通されていた。屋敷のあちこちから、屋敷を修しゆう繕ぜんする金かな槌づちの音や、機械音が響ひびいていた。

　キールは身体からだが埋うまりそうなほど柔やわらかいソファに浅く腰こし掛け、テーブルの上にファイリングされた資し料りようを置いた。対面の怒いかりに震ふるえるエードル卿をできるだけ見ないよう顔を背そむけ、彼の隣となりに座すわる夫人に対して、完かん璧ぺきな営えい業ぎよう用ようスマイルをつくって話しかけた。

「お客さまのお屋敷は、警けい備び兵の人員が豊ほう富ふで訓くん練れんも行き届とどいています。ホリズムなどで増ふえ始めた、武ぶ装そう強ごう盗とう団だんごときでは手も足も出ないでしょう。ただ、彼らの行動をも制せい限げんしてしまうほどの量のトラップは、無む駄だです。効こう果か的てきな位置に、効果的な罠わなを仕掛けることが大切なのです。トラップ設せつ置ちのプランは、その資料に書かれておりますので、参考にしてみてください」

　厳いかめしい顔つきのエードル卿とは対照的に、奥おくさんは非ひ常じように穏おん和わで優やさしそうな小作りな顔の美人だった。服ふく装そうも派は手でな貴き族ぞくの正装を着ている夫とは違ちがい、落ち着いた色のワンピースを着ている。彼女の腕うでの中ですやすやと眠ねむる赤ちゃんは、エードル卿ではなく奥さんの方に似にていた──「良かったですね」と言いそうになって、危あやうくその言葉を飲み込み、防衛構想の説明を続けた。

「ただ、このお屋敷の警備上の難なん点てんは、防空設備が貧ひん弱じやくなことと言えます。蒸気砲スチームキヤノンを一門用意していただけで、先日の戦せん況きようは変わっていたはずです。空くう賊ぞくなんて輩やからも、最近はいるみたいですからね」

　夫人はキールの言葉に、一つ一つ頷うなずきながら、『強盗団』や『空賊』なんて言葉が出るたびに、「恐こわいわね、あなた」と感想を漏もらしている。

「それから、お屋敷の見取り図を拝はい見けんしたところ、逃とう走そう経けい路ろが一つも想定されておりません。それも問題です」

「逃走経路？」

　夫人は真しん剣けんな顔で尋たずねた。

「はい。『守備』と『攻こう撃げき』だけが防衛ではありません。ご家族の安全のためにも、いざとなったときの逃走経路をご用意ください。そのためのプランも、資料の方に──」

　そこまで説明した時だった。テーブルの上の資料をエードル卿がひっ摑つかむと、ファイルごと細かく引き裂さいた。細切れになった資料が床ゆかに舞まう。

「もう、たくさんだ！」

　装そう飾しよくのついたサーベルを抜ぬき、テーブルの上に突つき立てた。

「貴き様さまらのおかげで……私がどれだけ恥はじをかかされたと思ってる!?」

「あなた……」

　夫人が止めようとするが、「お前は黙だまっていろ！」と一いつ喝かつした。

「あの場にはな……リジノ侯こう爵しやくや、ストラジレ伯はく爵しやくがおられたのだ！　貴様らが無様にやられるさまをご覧らんいただくためにな！」

　営業用スマイルを崩くずさないように努力しながら、キールは怒いかりを抑おさえて答えた。

「失礼ですが、私どもは、見み世せ物ものではございません。侵入屋です」

「似たようなもんだろうが！　ハッ！　いいだろう、成功報ほう酬しゆうは払はらってやる！　こちらが契けい約やく違い反はんをした分も含ふくめてな！」

　数十枚まいの金貨をキールに投げつけた。契約していた報酬よりも、随ずい分ぶん多い金きん額がくである。

　エードル卿は、獰どう猛もうな怪物ガルムのように顔を歪ゆがめて、笑った。

「だが、貴様らは私の屋敷を壊こわした。美び術じゆつ品ひんや天使の像ぞうも。賠償金を支し払はらってもらうぞ！」

　そう言って、エードル卿は請せい求きゆう書しよをキールの前に突きだす。そこに書かれていた金額は、あまりにも法外なものだった。

「こんな……！　この金額おかしくない!?」

　思わず声を荒あららげてしまった。それほどの金額が紙し片へんには書かれていたのだ。

「きちんと査さ定ていした結果だ！　文もん句くは言わせない！　期き限げんは二か月！　それまでに賠償金を払え！　契約じゃそうなっていたな？」

「二か月で、こんな額、払えるはずないわ！」

「知るか！　払えなけりゃトレスパスの資産を全すべて差し押おさえ、倒とう産さんに追い込こんでやるまで……！　そのときが、楽しみだ……覚かく悟ごしておくんだな……」

　エードル卿は、高笑いをした。その声に赤ちゃんが起き出し、火のついたように泣き出しても、彼は狂きよう笑しようをやめようとはしなかった。

　饒じよう舌ぜつを持って鳴るキールも、請求書の額面を見て言葉を失ってしまった。

　金貨二〇〇〇枚──それは二か月では絶ぜつ対たいに完かん済さいのできない金額。

　つまり、この請求書は、トレスパスの事実上の倒産を意味しているのだ。

（みんなに……なんて言ったら……？）

　請求書を持つ手が、不覚にも震ふるえてしまった。

　トレスパスが、つぶれてしまうという事実に──
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「た……、ただい……ま……」

　キールが教会に戻もどってきたのは、夜も遅おそくなってからのことだった。

　待ちきれず、先に食事をはじめていたマナたちは、裏うらの戸口から入ってきたキールの姿すがたを見て、声を上げた。

「どど、どーしたの？　その格かつ好こう！」

　キールが着ているグレーのスーツは土で汚よごれ、後ろで一つに束たばねている髪かみもほどけて乱みだれている。タイトスカートは破やぶけてしまっていて、スリットが入ったような状じよう態たいだ。

　不安そうな顔で、ミンクが聞いた。

「どうしたんです？　何があったんですの？」

　ミンクの言葉に、ファンはうんうんと頷うなずく。

「まるで密みつ林りんを大だい冒ぼう険けんしてきた後みたいな格好だよぉ」

「むむっ！　読めたぞ！」

　同じテーブルについて酒を吞のんでいたガリオロが、確かく信しんに満ちた赤ら顔で、

「キール！　お前、夜道で誰かを襲おそっ……」

　その瞬しゆん間かん、キールの蹴けりがガリオロを襲った。パンプスがめり込み、社長の頭が一いつ瞬しゆん『く』の字に曲がったような気がする。

「誰が襲うかッ！　歩いて帰ってきたら、こんな風になっちゃったのよ」

　マナは驚おどろいて、キールに聞き返した。

「歩いてって……クラントから!?」

　エードル卿きようが住む北方の街、クラントは首都ホリズムから特急列車に乗って一時間ほどの場所にある。歩いて移い動どうするとなったら一日がかりになってしまうだろう。

「まさか……ホリズムから歩いてきたの……」

　キールは心底疲つかれたような顔で答えた。ホリズムから、マナたちの住む教会まではバスで三〇分、羽ばたいて飛行する蒸じよう気き機械・飛行器ウインギイを使っても一〇分以上はかかる。

「歩いて帰るの初めてだったし、夜だったから、つまずいて転んで、このありさま」

　キールはスリットが入ってしまったスカートをつまんでみせる。

「どうして、そんなマネしたんだよ？」

　ジャックスの言葉を、ミンクが継ついだ。

「そうですわ。夜や行こう性せいの怪物コたちもうろついていて危き険けんですのに」

「ひょっとしてぇ……、おサイフ落としちゃったとか？」と、聞いたファンの頰ほおを、キールがぎゅいとつねる。

「いひゃい！」

「私は命を落とすことがあっても、サイフ落とすことはないわ！　一いつ緒しよにしないで！」

「ごめんなひゃい」

「んじゃ、どうして……」

　マナの問いに、キールは絶望的な声で答えた。

「運うん賃ちんがもったいなかったから……ほんの少しでも節約しようと思って……」

「ま、まさか……！」

　全員が息を吞のむ。

　キールは、悲しげに……もの凄すごく辛つらそうに無理して笑った。

「うふふ……賠償金……すンげー金きん額がくだった」

「い、いくらでしたの？」

　恐おそる恐る尋たずねるミンク。

「いい？　みんな、気を確たしかに持って聞いてね、賠償金は……」

　キールは、大きく息を吐はいた後、続けた。

「金貨二〇〇〇枚まい！」

『はうっ!?』

　全員、揃そろったように声をあげ、テーブルに倒たおれ伏ふした。

　が、一人、金きん銭せん感覚のないレイヴァだけが訝いぶかしげな顔で、ワインのトマトジュース割わりを飲んでいる。

「それは……高額なのか？」

「とんでもねー金額だってば！　新型エンジンが一〇〇基き以上は買えるんだよ!?」

　と、マナが叫さけび、

「あの可愛かわいい猫型怪物ガルムトムパス三〇〇匹と契けい約やくができます！」

　と、ミンクは声をあげた。

　ジャックスも頷きながら、

「いつかほしいと思っている、ゾーライの名めい剣けんが一〇振ふりは買えるな」

　彼に続いて、ファンも興こう奮ふんしたようすで、

「おっっっきな耐たい火か金庫が、いっぱい作れるよぉ」

　ガリオロは酒瓶びんを片かた手てに、

「銘めい酒しゆ『団だん地ち妻づま』が一〇万本ぐらい吞めるぞ！」

　と、主しゆ張ちようした。

　しかし、レイヴァは首を傾かしげる。

「たとえがマニアックすぎて、よくわからないのだが……？」

　彼は真顔で、内ポケットから鳥とり笛ぶえを取りだした。それはマナが買ってあげたもので、シッポに息を吹ふき込こむと羽根をばたつかせながらピヨピヨと鳴き、くちばしからは蒸気を吐き出す。鳥の形をした笛だ。とても気に入っているらしい。

「おい、マナ。このあまりにも精せい巧こうで、かつ愛らしさに溢あふれた笛が……いくつ買える？」

「ざっと、二〇万個こ」

「ピヨッ!?　大金だピヨな……！」

　鳥笛を口にくわえながら、吸きゆう血けつ鬼きは切れ長の目を見開いた。

（アンタの例え方も、十分マニアックだって）

　と、マナはツッコミたくなったが、話がこじれそうなのでやめておいた。

「そう、大金よ。無む茶ちやしなけりゃ、一生食べていける金額。ホリズムに家が建つわ」

　キールは溜ため息いき混まじりに続ける。

「ちなみに、支し払はらい期き限げんは二か月後」

「それを過すぎちゃったら……どうなる？」

　生なま唾つばを飲みながら、マナは聞いた。

　キールは、まるで死し刑けいを宣せん告こくするような口調で言った。

「トレスパスは倒とう産さんよ」

　場が凍こおりついた。水を打ったように静まりかえる。

「倒産なんて……」

　ミンクは泣きそうな声でそう呟つぶやくと、唇くちびるをわななかせる。そんな彼女にガリオロが顎あごに手を添そえながら、ダンディに声をかけた。

「呼んだかい？　マイドーター」

『オヤヂギャグ言ってる場合かっ』

　すぐさまガリオロの顔面に向け、キールの蹴けりとマナのスパナの一いち撃げきが飛ぶ。社長の頭が一いつ瞬しゆん『Ｓ』の字に曲がったような気がする。

「場を和なごませようと思っただけなのにぃ……」

　ガリオロはメソメソと涙なみだを流しながら、気を失った。

「今のどこにオヤヂギャグあったんですの……？　え……っと？」

　ミンクはマシュマロのように柔やわらかな頰に人差し指を当て、ハテナ？　と、たっぷり三〇秒ほど考え込んでいたが、

「はわっ！　倒産と父さんが、かかっていたんですのね！　面おも白しろいですわ、お父様！　これでお笑い界を牛ぎゆう耳じったも同然ですっ！」

　と、褒ほめ讃たたえ、惜おしみない賞しよう賛さんの拍はく手しゆを送った。惜しむらくは、父は気き絶ぜつしていたので拍手を聞いていなかったことと、そんな氷ひよう河が期きの到とう来らいを予感させるほどクールなネタに笑うヤツなんてこの世にいるはず──

「くすっ」

　と、思ったら、レイヴァがほんの少しだけ笑っていた。『怪物ガルムの王』『死そのもの』『恐きよう怖ふの具ぐ現げん者しや』なぁんて異い名みようを持ってた吸きゆう血けつ鬼きなんだから、もうちょっと高こう尚しようなネタで笑ってくれと叫さけびたかった。……が、話がさらにこじれそうなので、懸けん命めいに堪こらえる。この驚きよう異いの忍にん耐たい力りよくを、誰だれかに誉ほめて貰もらいたいと、マナは切に思った。

「払えるのか？　トレスパスの預よ金きんとか……」

　ジャックスの問いに、キールは当たり前のことを聞くなという表ひよう情じようをする。

「そんな大金あるわけないじゃない！　伊だ達てや酔すい狂きようで貧びん乏ぼうやってるわけじゃないのよ？」

「威い張ばるようなことじゃないと思うけど……」

　呟つぶやいたファンを、キールは睨にらみつけた。

　と、そこで、気絶していたと思っていたガリオロがむっくりと起きあがり、

「うむっ！　名案が閃ひらめいたぞ！」

　社長は立ち上がり、キール、ミンク、マナの肩かたをバシバシ叩たたいて回る。

「この通り、ウチには年とし頃ごろの娘むすめが三人いる！　侵しん入にゆう屋やの仕事はしばらくオヤスミにして！　ちょっと脱ぬ…」

　みなまで言う前に、ガリオロの顔面に向け、キールの蹴りとマナのスパナの一撃、そしてミンクの腰こしの入ったアッパーカットが炸さく裂れつした。社長の頭が一瞬『[image: Σ]』の字に曲がったような気がする。

　吹っ飛んだガリオロは、ベチャリと人体が発したとは思えない音を立てて壁かべに激げき突とつした。

「お茶目な冗じよう談だんなのにぃ……」と、ズルズルと壁を伝って倒たおれ、気絶する。

「冗談が過すぎますわっ。お父様っ」

　手をパンパンと払った後、ミンクはぷくぅと頰ほおを膨ふくらませた。

「まあ、社バ長カはさておき……なんとか稼かせがなきゃね」

　テーブルに戻もどりながらマナが言うと、キールは異い星せい人じんにでも会ったかのように目を見開いた。

「アンタ、ウチの経けい営えい状じよう態たいわかって言ってる？　毎月、トレスパスに来る依い頼らいは三、四件けん。レイヴァが手伝ってくれるようになって、ようやく勝しよう率りつあがってきたけど、それでもカツカツの生活してるのよ？　金貨二〇〇〇枚まいの借金を、仕事で稼いで返すなんて……」

　キールは、寂さびしげにうつむいた。言葉の最後の方は、消え入りそうなほど小さい。

　すると、ジャックスは「今から特とつ訓くんだ！」とばかりに、腕うで立たてを始めた。

「ということは！　これから忙いそがしくなりそうだな！」

「レイヴァの身体からだと……あ、あと飛行器ウインギイの整せい備びも急いでやらなきゃ」と、マナ。

「あんまり恐こわいのが続くのはイヤなんだけど……やんなきゃダメだよねぇ」

　溜ため息いきまじりに呟いたファンに、ミンクは微笑ほほえむ。

「でも、倒産するわけには参りませんもの」

「うんっ……」

　彼女につられたように、ファンも小さく笑う。

　だが、キールは慌あわてた。

「あのね！　もし、仕事して賠ばい償しよう金きん払はらおうと思ったら、今までの五倍近い依頼を受けて、そのほとんどを成功させないといけないのよ!?　忙しいとかそういう問題じゃないの！」

「そうなんだ……」

　マナは深しん刻こくな顔で、

「それじゃ、まずはどうやって依頼を増ふやすかが問題なんだね……」

「一件！　一件！　営業して！　回るというのはどうだ!?　ふんっ！」

　腕立てをやめ、腹ふつ筋きん運動を始めたジャックスが提てい案あんする。

「トレスパスの広告を入れたティッシュを配ってみてはどうでしょうか？　ホリズムのセントラルステーションなら、人もいっぱいいらっしゃるし……営業するよりも沢たく山さんの方に依頼して頂いただけそうですわ」

　ミンクの案に、ファンが頰を染そめた。

「え～、そんなの恥はずかしいよぉ。ボク、知らないヒトに声をかけるなんて……」

「それよりさ、飛行器ウインギイに乗ってチラシばらまかない？　その方が、手っ取り早いでしょ」

　人差し指を立てながらマナが発言すると、ファンが喜んで同意する。

「あ、それがいいよぉ！　マナの案に賛成っ！　ボク、そっちの方が好き！」

「って、アンタたち、ちっとも、わかってないじゃない！」

　キールが、テーブルを叩たたいた。その大きな音にファンが驚おどろいて身体を震ふるわせる。

「そんなことしても無む駄だなのよ！　二か月で返さなくちゃいけない金貨二〇〇〇枚の賠償金を負うってことは……事実上の倒とう産さんと同じなの！」

　しかし、みんなきょとんとした顔をしている。

「でも……、まだ倒産してないんだよね？」

　マナの言葉に、「それは、そうだけど……」とキールは声を詰つまらせ、

「あと二か月しかないのよ？」

「まだあと、二か月もあるではないですか♪」

　にこやかにミンクが言った。

「そうだよねぇ。今までだって貧びん乏ぼうだったけど、つぶれたことはなかったし。今度もなんとかなるよぉ。うんっ」

　なんの根こん拠きよもない言葉だったが、ファンは満足そうに頷うなずいた。

「違うぜ、ファン」

　腹筋運動をやめ、スクワットを始めたジャックスが続ける。

「なんとかなるんじゃない。なんとかするんだよ」

「そうだね、なんとかしよう！」

　再ふたたび人差し指を立て、マナは提案した。

「で！　依頼を増やすためにはどうしたらいいか、なんだけど……。こんなプランはどう？　ビラまき作戦と同時に、金持ちの家のポストにチラシを入れて回るの」

「ポスターを貼はって回るという方法もありますわね！」

　ミンクが、マナに顔を寄よせた。

　筋トレをやめたジャックスもテーブルに戻もどると、二人に顔を近づけ、

「やっぱり、地道に『仕事をくれ』と頼たのんで回るのが、スジってもんじゃないか？」

「えぇ～、それは恥ずかしいからさぁ」

　なにもしていないのに想そう像ぞうだけで頰ほおを染そめながら、ファンが三人の顔を覗のぞき込こむ。

「天使様フアルラツサに『依い頼らいが増えますように』って、お願いするってのはぁ……ダメかな？　ダメだねそうだね。マナ、そんなに睨にらまないでよぉ、恐こわいから」

「ううん。わかればイイんだよ。マジメに考えようね、ファンくん」

　そこでマナは、キールが呆ほうけたように、テーブルに座すわっているマナたちを見下ろしているのに気付いた。彼女の身体は、小こ刻きざみに震えているようにも見える。

「見てないで、キールも考えてよ！　トレスパスの頭ず脳のうを自じ称しようしてるんでしょ!?」

「ふふふふ……」

　彼女は微かすかに笑い出した。

　やがて、それは大笑いに変わる。テーブルを叩たたきながら、腹はらを抱かかえて笑いはじめた。

「もうね！　みんなバカだわ！　バカ！　最高のバカよ！」

「なによ！　これでもない頭しぼって考えてるんだから！　笑うこと……」

　マナは唇くちびるを尖とがらせたが、彼女はなおも笑い続けている。

「違ちがうわ！　もう、私、真ま面じ目めに考えてソンしちゃった！」

「ちっとも考えてないじゃん！」

「そうじゃないのよ……！　ああもう、あんまり笑わせるから、涙なみだ出てきた！」

　笑いながら、キールはこぼれ落ちる涙を、土で汚よごれているスーツの袖そでで拭ぬぐった。彼女の浅黒い肌はだが、茶色く汚れる。だが、キールは構かまわずに、笑いながら幾いく度ども涙を拭った。

　そして、キールは、寄せ合っていたマナたちの四人の顔に腕うでを回して、抱だき寄せた。

「もう、本当にバカね、みんな。でも、お姉さん、そういうバカは大好きよ！」

「だから！　バカバカ言うなっ！」

　抱き寄せられ、ジャックスの頰とキールの胸むねに顔をサンドイッチにされた状じよう態たいで、マナは怒ど鳴なった。キールの脇わき腹ばらにジャブを入れる。普ふ段だんなら殴なぐり返してくるところだが、キールは笑ったまま、レイヴァの元へと歩いた。

　黙だまってテーブルについてワインのトマトジュース割わりを飲み、マナたちを観察していた彼を、椅い子すの後ろから抱き締しめるように、キールは腕を回した。レイヴァの肩かたに、細い顎あごをのせる。白く美しい雪花石膏アラバスターの彫ちよう刻こくのようなレイヴァの顔の隣となりに、赤しやく銅どう色いろの美女の顔が並ならんだ。
















　レイヴァは、露ろ骨こつなほど嫌いやそうに鼻を鳴らす。

「汚れるから、触さわるな」

「いいじゃない。こんな美人に、抱き締められるなんて、そうそうないわよ？」

「…………」

「それより、見た？　もう、みんなバカでしょ？　嬉うれしくならない？」

「……愚おろかなのは否ひ定ていしないが……」

「勝手に復ふつ活かつさせといて言うのもなんだけど……、アンタがいるのは最高の会社よ」

「……どうかな？」

　キールの顔をのせたまま、レイヴァは肩を竦すくめた。彼女はレイヴァから身体からだを離すと、なんだか満足げに腰に手を当てて、マナたちを見回す。声を立てて笑ってはいなかったが、嬉しそうな笑え顔がおのままだ。

「あのさ、なんで笑ってるのか、よくわかんないんだけど……」

　マナは立ち上がると、キールの瞳ひとみをじっと見つめる。

「頭……大だい丈じよう夫ぶ？　キール」

「もちろん。アンタたちより、数倍マトモよ」

　マナのあまり高いとはいえない鼻を、キールは指先で弾はじいた。

「痛いたッ！　なにすんの!?」

「さっきのジャブのお返し。心配しなくていいわ、それ以上低くならないから。物理的に」

「どういう意味だっ、それっ！」

　飛びかかろうとするマナを無む視しし、

「もう一度言うけど、あくまで侵しん入にゆう屋やの仕事をして、賠ばい償しよう金きんを返へん済さいするってことは……、いつもの五倍の仕事を受けて、ほぼ全すべての作戦で『勝利』するってことなのよ？　ハッキリ言って不ふ可か能のうだけど……、足あ搔がいてみるのね？」

　痛む鼻を押おさえながら、マナは答える。

「だから、なにを当たり前のことを聞いてんの？　トレスパスをつぶすわけにいかないんだから、賠償金払はらうっきゃないでしょ？　あたしたちは侵入屋なんだから、なんとか仕事して稼かせぐしかないじゃん」

「ふふ……そうね、当たり前よね……」

　キールはパシンと手を鳴らした。

「期間は二か月！　金貨二〇〇〇枚まい！　死ぬほどハードよ？」

「死ぬほどって言ってるうちは死なないから大丈夫さ。望むところだ」

　精せい悍かんな顔に、不ふ敵てきな笑えみを浮うかべて、ジャックスが言った。

「暇ひまで暇で仕方がないよりも、ちょっと忙いそがしいくらいのほうが好きですわ」

　いつもののほほんとした表ひよう情じようで、ミンクは言った。

　可愛かわいらしい顔を泣きそうに歪ゆがめて「あうあう」と呟つぶやき、手をモジモジさせていたが、

「……あんまりハードなのはツライけど……、会社がつぶれちゃうのはもっとイヤだから、やってみるよぅ」と、ファンも同意する。

「ＯＫ……。そこまで言うなら、なんとか依い頼らいを五倍に増ふやしてみせるわ」

「んなこと、できるの？　キール」

「このキールさんに不可能はないわ。明日ちょっとした営えい業ぎように行ってくる」

　マナが尋たずねると、キールは自分の胸を、自信ありげに叩たたいてみせる。

　依頼の量を、普段の五倍に増やす──そんなことが可能なのだろうか？

　そんな方法など、マナには想そう像ぞうもつかなかった。




　　　　◇◇◇




　翌よく日じつの朝。眠ねむい目を擦こすりながら、マナはレイヴァと一いつ緒しよに石いし畳だたみの上をノタノタと歩いていた。ここはホリズムの南の端はし辺り。住じゆう宅たく街がいとなっている地ち域いきだ。

　ホリズムの中心に建つ赤翼の天使大聖堂フアルラツサカテドラルの鐘しよう楼ろうを目がけて北に向かえば、ホリズムのメインストリートや、工こう房ぼう街がいがあり、北の端まで行くとファルラッサスタジアムがある。

「眠い……」

　マナは寝ね起おきが異い常じように悪い。すぐさま寝直せと言われたら、石畳の上で爆ばく睡すいできると思う。試ためしてみたいほどだ。是ぜ非ひ、挑ちよう戦せん権けんがほしい。というか、寝かせてくれ。

　が、寝ぼけてもいられないので、目を覚ますために頰ほおを叩き、頭をぶんぶんと振ふった。

　レイヴァは？　と見ると、彼は玄げん関かんの前で飛行器ウインギイを装そう着ちやくしている少年の姿すがたを眺ながめていた。翼つばさをはためかせると、少年の身体はゆっくりと宙ちゆうに舞まう。

「それじゃ、行ってきまーす！」

　家の中に声をかけ、少年は飛び立つ。

　そこで、母親だろうか女じよ性せいの声で「忘わすれ物よ！　お弁べん当とう！」と声がした。

　だが、少年にその声は届とどかず、彼はそのまま飛び去ってしまう。

　家の庭の方から「仕方がないわねぇ」と母親の声がしたかと思うと、大きな旗を振り回しているような風をはらんだ音が聞こえた。

　その直後、お弁当を持った母親が、翼よく竜りゆう型の怪物ガルムの背せに乗って庭から飛び立った。

「待ちなさーい！　お弁当忘れてるわよー！」と言いながら、少年を追いかけはじめる。

　翼竜に乗った母は、程ほどなく少年に追いついた。空中でお弁当を渡わたすと、母親は翼竜の背から乗り出すようにして、少年の頰ほおにキス。少年は母親に手を振って、飛び去って行った。

「いいねぇ、親子って。あたしにもお母さんがいたら、あんな風にしてくれたかな？」

　マナがしみじみと感想を漏もらすと、レイヴァは眉まゆ根ねを寄よせる。

「感動する場所が違ちがう気がするがな。あれが日にち常じよう的てきな風景だとは……。未いまだに慣なれん」

　車道を、ホリズム自じ警けい団だんの白黒に色分けされた歩行器ウオーキイや、人を背に乗せて高速で走るトカゲ型怪物ガルムレイオニスが走っている。

　通りがかった家の庭先に目をやると、お爺じいさんがテラスに置かれたテーブルでチェスをしていた。対戦相手は蒸気傀儡スチームノイドだ。蒸気傀儡スチームノイドにつけられている程てい度どの蒸じよう気き演えん算ざん機きでは、処しよ理り速度が遅おそいし、大して強くはない。けれど、お爺さんは気にしているようすはなかった。蒸気をプシプシ噴ふき出しながら次の手を考える蒸気傀儡スチームノイドを眺ながめながら、譜ふ面めん通りに曲を奏かなでる鳥型の怪物ガルムコーデネラの鳴き声に耳を傾かたむけている。

「あの老人は、『えんはんさー』とかいう怪物使いなのか？」

　歩きながら、レイヴァが尋たずねてきた。

「たぶん、違うよ」

「だが、妙みような鳥を使っているではないか」

「あれはね、エンハンサーに命令をしておいてもらって、それを実行させてるだけだよ」

「？」

「さっきのチェスをしてた機械がいたでしょ？　あれに置き換かえるとわかりやすいかも。あのコが『チェス』をするか『バックギャモン』をするのか、あたしみたいなエンジニアは蒸気演算機を改かい造ぞうすることで自由に操そう作さできるけど、普ふ通つうの人はできないでしょ？」

「しかし、その改造ができずとも、チェスをする機械を使用できる……と」

「それと同じで、『譜面を出されたら曲を奏でなさい』って命令ができるのは、エンハンサーだけ。あのお爺さんがいくら『空を飛びなさい』って命令しても、実行してはくれないと思う。……怪物ガルムのことならミンクの方が詳くわしいよ。興きよう味みあるなら聞いてみたら？」

「別に。興味はない」

　レイヴァは歩きながら、そっぽを向いた。

　やがて、前方に路面蒸気機関車ホリズム・プロヴイデンスの乗り場が見えてきた。

『路面蒸気機関車ホリズム・プロヴイデンスに乗ること』、それ自体が今日の目的の一つなのである。

　先日のエードル邸てい侵しん入にゆう作戦を行う時、手伝いたくないとゴネたレイヴァに「もし、手伝ってくれたら、機き関かん車しやに乗って活写キネマを観みに連れていってあげるから」と、マナは約束してしまっていたのだ。

　活写キネマを観るだけだったら、ホリズムの北地区へ乗合バスでそのまま行けば良い。だが、路面蒸気機関車ホリズム・プロヴイデンスに乗るために、わざわざ南地区の近くで降おりたのである。

　興味深げに、道路に敷ふ設せつされている線路を眺めているレイヴァの横顔を見て、マナは胸むねを萎しぼませるような深い溜ため息いきをついた。

（こんなことしてて……いいのかな……）

　莫ばく大だいな賠ばい償しよう責せき任にんを負ってしまった直後のこと。本来なら、こんなのんきに遊んでいる場合ではないのだ。

　金貨二〇〇〇枚まいというのが、途と方ほうもない金きん額がくであること。そして、トレスパスが倒とう産さんを免まぬがれ得うる可か能のう性せいは、万に一つもないことは、マナにだってわかっている。

　しかし、昨夜は、「働いて賠償金を払はらいきってやろう！」と、楽天的な提てい案あんをした。

　なにもしないで諦あきらめるのはイヤだ。ほんの少しの希望があるなら、それに賭かけたい……いや、ほんの少しの希望もなくたって、できる限りの全すべてのことをしたい。

　けれど、漠ばく然ぜんとした不安がマナの胸の中に広がっていたのも、事実──倒産してしまうのが、とてもとても恐こわかった。

　侵入屋として順じゆん風ぷう満まん帆ぱんとはいえないけれど、なんとかやっていけるようになったのは、ここ数年。ファンが教会にやって来たのが五年前であるから、それ以い降こうのことだ。

　キールやジャックスが入社した時にも、当初はいろいろな確かく執しつがあった。今では当然のように発はつ揮きされているチームワークも、少しずつ育はぐくんできたものなのである。

　倒産したからといって、トレスパスの仲間たちと離はなればなれになるわけではない。けれど、侵入屋の仕事が好きなマナにとって、倒産は翼つばさをもがれるに等しかった。『トレスパス』の命を狙ねらう賠償金という敵てきが、得え体たいの知れない恐おそろしい魔ま物もののように思える──

　そのとき、レイヴァが立ち止まり、鋭するどい爪つめが伸のびている左手でマナの顔を指さした。

「私はある法ほう則そく性せいに気付いたのだ」

「は？」

「お前は酷ひどく不ぶ細さい工くだが……、寝不足の時は凡およそ不細工度が五割わり増ましに、ぐだぐだと下らんことを考えている時は、不細工度が倍になる」

「へぇ、なるほど……って、なに言ってんのよ！」

　頷うなずきかけたマナは、レイヴァの胸にツッコミを入れた。だが、彼は真顔で、

「蒸気工学の本に、いろいろな法則の名前が書いてあるだろう？『グッテンバッファの蒸気圧あつ法則』とか……、ああいったものを私も命名したかったのだ。これを『マナ・ファランドールの不細工第二法則』と名づけようと思う」

「名づけようと思う、じゃないよ！　ってか、なんでいきなり『第二』法則なの!?」

「いや……『第二』と書いてあるものの方が、偉えらそうな気がしないか？『マナ・ファランドールの特とく殊しゆ不細工法則』としてもいい」

「『特殊法則』ってのも、基き本ほんとなる法則があって初めて成立……そうじゃなくて！　ブサイクって言うなっ！……まあ、可愛かわいい方じゃないけども！」

「お前は何も考えずヘラヘラしている時が、最も見られる状じよう態たいとなるのだ」

「ヘラヘラて！　酷ひどっ！」

「沈ちん鬱うつな表ひよう情じようというのは、美しい者がしてこそ、絵になるのだ……私のようにな」

　彼はそう言って、薄うすい唇くちびるを曲げて嗤わらった。もう一回、今度は強めにツッコミ──というか、グーパンチでも入れてやろうかと思ったが、

「ひょっとして……元気づけようとしてくれてるの？」

　マナが問うと、レイヴァは顔をしかめた。

「……まさか。お前を元気づける理由などない。からかっただけだ」

　レイヴァは再ふたたび、そっぽを向いた。

　彼は、本当にからかっただけなのかもしれない。

　しかし、不思議と心は軽くなっていた。

　レイヴァの言うとおりだ。グダグダ悩なやんでいるなんて、マナの性しように合わなかった。

　確たしかに、不安はある……けれど、今、失敗を恐れて悩んでいても仕方がない。

「ありがと。レイヴァ」

　笑ったマナを見て、レイヴァは鼻を鳴らした。

「……からかわれるのが、嬉うれしいとは。おかしなヤツだ」

　汽き笛てきの音が聞こえる。路面蒸気機関車ホリズム・プロヴイデンスが、乗り場に近づいてきたのだ。

「急ごう！」

　マナはレイヴァの左手を握にぎって駆かけ出した。
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　高こう層そうビルの建ち並ならぶ、ホリズム東地区──そのさらに東とう端たん辺りに建っている廃はいビルの地下五階に、その部屋はあった。

　薄暗い地下室に入った途と端たん、キールは顔をしかめた。地下とは思えないほどの広い空間を　甘あまったるい匂においを放つ香こうの煙けむりが満たしている。空気が霞かすんでいるように見えた。

　彼女は入念なボディチェックの後、営えい業ぎよう用ようのスーツから、透すけてしまいそうなほど薄いベールのようなものに着き替がえさせられていた。それはこの部屋に武ぶ器きを携けい帯たいさせないための措そ置ちであるのだが、服に匂いが移うつらなくて助かると、キールは思った。

「よくいらっしゃいましたね。キール・ゼーベック」

　声がした。

　暗くら闇やみの中に浮うかぶように、巨きよ大だいな天てん蓋がいのついたベッドが置かれている。その上に、『彼女』が寝ねそべっていた。

　容よう貌ぼうは『美しい』と断だん言げんしても良いだろう。だが、口で表ひよう現げんするのは難むずかしい美貌であった。一〇代にも三〇代にも見える、不ふ可か思し議ぎな外見を持つ女じよ性せいだ。初うい々ういしさと妖よう艶えんさが、同どう居きよしている。白はく磁じのような白い顔に、ただ唇くちびるだけが赤い傷きず跡あとのように浮き立って見えた。

　腰こしまで伸のびた青黒いストレートの髪かみを、豊ゆたかな胸むねの前に垂たらしているだけで、身体からだにはあまり装そう飾しよく品ひんはつけていない。下半身はシーツにくるまれて見えなかったが、『彼女』は裸はだか同然であった。

　しかし、まるで煌きらびやかなアクセサリーで全身を飾かざるかのように、美しい女性や少年を　ベッドの周りに侍はべらせている。女性たちは、キールが纏まとっているものと似にたようなうすぎぬを着て、恍こう惚こつとした表情を浮かべていた。

「久ひさしく見ない間に、さらに美しくなりました」

『彼女』は、キールの全身を絡からみつくような視し線せんで見回した。

「前に来てから、三か月しか経たってないわよ。カリギュラ」

「そうですか？」
















　裂れつ傷しようのような赤い唇に笑えみを湛たたえている美女──カリギュラは、奇き妙みように曲がった付け爪づめのついた手でキールを手て招まねく。近づくとカリギュラはキールの額ひたいから頰ほお、首くび筋すじ、胸とゆっくりとなで下ろした。

「美しいわ。驚おどろくぐらい」

　カリギュラは、熟じゆく女じよのような声でそう言うと、童女のように高い笑い声を上げた。

「ところで、トレスパスは賠ばい償しよう金きんを負ったらしいですね。エードルとかいう、醜みにくい男に」

「相変わらず、耳が早いわね……さすがは情じよう報ほう屋や」

「ふふ……それで、今日は、どんなご用ですか？」

　なおも身体に触ふれようとする『情報屋』の手を、優やさしく払はらいのけながらキールは答えた。

「『情報を流して』もらいに来たの……治安が悪化している、と」

　カリギュラは、情報を売り買いするという単たん純じゆんな意味での『情報屋』ではない。街に故こ意いに情報を流したり、隠いん蔽ぺいすることもできる、『情報屋』なのである。

　キールが吸きゆう血けつ鬼き復ふつ活かつを決意したのも、カリギュラの存そん在ざいがあったればこそだ。『蝙蝠こうもり人型怪物ガルムが開発され、実用化されている』という情報を故意に流してもらうことでレイヴァを見た街の人が恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいらないよう依い頼らいしてあった。

　情報屋は何かを考えるように、曲がった付け爪を舐なめた。

「治安悪化……？　まさか……？　侵しん入にゆう屋やの仕事を増ふやすためですか？」

「そうよ。二か月の間でいいわ」

「……貴女あなたたちの収しゆう入にゆうでは、多少仕事量を増やしたところで賠償金は完かん済さいできないはず……。少し考えればわかるでしょう？　どうしてそのような無む駄だな足あ搔がきを？」

　思い出し笑いをするように、キールは微び笑しようした。

「私たちは侵入屋なの。侵入屋の仕事をして、稼かせいで返すのが、当たり前でしょう？」

「解げせませんね。その気になれば、効こう率りつの良い方法で稼ぐことができるでしょう？　貴女がホライザンの貴き族ぞくから、大金を騙だまし取ったのは七つの時でしたか？　貴女なら……」

「やめて。あくまで侵入屋として返すと決めたのよ。法ほう律りつ違い反はんも、できる限かぎりしないわ」

　カリギュラは、一度腕うでを大きく横に広げると、キールの頰を手の平で包んだ。

「私は、貴女が好きですよ。さながら、褐かつ色しよくのダイヤモンドのように……美しい」

「…………」

「ダイヤモンドが何な故ぜ美しいか、わかりますか？　石の中に、無数の傷を抱かかえているからなのですよ……。その傷が、光を乱みだし、輝かがやきを生むのです」

　キールはカリギュラの手に自らの手を添そえながら、彼女の吸すい込こまれてしまいそうなほど深い藍あい色いろをした瞳ひとみを見つめた。

「人も同じ。内側に醜みにくさを持っている方が、美しい。目的のためなら手しゆ段だんを選ばなかった頃ころの貴女に、戻もどってほしいわ……。私は、あのマナという娘むすめが嫌きらいです。他の者どもも同様……愚ぐ直ちよくなだけが取り柄えの偽ぎ善ぜん者しやよ。貴女のような、輝きがありません」

「アイツらが、バカみたいに真まっ直すぐっていうのは否ひ定ていしないけどね……。アンタがここしばらく見てないような、光を放ってると思うわよ」

　カリギュラは、強い力でキールの後ろ髪を摑つかんで顔を引き上げた。口づけをするように、赤い唇くちびるを近づけてくる。唇が触れる直前、彼女は尋たずねた。

「どういうことです……？」

「脳のう天てん気きな真っ昼間の太陽みたいだってこと……。私も、昔はひねくれ方には自信があったんだけどね……負けたわ」

「強い光は、より濃こい影かげを生むとも言いますよ？」

「太陽は夜の存そん在ざいを知らなくてもいいのよ。暗い部分は、全すべて私がかぶる、そう決めたの──アンタみたいな悪あく党とうに一人で会いに来てるのも、そのためよ」

「悪党……ですか。ふふ……もし、私が、あの娘こたちを殺したら……どうします？」

「どんな汚きたない手を使っても、アンタを殺すわ。カリギュラ」

「……やはり美しいですね。キール・ゼーベック」

　カリギュラは、さらに顔を寄よせ、長い舌したでキールの頰を舐なめた。

「大好きですよ」

　そこで、ようやくカリギュラの腕から解かい放ほうされた。背せ筋すじがゾクリと粟あわ立だつのを感じながら、キールは身体からだを離す。

「それで、情報は流してもらえるの？」

「噂うわさを流すまでもなく治安は悪いですが……議長団ラウンダーズは、治安悪化を隠かくそうと懸けん命めいに情報統とう制せいをかけています。それに逆さからった噂を流せというんですか？　高くつきますよ？」

　試ためすような口調で、カリギュラは言った。

　キールは用意できる精せい一いつ杯ぱいの金きん額がくを提てい示じした。以前、飛行器ウインギイレースの賭かけで、マナ以外の全員が大おお儲もうけをしたことがあった。そのお金を全員分渡わたすことにしていた。

「まったく足りませんね……話になりません」

　カリギュラは口元に手を当て、童女のような甲かん高だかい笑い声を上げた。

「ですが……他ほかならぬ貴女の頼たのみ、引き受けましょう」

「期間は、二か月でいいわ。無用な混こん乱らんは避さけたいから。一いつ般ぱん市民じゃなくて、できるだけ富ふ豪ごうやら貴き族ぞく相手に、その情報を流して」

「いいでしょう……。ですが、キール」

　用は済すんだとばかりに、帰ろうとしていたキールを、カリギュラが呼よび止めた。

「もし、トレスパスが倒とう産さんしたら、私のものになりませんか？」

「……それは、ジョーク？」

「いいえ、本気です」

「いいわ。アンタのものになっても」

「……それは、冗じよう談だんですか？」

「もちろん」

　キールは、振ふり返らずに部屋を後にした。




　　　　◇◇◇




　疲つかれたように寝ねそべったカリギュラは、近くにいた少年を呼び寄せた。

「治安悪化の噂を流しなさい。それと……二か月の間トレスパスの仕事が増ふえるよう、少し工作をしてあげなさい……。方法は任まかせます」

　美しい少年は頷うなずくと、闇やみへと消えていった。

　ベッドの上で、カリギュラに侍はべっていた青い瞳の美女が不満そうな声を上げる。

「カリギュラ様……。何な故ぜあの女にそれ程ほどまでに便べん宜ぎを……？」

　カリギュラは身体からだを起こし、付け爪づめで碧へき眼がんの美女の肩かたをなぞりながら答えた。

「私は美しいものが好きなんです……。彼女には『価か値ち』がある……いろいろと、ね」

「吸きゆう血けつ鬼き復ふつ活かつの情報を売らないのも、あの女のためですか？」

　髪かみを三つ編あみにしている美少女が、嫉しつ妬としているような口調で尋たずねる。

「それは……違ちがうわ。売り時を待っているだけ」

　情報屋を営いとなむ美女は、楽しげな口調で、

「『伝説の吸血鬼が蘇よみがえっている』。そんな大きな情報は、なかなかありませんからね。一番儲かる時に、最も金を出す相手に売ります。ふふふ、貴女あなたは商売を覚えなくてはダメよ」

　諭さとされた三つ編みの少女はうなだれる。

　と、カリギュラのベッドに髪の長い少年が近づいてきた。

「ご報ほう告こくします。トレスパス社長ガリオロと、議長グァンティは、密みつ会かいを続けているようです。ガリオロは、トレスパスへの依い頼らいが増えるよう、なんらかの要よう請せいをしたようです」

「……他には？」

「吸血鬼に絡からんで、彼らは何かを企たくらんでいるようすですが、内ない容ようまではわかりません」

「議長が絡んでいるなんて……面おも白しろくなりそうね。ふふふ……」

　ほくそ笑えみながら、カリギュラは再ふたたびベッドに寝そべった。
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　活写キネマホールから出てきたマナは、天気の良い空を見上げて、大きく伸のびをする。そんな彼女を追い越こして、子どもたちが活写キネマの内容について喋しやべりながら、通りへと駆かけていった。マナたち以外の観客は、ほとんどが初等学校フアルレゲートに通っているくらいの年ねん齢れいの子たちだった。

　それもそのはず、二人が観みたのはアニメの活写キネマだった。しかも、メルヘンチックなラブストーリーだ。

　七人の小人さんとお姫ひめ様さまが、森の中で「♪へいほー　♪へいほー！」と唄うたい踊おどりながら、木を切る話だったような気がする。違うかもしれない。上じよう映えい中ちゆう、マナは不覚にも眠ねむってしまっていたので、あまり覚えていなかったりする。

　マナは、『最さい新しん鋭えいメカが激げき突とつ！』とか『臨りん界かい点てん突とつ破ぱ！』とか『蒸じよう気きロボ合体！』なんて単語に心打ち震ふるえてしまうタイプなので、ＳＦメカ戦せん闘とうアクションを観たかったのだが……どうしてもと言うので、レイヴァに従したがったのだ。

　当のレイヴァは、大満足だったようである。活写キネマの内容が気に入ったのだろう。看かん板ばんを眺ながめながら、「実につまらない内容であったな。また観に来よう。嘲ちよう笑しようするために」などと言っていた。

　看板を楽しげに見上げているレイヴァを眺め、マナは微笑ほほえんだ。

　そのとき、後ろから声をかけられた。

「おう！　マナじゃねぇか！」

　振り返ると、短たん髪ぱつにハチマキをし、マナと同じように汚よごれたツナギを着た青年──ジャンク屋のにぃちゃんが立っていた。名前は確たしか、ロイスヴェルヌ・エグザクスとか言う長ったらしいものだが、誰だれもそんな風に呼んだりしない。大たい抵てい、ジャンク屋のにぃちゃん、もしくはロイと呼んだ。

　彼は壊こわれた映写機を載のせた台車を押おしている。廃はい品ひんを受け取りに来たのだろう。

「こんなところで会うたぁ奇き遇ぐうだな。しかも……、そうかぁ、マナはそういう男が好みだったのか。いやぁ、意外だ！　ビックリした！」

　歳としに似に合あわぬだみ声でロイは言うと、ニヤニヤしながら、マナとレイヴァを見ている。

「ち……違うって！　そんなんじゃなくて……」

　マナがドギマギしながら答えると、レイヴァも冷れい淡たんに後を継ついだ。

「気分の悪い勘かん違ちがいをするな」

　言い終えると、彼は後ろを向く。

　ロイは、レイヴァのあまりに冷たい言い方に驚おどろいたようだったが、

「そうなのか、そりゃ悪いことを言ったな……。ほれ、マナ、例のなんとかって貴き族ぞくにフラれてしょげてただろ？」

「セイムさん？」

　数か月前、マナはある貴族に一目惚ぼれをして、勝手にのぼせ上がった挙あげ句くに、玉ぎよく砕さいしていたりする。それから数日は、ショックで周囲にあたり散らしてしまった。ロイもそんな被ひ害がい者しやの一人だが、決して怒おこったりせず、顔に似合わず優やさしく慰なぐさめてくれた。

「そうそう。マナ、結けつ婚こん式しき、招しよう待たいされても行かなかったんだって？」

　マナが好きになった貴族は、一月ほど前に結婚式を行っていた。招待状じようをマナも受け取ったのだが……、さすがに行く気にはなれなかった。

「行くわけないじゃん！　よけいヘコむもん！」

「だからよ、新しく好きな男でもできりゃあと思ってたんだが。そうか、違ったか。まあ、まだショックだろうけど、元気出せよ。ショボくれてるのも、マナらしくねぇからな」

　ロイはそう言うと、無ぶ精しようひげをさする。工こう房ぼう街がいでジャンク屋を営いとなんでいるのが似に合あっている──ホテルのドアマンや、お屋や敷しきの執しつ事じなんて職しよく業ぎようは絶ぜつ対たいにつとまらない、ゴツイ感じの青年なのだが、これで結けつ構こう優しいところがあるのだ。

「平気だよ。ありがと、ロイ」

「いンや、マナがヘコんでると客が減へるからよぉ。マナが直した機き械かいは、新古品ぐれぇの値ね段だんで売れるんだ。いろいろ直してもらいてぇモンがあるから、しっかりしてくれよ」

「そういう意味なの!?　イイ人だ～とか思って、ソンした！」

「まあまあ、怒るなって。……イイコト教えてやるからさ」

　ロイはそう言うと、ツナギのポケットから綺き麗れいに折り畳たたまれたパンフレットを取りだした。そこには、先日、轢ひかれそうになった貨物列車・Ｄ５０１２──通つう称しよう『女め神がみの弾だん丸がん』が、描かかれている。流線型バレツトタイプのボディラインが美しい。

「あたし、この間『女神の弾丸』見たよ！　超ちようカッコ良かった！　あのベッピンに轢かれて死ぬなら本ほん望もうだ！　とか思ったね、マジで」

「だろ？　あれは最高の列車だよ。ところで、なんで『女神』の弾丸なのか知ってるか？」

「もち。手伝ってもらったネクロミスのエンジニアに敬けい意いを表して、ネクロミスで信じられてる女神さまから名前をもらった弾丸列車──だからでしょ？」

　ロイは、ニヤリと意味ありげに、頷うなずいた。

「じゃ、『女神の弾丸』を作ったチームが、今『天使の弾丸』を作ってるの知ってるか？」

「『天使の弾丸』？　なにそれ！　知らない！」

　思わず興こう奮ふんして、マナはロイに詰つめ寄よった。そのマナの反はん応のうは、彼の予想通りだったらしく、笑われてしまった。

「落ち着けよ、マナ。『天使の弾丸』はなあ……、グンダバファが作る弾丸旅りよ客かく列車なんだよ！　性せい能のうは女神の弾丸以上！」

「いつ完成!?　どこ走るの!?　乗りたぁい！　分ぶん解かいしたぁい！　轢かれたぁい！」

　マナはロイのツナギの襟えり首くびを摑つかんで、ガクガクと揺ゆさぶった。

「だから、落ち着けって！　完成は、まだ先らしい。あと何か月か、かかるってよ。ホリズムとネクロミスを海底トンネルで繫つなぐプランもあるんだってさ」

「そうなんだぁ……」

　海底トンネルを駆かけ抜ぬけていく、夢ゆめの超特急──想そう像ぞうするだけで胸むねが躍おどった。

「完成したら、絶ぜつ対たいに乗ってみようね。ああもう、今から楽しみ♪」

「そうだな、ネクロミスはかなり技ぎ術じゆつが進んでるらしいから、その見物もしてぇしな」

　腕うで組ぐみをしながら、ロイは答える。

　一いつ般ぱんに、ネクロミスは蒸じよう気き工学研究がホライザンよりも進んでいると言われている。

　それもあって、ネクロミスとの技術提てい携けいによって作られた『女神の弾丸』は、マナたちホライザンのエンジニアにとって憧あこがれの的なのだ。

「うんっ。行ってみたいね、ネクロミス。工こう房ぼう巡めぐりとかしたいなぁ……。キールは嫌いやがるかもしれないけど」

　キールは帰き郷きようすることを、極きよく端たんに嫌がっていた。マナが自費で出でかける分には構かまわないと言っていたけれど、なんだか気が引ける。

「まあ、俺おれはマナと二人だけで旅行ってコトになっても構わないぜ。蒸発室の内ない圧あつ変化についてとか、マニアックなコト熱く語っても、ついて来れるのマナぐれぇなもんだし」

「はは、確たしかにね」

　マナは笑いながら、先日買った粗そ大だいゴミ同然のエンジンが、ちゃんと動いたことを話そうとした──が、口を開く前に袖そでを引っ張ぱられた。

「おい、行くぞ。マナ」

　レイヴァが冷たい声で言った。先ほどまで『ちょっと楽しい』顔をしていたと思っていたのに、今はとても不ふ機き嫌げんな顔をしている。

「ちょっと、どうしたの？　レイヴァ」

「もう飽あきた」

　ぶっきらぼうにそう言うと、マナを引っ張って歩いていこうとする。

「あ、ごめんね！　また、店行くから！」

　ジャンク屋のにぃちゃんに、そう謝あやまると、マナはレイヴァと共に歩き出した。

　往おう来らいを行く女じよ性せいたちは、レイヴァを見かけると、みな振ふり返った。

　だが、彼はなんら気にするようすもなく、マナの手を引いたまま、人であふれかえるホリズムの街を進んでいく。

「どうしたのレイヴァ、急に」

「お前の作った、身体からだがおかしい。粗そ悪あくなものを作るからだ。今すぐに帰って修しゆう理りしろ」

「ホントに!?」

　マナは慌あわてて、レイヴァの腹ふく部ぶに触ふれた。服を通して、金きん属ぞくのゴツゴツした感かん触しよくが手に伝わる。手で感じる振しん動どうからは、異い常じようは認みとめられない。

「ちょっと、ごめんね」

　少し屈かがんで、レイヴァのお腹なかに耳をつけてみた。目を閉とじ、作動音を聞く。蒸気の通う音や、ギアの回転する音がするが、異音は聞こえてこなかった。

「異常ないみたいなんだけど……、生身の身体が、どこか痛いたかったりする？」

　マナは金属義体メタルボデイに耳を寄せたまま、彼の顔を見上げた。身体の半分を機械で補おぎなうという無む茶ちやな復ふつ活かつのさせ方をしている。マナの知らない間に、原げん因いん不明の不具合が発生していないとも限かぎらない。

　だが、心配して眉まゆ根ねを寄せているマナの額ひたいに、レイヴァは左手をのせた。

「ふん……気のせいだったのかもしれん」

　先ほどの不機嫌そうな顔は消えている。

「だったらイイんだけど……。なにかあったら、すぐに言ってね」

「ああ。帰ったら『めんてなんす』とかいうのをしろ。それがお前の義ぎ務むなのだからな」

　レイヴァは再ふたたび、マナの手を引いて歩き出した。機械の方の右手で、手を握にぎられているが、力を加か減げんしてくれているため握りつぶされるようなことはない。圧あつ縮しゆく蒸気が回っている手の平は、左手と違ちがって仄ほのかに温かかった。

　二人は、工こう房ぼう街がいを見て回った後、帰路についた。

　休日は、終わり。明日からは二か月間で、金貨二〇〇〇枚まいを稼かせぎ出すという目標に向け動き出さなくてはならない。

　それは、不ふ可か能のうに近い挑ちよう戦せんであった。

　でも、やるしかないのだ。

　マナは忙いそがしくなるであろう明日へ向けて、「よしっ」と握り拳こぶしを固めた。
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「ひねりってモンがないのよね！　こんなベタなトラップ設せつ置ちしてるんじゃないわよ！」

　全力疾しつ走そうしているキールが、息を切らしながら悪あく態たいをついた。

「わかりやすいと思うんなら、ひっかからないでよぉ！」

　あまり長いとは言えない足を懸けん命めいに動かして、ファンがキールの後ろを走っていく。

「私が手に入れた資し料りようじゃ、こんなスロープはかかれてなかったのよ！　地下に入ったらすぐに金庫室のはずだったの！」

「依い頼らい主ぬしがウソの情じよう報ほう流したんじゃないのか？」

　言いながら、ジャックスは足がもつれて転びそうになったファンを抱かかえあげた。彼を抱だいたまま、白いコンクリートによって作られたトンネルを駆かけていく。チューブのようにくねっている円えん筒とう形のトンネルは、緩ゆるやかな下り坂になっていた。

「んもうっ！　毎度のことながら、ムカつくわ！」

「文もん句く言う前に、走って！　潰つぶされちゃうよ！」

　マナは、キールの背せ中なかに向け怒ど鳴なった。マナが装そう着ちやくしている蒸気鎧スチームギアの甲かん高だかい足音が、トンネルに響ひびく。

「マナ！　もっと早くっ！」

　マナの小こ脇わきに抱えられているミンクが、後ろを見て叫さけんだ。

　一いつ瞬しゆんだけ振り返る。

　宙ちゆうを浮うかんで進んでいるレイヴァの後ろ──一〇メートルほどの位置に黒い塊かたまりが見える。巨きよ大だいな球形の岩だ。徐じよ々じよにスピードを上げながら転がってきている。

「レイヴァも急いで！」

　マナはそう言うと、足に力を込こめた。円筒形に湾わん曲きよくしているスロープは、非ひ常じように走りづらかったが、懸命に床ゆかを蹴ける。走る速度を上げた。

　そのとき前方で鋭するどい金属音がした。

「なんの音だ!?」

　ジャックスの問いに、キールは悲ひ鳴めいで答えた。

「行き止まり！」

　鋼こう鉄てつの棒ぼうが幾いく本ほんも立ちふさがり、鉄てつ格ごう子しとなったのだ。行く手を、阻はばまれてしまった。格子の向こうに、金庫室の扉とびらがある。

「くそっ！」

　鉄格子に飛びついて、ジャックスは力任まかせに揺ゆすった。だが、ビクともしないようだ。

　マナも抱えていたミンクを降おろすと、鋼鉄の棒を摑つかんだ。

「曲がれぇっ！」

　蒸気鎧スチームギアによって増ぞう幅ふくされた力を全すべて注ぎ込んで、格子を摑んで曲げようとした。だが、鉄の棒は固く、思うようにはいかない。

　振ふり返る。岩球は、すぐそこまで迫せまっていた。

「レイヴァ、お願い！　あの岩、一いつ緒しよに止めて！」

　黙だまって空を飛んでついてきていたレイヴァに頼たのんだ。蒸気鎧スチームギアで力を増幅しているマナの力と、レイヴァの力を合わせれば、岩は止まるかもしれない。

　この窮きゆう地ちにあっても、レイヴァは自分一人関係のないような無む表ひよう情じようをしていたが、マナの言葉を聞くと、酷ひどく億おつ劫くうそうに眉まゆをひそめ、マナを睨にらみつけた。

　その間も、岩の転がる地じ響ひびきが近づいてくる。

　レイヴァは小さく舌した打うちした後、無言のまま左手を横に伸のばした。手の平に、緑色に輝かがやく『力』が溜ためられていく──その光量は正せい視しできないほどに眩まぶしくなっていった。

　レイヴァはマナを冷たい紫むらさき色いろの瞳ひとみで睨んだまま、巨岩の方へ『力』を放つ。

　放出された緑色の閃せん光こうは、岩球の中心に吸すい込まれた。

　半瞬後──内側から炸さく裂れつするように粉々に崩くずれ去った。

　小さな破は片へんと埃ほこりが、マナたちに覆おおい被かぶさる。

「わっぷ……」

　思わず、顔を覆ったマナを見下ろしながら、レイヴァは冷たい声で、

「……これで、満足か？」

　つまらなさそうな表情でレイヴァは呟つぶやく。

「うん……っ！　ありがと。さっすが、レイヴァ」

　マナが礼を言うと彼はそっぽを向いた。




　キールは制せい服ふくのポケットから、トレスパスのロゴカード──社章が描えがかれている──を取り出すと、金庫室の扉に張はり付ける。

「『勝利』ね！　一〇連勝達成！」

「そうだね！　初の一〇連勝っ！」

　マナはキールの手を取ってダンスを踊おどるようにクルリと回った。

　連敗記録は二〇連敗という泣きたくなるような記録を持っていたが、連勝の方は今までに、四回が最高であった。それが、今や一〇連勝である。

　夢ゆめじゃないかとキールの頰ほおをつねってみたら、

「なにすんのよ♡」

　思い切りつねりかえされた。頰がとても痛いたい！　これは夢ではないのだ！

「やっぱり『勝ち』は何度経けい験けんしても、気持ちがいいな」

　ジャックスも嬉うれしそうに笑う。

「みなさんとこうして楽しく侵しん入にゆう作戦が沢たく山さんできるんですもの。最高ですわね」

　ミンクの言葉に、ファンが頷うなずく。

「恐こわいのはイヤだけど、ほとんど勝ててるのは、嬉しいなぁ」

　勝しよう率りつは一〇〇％というわけにはいかなかったが、八割わり以上の高こう水すい準じゆんを保たもっている。去年までのトレスパスでは、考えられない水準だった。

　のほほんとしたファンの言葉に、キールが片方の眉を上げる。

「勝率がいいのは、ひとえにこのキールさんの力のタマモノだけどね。私が緻ち密みつかつ大だい胆たんな作戦を立てたからこそ、勝利できてるのよ。その上、この一か月で二〇回以上やった作戦の事じ務む仕事は、徹てつ夜やして全部私がやってるんだから……はぁ、素す晴ばらしいわよね？　とりあえず、私にひれ伏ふしておかない？　マナ」

「誰だれがひれ伏すかっ！　今日の作戦だって危あぶなかったじゃん。ま、なんだかんだ言っても、連勝はあたしのおかげじゃない？　この数日で、プリチーかつムチャクチャ役に立つ機械コをたっくさん作ったもんなー」

「そう言うアンタだって、駄だ機械作ったじゃない。この間は、ブレーキが利きかない水中スクーター作ったし！　死にかけたわよ！」

「駄機械とはなによ！　アレはブレーキが問題じゃなくて、スクリューのトルクが……」

「止まれなきゃなんだって同じよ！　おかげで兵士がたくさんいる中につっこむ羽目になったじゃない！　ったく、ロクなモン作りゃしないんだからっ！」

　摑みかからんばかりに胸むねをつき合わせているマナとキールの間に、ミンクが身体からだを割わり込こませた。

「ケンカはダメですっ！　二人ともっ！」

　マナとキールの顔を、交こう互ごに見ながら彼女は諭さとすように続ける。

「連勝はみなさんの力が集まったからだと思います。誰一人欠けても、勝つことはできなかったでしょうから。でも、勝率が上がったことに関して言えば、レイヴァさんの活かつ躍やくが大きいと思いますわ」

「ボクもそう思うよ。失敗しそうになって、大きな怪物ガルムが出てきてもぉ、レイヴァが倒たおしてくれるからねぇ」

　少女めいた顔をほころばせながら、ファンはレイヴァを見つめた。ジャックスも、その言葉に頷うなずく。

「依い頼らい主ぬしが俺おれたちには秘ひ密みつで用意した理り不ふ尽じんな敵てきにも太た刀ち打うちできるようになったのは、ありがたいぜ」

　マナも同じように思う。マナたち侵しん入にゆう屋やは、あくまで防ぼう衛えいの点てん検けんするのが目的だ。『警けい備びの隙すきをついて侵入する』という原げん則そくに変わりはない。だから、いきなりレイヴァの力を使って侵入作戦を行うことはあり得なかった。けれど、彼のおかげで依頼主がズルイ切り札を出して来たときに、対たい抗こうできるようになったのだ。

「レイヴァが手伝ってくれて、ホントに嬉しいよ」

　マナは宙ちゆうに浮うかんでいるレイヴァを見つめた。彼は苛いらついたような表ひよう情じようを崩くずさず、

「私はうんざりだがな……。こんな下らないことに付き合わされて」

「まあ、そう言わないで。レイヴァも大事な戦力なんだから。ミンクが言ったように、誰が欠けても作戦は成立しないわ」

　参さん謀ぼうらしい言い方で、キールはレイヴァをなだめた。吸きゆう血けつ鬼きは黙だまったまま目を細め、彼女を睨にらみつける。

「この忙いそがしいのが終わったら、工こう房ぼう街がいでも活写キネマでも好きなトコ連れてってあげるからさ」

　マナが笑いかけても、彼は怒りにも似にた表情を浮かべたまま黙っていた。

「どうかしたのぉ？　機き嫌げんワルそうだよ？　最近、そんな顔ばっかりしてない？」

　ファンは、ビクビクしつつ尋たずねる。

「なにか気にくわないことがあったら言ってくれよ。どんな小さなコトでも」と、ジャックスが言った。マナは、その言葉を継つぐ。

「そうだね。なんでも言いあえるようになりたいしさ♪」

「マナの場合、なんでもズケズケ言いすぎだけどね」

「キールも人のこと言えないから」

「あら？　私はかなり気を使ってるわよ。マナの発育が悪いこととか、ものすご～く気になって仕方がないけど、言ってないでしょ？」

「それだけ言えば、十分だッ！」

「さ、そんなクダらないコトはおいといて！」

「クダらないコトってなによぉッ!?」

　キールはマナを無む視しして、手を鳴らした。

「一〇連勝のお祝いしましょうか！　今日は無理だけど、少し時間ができたら。節約しなくちゃいけないのは確たしかだけど、少しぐらい楽しみもなきゃね！」

　それを聞き、ファンとミンクが嬉うれしそうに歓かん声せいをあげた。

　宙に浮かんでいるレイヴァは、喜んではしゃいでいる彼らを、黙って見下ろしていた。紫むらさき色いろの目を細め、まるで全すべてが人ひと事ごととでも言いたげなようすで、肩かたを竦すくめている……
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　その夜の月は、満月であった。

　窓まど辺べに立っていたレイヴァは、目を閉とじ耳を澄すました。虫の音ねや風音の中に、階下の自室にいるマナたちの寝ね息いきを聞き取った。吸血鬼の聴ちよう力りよくを最さい大だい限げんに用いれば、微かな音も聞き取ることができる。

　レイヴァは背せ中なかに意い識しきを集中させた。

　シャキン──涼すずやかな金きん属ぞく音おんと共に鋼こう鉄てつ製せいの翼つばさが背中に現あらわれる。金属義体メタルボデイの飛行形けい態たいだ。

　蒼あお白い光の満ちる夜空へと、彼は飛んだ。銀ぎん髪ぱつが風に吹ふかれ、微かに音を立てる。黒いマントが、風に揺ゆれ美しいドレープを作り出す。

　翼をはためかせ、草原を渡る一いち陣じんの風のように、あてどなく飛んで行く──目的地はなかった。

　やがて巨きよ木ぼくの立ち並ならぶ、ピアストと呼よばれている森にたどり着いた。彼は以前、この場所の近くでマナと戦ったことがある。

　復ふつ活かつしてすぐの頃ころ、人間どもへの憎ぞう悪おから彼女を殺そうと思った。

　だが、できなかった──吸血鬼である自分を、あくまで仲間として扱あつかおうとするマナが、あまりにも不ふ可か思し議ぎだったからだ。

　そして、今は彼女の言う『仲間』として、侵入屋の仕事を手伝っている……

「…………」

　森を俯ふ瞰かんしていたレイヴァは、ふと森の中に湖みずうみがあることに気付いた。全景は見えないが……三日月クレセント型をしているように見える。

　マナとの距きよ離りが離はなれたため巧うまく動かない翼を懸けん命めいに動かし、力で空気を制せい御ぎよしながら彼は水面へと降おりていった。

　その湖は、三日月クレセントの形ではなかった。ペイズリー柄がらの模も様ようの一片──いや、歪ゆがんだ涙なみだの形に見える。

　ブーツのつま先が水面に触ふれる直前、彼は止まった。まるで水の上に立つように。

　レイヴァを、冷たいが穏おだやかな森の空気が取り囲んだ。

　ゆっくりと、満月に照らされた湖を見み渡わたす。

　森を抜ぬけ、ふいに強い風が吹いた。美しい水面をさざめかせた。

　レイヴァは、その風と、蒼白い月光を全身に受けるかのように、軽く手を広げる。

　煌きらめく月光の下、銀髪を風に揺らしている、翼を持った美しい青年の姿すがた──それを見た者が仮かりにいたなら、その者は神こう々ごうしさすら感じたことだろう。だが、同時に気付くだろう。その青年が、寂さびしげな表ひよう情じようをしていることを……

　やがて、風は収おさまり、湖面も鏡の如ごとく穏やかとなる。

　だが、レイヴァはそのままの姿し勢せいで、月光を浴び続けていた。

　もう一つ、波立っていたもの──心が落ち着くまで……

　数分の後、レイヴァはゆっくりと瞼まぶたを開いた。紫色の瞳ひとみが月光に輝かがやく。

　力を使って、空気を動かした。身体からだが宙ちゆうへと浮うかんでいく。水面に同心円形の波が立った。翼をはためかせ、教会へと戻もどる。

　マナは言っていた。

　──明日も仕事だよ！　頑がん張ばろうね！──

　レイヴァは一つ溜ため息いきをつくと、『仲間』の待つ教会へと、帰っていった。




　　　　◇◇◇




『侵しん入にゆう作戦・結果報ほう告こく書しよ』執しつ筆ぴつ前のキールのメモより抜ばつ粋すい





　○フレービー伯はく爵しやく邸てい侵入作戦──作戦名『時限屋敷タイム・アタツク・ハウス侵入作戦』







勝利条じよう件けん





・金庫室扉とびらにロゴカードを貼はる。









付ふ帯たいトピック





・模も擬ぎトピック（特に銃じゆう器きの使用不可）









警けい備びの概がい要よう及および、侵入計画





・屋や敷しきへ侵入すると、警報発生。トラップが起動する。






ただし、警報から罠わなの起動まで、三分間のタイムラグがあることがわかった。

また、兵士たちは、警報が鳴るまで詰つめ所に全員が待機している。

詰め所の兵士を、催さい眠みんガスを吐はく鳥型怪物ガルムによって眠ねむらせ、正面玄げん関かんから飛行器ウインギイに乗って突とつ入にゆう。廊ろう下かや部屋を全速力で飛び、トラップの起動前に金庫室への到とう着ちやくを目指すこととする。







実じつ際さいの侵入計画





・金庫室前まで順調に飛ぶことができたものの、依い頼らい主ぬしが仕し掛かけておいたらしい怪物ガルムが出しゆつ現げん。レイヴァの力により、これを撃げき破は。






『勝利』







収しゆう支し





・必要経けい費ひ　飛行器ウインギイ整備代　銀貨一枚まい






怪物ガルムレンタル料　銀貨五枚

他雑ざつ費ぴなど　銀貨一枚





・賠ばい償しよう金きん等　なし

・獲かく得とく利り益えき　金貨二〇枚












　○サザビー邸侵入作戦──作戦名『色仕掛けキス・イン・ザ・ダークネス作戦』







勝利条件





・金庫室扉にロゴカードを貼る。









付帯トピック





・特になし









警備の概要及び、侵入計画





・警備兵の練度が低いことが問題。






門番の番小屋に、警報装そう置ちが設せつ置ちされている。

番兵を私（キール）が惹ひきつけている間に、ファンとマナが番小屋に侵入。

警報装置を破は壊かいし、侵入を容よう易いに進むよう細工する。

侵入本隊は、ジャックスとレイヴァ。警報装置を殺しているので、詰め所にいる兵士たちと交戦することなく、最深部への侵入が可か能のうかと思われる。







実際の侵入計画





・番兵が私じゃなくって、ファンにメロメロになるというのはどういうコトなの!?　世の中、なんか激はげしく間ま違ちがってない!?






……まあ、ともかく番兵は、ファンを番小屋に連れ込こみ、アリパネラの光を消すのと同時に、自分で警報装置を切ってくれた。

再ふたたびＯＮにならないよう、操そう作さレバーにファンは鍵かぎをかけることに成功。

ファンを組み敷しこうとしていた兵士は、マナがスパナで殴なぐって気き絶ぜつさせた。警報は無事に無効化。詰め所の兵に気付かれることなく、本隊は屋敷内への侵入を果たす。

ただし、依頼人が臨りん時じで雇やとっていたらしい、エンハンサーと交戦することになり、強大な怪物ガルムと対たい峙じ。

ジャックスの剣けん技ぎとレイヴァの『力』を用い、これを撃げき破は。

『勝利』！







収支





・必要経費　泣きじゃくるファンをなだめるためのパフェ三杯ばい　銀貨一枚






他雑費　銅貨八枚





・賠償金等　なし

・獲得利益　金貨二五枚












　○マルムンド物流の倉庫侵入作戦──作戦名『びっくり箱ジヤツク・イン・ザ・ボツクス作戦』







勝利条件





・倉庫内の積み荷を二つ以上、外に運び出す。









付帯トピック





・破は壊かい不可トピック（特に商品には傷きずをつけないように）









警備の概要及び、侵入計画





・倉庫の出入り口は一か所のみ。厳げん重じゆうに警けい戒かいがなされている。






ただし、搬はん入にゆうされる物品へのチェックが甘あまい。

分ぶん解かいし小さくした飛行器ウインギイの部品及び、右腕うでと脚あしを取り外し、小型化したレイヴァ（手足は別べつ梱こん包ぽう）。

そして、マナを、箱の中に潜ませ、マルムンド物流の正規の荷物を装よそおって、搬入。マナは、倉庫の積み荷の陰かげに隠かくれ、速すみやかにレイヴァの手足を接せつ合ごう。飛行器ウインギイを組み立てる。

別働隊、私（キール）、ジャックス、ファン、ミンクは、マナの合図を待って出入り口で陽動を開始。出入り口を防ぼう御ぎよする兵を、引き離はなす。

その間に、マナとレイヴァで積み荷を一つずつ持って脱だつ出しゆつする。







実際の侵入計画





・倉庫内で、警備の兵数人に発見されるも、マナの攻こう撃げきとレイヴァの『力』によって、気絶させることに成功。事なきを得る。






『勝利』！







収支





・必要経費　飛行器ウインギイ整備代　段だんボール箱代など　銀貨二枚

・賠償金等　交戦した際に積み荷に若じやつ干かんの損そん害がい発生。金貨一枚の減げん額がく。

・獲得利益　金貨二四枚











　──トレスパスは、順調すぎるほど順調に『勝利』を重ねていくことができた。




　　　　◇◇◇




　忙いそがしい日々が始まって、一月と一〇日ほどが経けい過かした、ある夜……

　レイヴァは自室のベッドの上にいた。壁かべに背せをもたせ、窓まど辺べに寄よせたベッドの上で月の光を浴びている。

　マナの部屋から奪うばってきた小さなペンチを用い、彼は『それ』を一心に直していた。

　階下からは、ガリオロが喋しやべっているのが聞こえてくる。

「あ～え～、というわけでね、一〇連勝達成からしばらく時間が経たってしまったが今日はお祝いをしたいと思う。だがその前に社長として訓くん辞じを述のべておこう。会社を興おこして以来、幾いく星せい霜そう。一〇連勝、口で言うのは簡かん単たんだがそこには──」

「かんぱーい!!」

　マナの音おん頭どに合わせ、グラスが音を立てる。

「って、マナくん!?　私の、ありがたいお言葉はまだまだ続く……んだけどなッ!?」

「良いではないですか、お父様。せっかくの一〇連勝なんですし」

　涙なみだ声ごえになって抗こう議ぎをする父を、ミンクが優やさしく慰なぐさめた。

　誰だれもが浮うかれていた。彼らは楽しげに笑い合っている。

　レイヴァは、耳から入る音を無む視ししようと努つとめた。

　波立つ心を、落ち着かせようとするように、彼は無心に『修しゆう理り』に没ぼつ頭とうする──







　マナは勢いきおい良く階段を駆かけ上がった。マナの楽しい気持ちを表しているように、腰こしの辺りで結んでいるツナギの袖そでが、ぴょこぴょこと揺ゆれる。屋根裏うら部屋──レイヴァの自室へと、マナはノックもせずに駆け込こんだ。

「レイヴァ♪」

　ベッドの上にいたレイヴァは、慌あわててシーツの中になにかを隠かくすような仕し草ぐさをした。

「ん？　なに隠したの？　見せなよぉ」

　ジリジリと近づくマナを、レイヴァは冷たい瞳ひとみで睨にらんだ。

「……お前には、関係ない。ノックぐらいしろ」

「ノックなんかしなくても、いつもなら気付くじゃん。……考え事でもしてたの？」

「別に……」

　マナはレイヴァの元に駆け寄ると、彼の手を引っ張ぱった。

「ね！　下に来てよ。一〇連勝のお祝いしてるんだから。みんな待ってるよ」

　だが、彼は不ふ快かいそうにマナの手を振ふり払はらう。

「断ことわる……」

「でも一〇連勝できたの、レイヴァのおかげだもん。みんなもそう言ってる。『主役がどうして来ないのよぉ』って、酔よっぱらったキールが叫さけんでたよ」

「…………」

「ジャックスも『戦友とは共に酒を酌くみ交かわすものだ』とか言ってたし。ミンクとファンも、寂さびしがってるよ。レイヴァが来ないこと」

「……そこまで付き合ってやる義ぎ理りはあるまい」

「義理はないって……」

　小さく溜ため息いきをつきながら、マナはレイヴァのベッドにちょこんと腰こしをかけた。

「まだ何か、用があるのか？」

「ねぇ、レイヴァ……」

　真まっ直すぐに、彼の顔を見つめる。

「侵しん入にゆう屋やの仕事、今は好きじゃないでしょ？　嫌いや々いや付き合ってくれてる。それは、わかってるよ。でもね……」

　彼はマナの視し線せんを受け止めていたが、やがて目を逸そらした。ゆっくりと瞼まぶたを閉とじる。

　マナは続けた。

「でも、好きになってほしい。これからもずっと一いつ緒しよにやってくんだもん。嫌々じゃなくて、レイヴァにも楽しみながらやってほしいんだよ」

　レイヴァはしばらく黙だまっていたが、ふいに質しつ問もんをしてきた。

「何な故ぜそれほどまでに、この職しよく業ぎようにこだわる？……お前らの能のう力りよくがあれば、別の職で糧かてを得ていくことは可か能のうだろう？　盗とう賊ぞくにでもなれば良い」

「ん～、それはそうだろうけど」

「ならば何故、そうしない？」

　レイヴァの問いに、マナはハッキリと答えた。

「侵入屋の仕事、好きだから」

　こんな無む茶ちやなスケジュールをこなしてまで侵入屋を続けたい理由──トレスパスを潰つぶしたくない理由は、「好きだから」それしかない。

　だが、彼は重ねて問うて来た。

「どこに魅み力りよくがあるというのだ？　この仕事に、それ程ほどの価か値ちがあるのか？」

　侵入屋のどこが好きなのか。どうして好きになったのか。マナは、レイヴァに説明しようと口を開いたが、言葉は出てこなかった。

「わかんないけど……。レイヴァもきっと好きになるよ。いい仕事だもん……」

「…………」

「初めはね、あたしも侵入屋の仕事、嫌きらいだったんだよ」

　その言葉に、レイヴァは少し驚おどろいたように目を開いた。マナは続ける。

「いくらあたしでもさ、他人のウチに乗り込んでって、ボコスカやって勝ち負け決めるなんて仕事、好きこのんではじめないよ。最初は、社長にムリヤリやらされたんだ」

　そのとき、階下からキールの高笑いと、ファンの泣き声が聞こえてきた。

「のははははは！」

「ふわーん、もうボク、お嫁よめに行けないよう」

　たぶん、何かされたんだろう。何をされたのか、わからないが。

　ジャックスが素すの口く調ちようで「ファン、それを言うなら婿むこだろう？」と、ツッコんでいた。

「冷静にツッコんでないで、助けてよぉ、ジャックスぅ」

　ファンは逃げ回っているのか、ドタバタと音が響ひびく。

　遠くに聞こえるそんなやりとりにマナは苦く笑しようしながら、

「あたしだけじゃなくて、キールもジャックスもファンも、初めはこの仕事が嫌いだったんだよ。想そう像ぞうできる？　あのジャックスが仕事したくないって、あたしに斬きりかかって来たこともある。でもね、やってるうちに、みんないつのまにか、好きになってた」

　レイヴァのベッドに座すわったまま、彼を見上げる。窓まどから差し込こむ月光が、銀ぎん髪ぱつを輝かがやかせている。レイヴァは溜息が出るほどに美しかった。だが、その表ひよう情じようは憂ゆう鬱うつそうだ。

　マナはベッドに膝ひざ立だちになると、レイヴァの頰ほおに手を添そえた。唇くちびるの両りよう端はしを持ち上げて、笑え顔がおを作る。

「……何をする？」

　虫型怪物ガルムでも追い払はらうように、マナの手は振り払われてしまった。

「あたしも気が付いたの」

　マナは膝立ちのまま、彼の顔を覗のぞき込み続ける。

「レイヴァってさ、いつもは仏ぶつ頂ちよう面づらの無表情だけど……ちょっと楽しそうな顔していると五割わり増ましに……、笑った時は二倍以上になるよ。カッコよさが」

　マナは、ピシっと指を立てた。

「あたしはこれを、『レイヴァの無表情第二法ほう則そく』と名づけようと思う」

　彼はくすりともせず、冷たい瞳ひとみでマナを見つめている。

「レイヴァと一緒に仕事して、嬉うれしいときは笑って、悔くやしいときは泣いたりしたいんだよ……。今は侵入屋好きじゃないかもしれないけど……。一度でいいから、真ま面じ目めにやってみてよ。そしたら、絶ぜつ対たいに良さがわかるから。好きになると思うから……」

　冗じよう談だんめかして言っているけれど、それはマナの本心だった。

　しかし、レイヴァは冷たい声で答える。

「……明日も手伝ってやる。それで満足だろう？」

　マナは小さく溜息をついた。彼が仕事を好きになってくれるには、時間が必要なようだ。







　部屋を出ていこうとしたマナを、レイヴァは呼よび止めた。

「マナ……」

「ん？　なに？」

　ドアから顔だけ出して、聞き返してくる。赤毛がぱらりと揺ゆれた。

　レイヴァは、微かすかにためらった後、

「私の力が、必要か？」

「もちろん、レイヴァの協力が必要だよ。レイヴァもトレスパスの仲間なんだし！」

「そうか……」

　答えを聞き、レイヴァは深い溜息をついた。マナは、心配げに眉まゆをひそめて、

「もしも、他ほかに悩なやみごととかあるなら、言ってよね。なんでも」

「…………」

「最近、暗いばっかりしてるから、あたし本当に心配なんだよ」

　そう言うと、マナは連戦の疲つかれが微かすかに残る顔で、ニッコリと笑った。レイヴァにも笑えと言っているかのような、満まん面めんの笑えみであった。

「元気出してよ！　ね？　なんか悩みでもあるなら……」

「そのようなものは……ない」

「なら良いけど……」

　マナは、一つ頷うなずくと顔を引っ込め階下へと降おりていった。

　レイヴァは、月を見上げる。その夜は、三日月の夜であった。

　強く心が波立つのを感じる──

　シーツの中に隠かくしていた『もの』を取りだして、彼は再ふたたび直しはじめた。『修しゆう理り』することで、何かが変わるというわけではないと彼にもわかっている。

　それでも一心にレイヴァは『それ』の修理を続けた。




　　　　◇◇◇




　黄緑色の絨じゆう毯たんの敷しかれた部屋で、エードル卿きようはでっぷりとした腹はらをゆすりながら、まるで檻おりの中の怪物ガルムのように行ったり来たりしていた。表情は怒いかりに歪ゆがんでいる。彼を怒おこらせているのは、他でもない、トレスパスのことだ。

　彼らの評ひよう判ばんが、最近上がっているのである。

　防ぼう衛えいシステムの不ふ備びを説明され、大変ためになったと満足な貴き族ぞくもいるらしい。

　侵しん入にゆう屋や業界一位の企き業ぎようダイバーズが、密ひそかに吸きゆう収しゆう合がつ併ぺいに動いているという噂うわさも聞く──

「くそっ！」

　彼は立ち止まると、テーブルに拳こぶしを叩たたきつけた。

　部屋の隅すみに並ならんでいたメイドたちが、ビクッと身体からだを震ふるわせる。

「今日の客というのは、まだか？　遅おそいじゃないか」

　ただでさえ苛いらついているのに、さらに神しん経けいを逆さかなでするように、今日面会したいと言ってきた客が遅ち刻こくしていた。『トレスパスに関して、有ゆう益えきな情じよう報ほうがある』と言っていたから、忙いそがしい仕事の合間を縫ぬってこうして待っているのに、一向にやってこない。

「あ、いらっしゃいましたぁ」

　メイドの一人が気の抜ぬけたような声でそう言うと、男を導みちびいてきた。

　黒いスーツに身を包んだ長身瘦そう軀くのその男は、柔にゆう和わだがとらえどころのない平へい凡ぼんな顔をしていた。目立った特とく徴ちようと言えば、長い黒くろ髪かみと、手に白い手て袋ぶくろをはめていること、そして首に包帯を巻まいていることぐらいだ。

「遅かったではないか！」

　エードル卿の叱しつ責せきにも、その男は微笑ほほえんだ表ひよう情じようを変えず、「申し訳ありません」と、柔やわらかな物もの腰ごしで頭を下げた。そして、名めい刺しを差し出す。

『防衛コンサルタント　リゲル・マーハイン』

　名刺には、そのように記き載さいされていた。肩かた書がきと、それを差し出した男の笑え顔がおを交こう互ごに見ながら、疑うたぐり深い調子でエードル卿は尋たずねる。

「防衛コンサルタント……？　そんな輩やからが私になんの用だ……？」
















「トレスパスという侵入屋は、ご存ぞんじですね？　貴方あなたが、彼らに対し、非ひ常じように強い恨うらみを抱いだいているという話を小耳に挟はさみましたが……」

「その通りだ。ヤツラには酷ひどい恥はじを搔かかされたからな」

　リゲルはあくまで笑顔のまま言った。

「私も、トレスパスにはちょっとした恨みを持っていましてね……」

「何な故ぜだ？」

「簡かん単たんな話です。私は元警けい備び会社の人間なのですが、彼らのために職しよくを失った。私が警備をしていた屋や敷しきにトレスパスが侵入してきて……私は負けたのです。怪け我がも負わされまして、それで用よう済ずみに」

　言いながら、男は首の包帯を指さした。その怪我も、トレスパスに負わされたのだろう。

　エードル卿は、リゲルに急に親近感を覚えた。

「なるほどな……。まあ、立ち話もなんだ。座すわりたまえ」

　椅い子すに掛かけたリゲルは、手を組むと、おもむろに口を開いた。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに言います。トレスパスをさらに追い込こむ方法があります……。上う手まくいけば、彼らを再さい起き不ふ能のうにできるかもしれません。興きよう味みがありますか？」

　聞くまでもなかった。エードル卿は、身体からだを乗りだしている。

「その方法とは、なんだ？　生意気なあいつらにもう一ひと泡あわ吹ふかせてやりたいと思っていたところなのだ」

　リゲルは、もったいぶるように黙りこんだ後で、

「彼らに、依い頼らいをして頂いただきます。成功報ほう酬しゆうは賠ばい償しよう金きんの返へん済さいに必要な残りの金きん額がく──金貨一〇〇〇枚まいほどが良いでしょうか？」

「なに!?」

「借金を完かん済さいするために、彼らはこの依頼を受理せずにはいられないでしょう」

「せ、成功されたらどうするんだ？　金貨一〇〇〇枚なんて、私にとってははした金だが……大金だぞ!?」

「ご心配なく。侵入させる建物に、罠わなを仕し掛かけます。彼らが侵入に失敗するような罠を」

　言いながら、リゲルはアタッシュケースから数枚の図面を取りだした。侵入作戦を行わせる建物の見取り図であるようだ。リゲルは、図面を指差しながら、『罠』についての説明をした。

「どうです？　これならば、トレスパスは、確かく実じつに侵入に『失敗』する」

「確たしかにな……」

　リゲルという男が示しめした方法ならば、トレスパスが『勝利』する余よ地ちはなさそうだった。一泡吹かせてやることができる。エードル卿きようは、内心ほくそ笑んだ。

「ヤツラは、失敗すれば報酬は受け取らない、そういう方ほう針しんらしいですからね……エードル卿はアルミ貨の一枚だって、トレスパスに払はらう必要はありません」

「なるほど……。だが……」

　エードル卿は腕うで組ぐみをしつつ、リゲルをうかがう。

「貴き様さまには、報酬を出さなくてはならないのだろう？」

「さすがはエードル卿。話が早くて助かります。彼らを思う存分痛いためつけることに成功したら……私に二〇〇枚の金貨を頂けませんか？」

　金貨二〇〇枚も決して低くはない金額だったが、リゲルが示したプランは是ぜ非ひ実行してみたかった。トレスパスを気に入っている貴族がいるらしいが、彼らが侵しん入にゆう作戦に大失敗したという話を聞けば、評ひよう価かを改めるに違ちがいない。

（そして、そのトレスパスを打ち負かしてやったのが、他ほかならぬ私だと吹ふい聴ちようして回れるのは……、悪くないな）

「金貨二〇〇枚。いいだろう。払ってやる。だが失敗したら、金は払わんぞ」

　その言葉を聞いて、リゲルはふと目を細めた。

「ウェブスラーとかいうエンハンサーと同じように……ですか？」

「ウェブスラー？　ああ、トレスパスに負けたエンハンサーか。無む論ろん、あんな無能には報酬など払っておらん！　ん……？　だが、なぜその名を知っている？」

　訝いぶかしげに尋ねたエードル卿に、リゲルは微笑ほほえんだ表情を変えないまま、

「……失礼とは思いましたが、調べさせていただきました。貴方がトレスパスとやりあった作戦がどのようなものか、知りたかったので」

「そうか」

　防ぼう衛えいコンサルタントにそれほどの調ちよう査さ能力があるのかと不ふ思し議ぎに思いながらも、エードル卿は、手を差し出した。

「失敗は許ゆるさんぞ……」

「お任まかせください」

　リゲルはエードル卿の手を強く握にぎり返した。
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　賠ばい償しよう金きん支し払はらいの期日まで、残り一週間となった日。

　レイヴァを除のぞいたトレスパスのメンバーが、教会のキッチンに集あつまっていた。書類の作成やファイリングなどを手伝いながら、蒸じよう気き計算機を叩たたくキールを見つめる。

　パシッと、キールは計算機のボタンを叩いた。小さく蒸気が噴き出る。

「……どうなの？」

　恐おそる恐るといったようすで、マナは尋たずねる。他のみんなも、身を乗り出した。

　キールは優やさしい笑え顔がおを作りながら、

「みんな、お疲つかれさま……」

「全ぜん額がく返し終えたってことか!?」

　ジャックスの問いかけに、キールはゆっくりと首を横に振ふる。

「ううん。返さなくちゃいけない賠償金は残り……金貨一〇〇〇枚まい弱ってところね」

「まだ一〇〇〇枚もあるんだぁ……」とファン。

「半分しか、返せませんでしたね……」

　悲しげに、ミンクも呟つぶやいた。

　キールはここ数日間で急速に減へり始め、以前の水すい準じゆんよりも幾いく分ぶん多い程てい度どになっている侵入依い頼らい──その依頼書の束たばをピラピラと振った。

「今来てる依頼にも、金貨一〇〇〇枚なんてのはないわ。これ全部こなしても……満額返へん済さいは不可能……。つまり、もう……」

　そこまで言って、キールは言葉を飲み込こんだ。

　けれど、全員の胸むねに、続きの言葉が響ひびいた。

（もう、トレスパスは倒とう産さんしてしまう）

　部屋の空気を全すべて入れ替かえてしまいそうなほど、深い深い溜ため息いきを全員がついた。

　と、そのときである。

　勢いきおい良く裏うら口ぐちの扉とびらを開けて、ガリオロがキッチンへと入ってきた。

「喜べ、みんな！　依頼をとってきたぞ！」

「依頼？」

　マナの問いに、「うむっ」と頷うなずくと、ガリオロはズボンに手を突つっ込み、なんだかゴソゴソやって中から封ふう筒とうをとりだした。

「って、どこから出してるの!?」

「うんっ。私は大事なものは、いつもココにしまうと決めているんだ」

「決めるな、そんなこと！」とツッコんだマナの手に、ぎゅっと封筒を握らせる。

「気にするな」

「だぁー！　やっぱ、なんか生なま温あたたかいし！」

「依頼内ない容ようも、かなりホットだぜ!?　ベイビー♡」

「ホントにぃ……？」

　ジト目でガリオロを睨にらみながら、マナは封筒を開け、中に入った書類を見た。

「ウソ……？　成功報酬、金貨一〇〇〇枚!?」

『え～～～っ!?』

　全員が驚おどろきの声を上げたのを見て、ガリオロは満足げに笑った。

　マナは、その下に書かれていた付ふ帯たい条じよう件けんを読み上げる。

「侵しん入にゆうのレベルはＥ！　破は壊かい許きよ諾だく、実戦トピック付き！」

「ということは、侵入に必要な情じよう報ほうは、全すべて与あたえてくださるんですのね？」

　ミンクが言うと、ガリオロは別の封筒を取りだした。

「ああ。全部、教えてもらってるよ。これが警けい備びの概がい要ようを記した書類だ」

「しかも施し設せつを壊こわしても、人員に傷きずがついても賠償責せき任にんを問われない……最高だな」

　ジャックスは目を輝かがやかせる。ひと暴れできるのが嬉うれしいと言った表情だ。

「作戦のレベルじゃ、一番ラクだねっ。それで一〇〇〇枚もらえるのかな？　倒産しないで済すむのかなぁ？」

　マナの手元にある依頼書を、ファンが覗のぞき込んだ。

　しかし──ガリオロから受け取った警備の概要に目を通したキールは、呻うめいた。

「なによこれ……。酷ひどすぎるわよ……？」

　侵入の舞ぶ台たいは、エードル卿きようが住んでいた北の街クラントから、さらに北へ飛行器ウインギイで三〇分以上飛んだ先にある雪深い山に囲まれた街、ギンドランドだ。

　一〇〇年ほど前に物好きな貴き族ぞくが建てた別べつ荘そうであり、今は捨すて置かれている廃はい城じよう・ラングヴェルト城へ侵入してほしいというのが、依頼の内容であった。

「城しろに侵入しろっていうの!?」

　マナは、驚きに目を見開いた。

「ねぇ、これ見てよぉ」

　依頼書の条件欄らんをファンが指さす。一週間後の昼間、一二時ちょうどに侵入作戦を開始しろと書かれていた。

「闇やみ夜よに紛まぎれて忍しのび込ませないための条件ね」

　キールの言葉に、ジャックスが眉まゆをひそめる。

「たったの六人で、真正面から城を落とせってコトかよ。このラングヴェルト城ってのは……捨てられた城なんだろ？」

「誰だれも住んでないんなら、警備システムを調べたってムダなのにねぇ」

　ファンは唇くちびるを尖とがらせた。

　人員配置に関する書面を、キールは腹はら立だたしげに指で弾はじく。

「この依頼、嫌いやがらせよ。エードル卿の」

　人員配置について書かれた書類には警備隊長と副隊長の名前があった。警備隊長の名は、『リゲル・マーハイン』。副隊長は、『マシュー・ディストン』となっていた。

「マシューって名前に覚えがあるわ。エードル卿の屋や敷しきの警備隊長やってる男よ」

　キールの言葉を聞いて、ミンクは近くにあった過か去この侵入作戦のファイルをめくる。

「まあ、本当ですわ。エードル卿さんのオウチを守っていた、隊長さんのお名前がマシューさんです。ということは、このお城を守っている兵士の方々って……」

　マナは肩かたを竦すくめる。

「エードル卿の屋敷守ってた兵士だろうね。あたしたちが二か月前に頭の上を飛び越こえた」

　城の見取り図を見ていたジャックスは、腕うで組ぐみをして唸うなる。

「おい、キール……これ……」

「ええ。凄すごい警備ね……。二〇〇人もの警備兵と、機銃マシンガンと蒸気砲スチームキヤノンが設せつ置ちされた高い城じよう壁へき。落とすとなったら大変よ……」

「私に連れん絡らくをしてきて、依い頼らい書を渡わたした男はリゲルっていう警備隊長だったが……、エードル卿とグルだったとは」

　さすがに神しん妙みような顔でガリオロは呟つぶやいた。リゲルの容よう姿しを聞いてみると、長い黒くろ髪かみが印象的な柔にゆう和わそうな男だったらしい。

　これは確かく実じつにエードル卿の仕し掛かけた罠わなだ。非ひ常じように難むずかしい作戦であり、危き険けんも大きい。

　失敗すれば、怪け我がではすまない。ひょっとしたら死んでしまうかもしれない。

　けれど、マナはニンマリと笑った。

「来たね。ラストチャンス」

　マナたちが懸けん命めいに働いて過すごした二か月間では、金貨二〇〇〇枚まいには届とどかなかった。でも、無む駄だではなかったのだ。トレスパスが必死に足あ搔がかなければ、きっとエードル卿もこんな依頼をしては来なかっただろう。

　例えそれが嫌がらせであっても、罠であっても、マナたちは倒とう産さんせずに済すむ最後のチャンスを自らの手で引き寄よせることに成功したのだ。

「まさか、やる気なの!?」

　驚おどろいて尋たずねてきたキールに、マナは逆ぎやくに聞き返してやる。

「まさか、やらない気なの？」

「そんなの決まってるでしょ!?　もちろん……やるわよ！」

「罠だかなんだか知らないが、後こう悔かいさせてやろうぜ。底力、見せてやる」

　ジャックスも不ふ敵てきに笑った。

「きっとこれは、天使様フアルラツサの思おぼし召めしに違ちがいありませんわ」

　ともすれば死んでしまうかもしれないという危険な作戦に臨のぞもうと言うのに、ミンクはいつも通りの柔やわらかな笑顔を浮かべている。

「ぼぼぼ、ボクは……恐こわかったり危あぶなかったりするのは……嫌なんだけど……」

　消え入りそうな声でファンは呟いていたが、

「トレスパスがなくなっちゃうのは嫌だから……頑がん張ばるよ」

　目をぎゅっとつぶって、彼はこくこく頷うなずく。

　全員が、挑ちよう戦せんを決めた。

（これからも、侵しん入にゆう屋やが続けられる！）

　まだ成功してもいないのに、マナは喜びながらレイヴァの部屋を訪たずねた。




　　　　◇◇◇




　レイヴァを見つけたのは、一時間ほど後のことであった。

　以前レイヴァとケンカしたこともあるピアストの森に、彼はいた。湖面に立つように、レイヴァは力を使って身体からだを浮うかせている。

　マナは湖みずうみのほとりに飛行器ウインギイを降おろすと、湖岸へと近づいていった。

　今夜は満月だ。

　まるで月光浴でもしているかのように、レイヴァは目は閉とじて、顔を夜空に向けていた。

　輝かがやく水面に立つその姿すがたは神しん秘ぴ的てきで、声をかけるのも躊躇ためらわれるほどに綺き麗れいだった。

　しかし、レイヴァの表ひよう情じようはとても悲しげに見えた。蒼あお白い月の光を浴びて、泣いているようにも見える。

　レイヴァは目を開いた。紫むらさき色いろの瞳ひとみが光る。

　直後、マナの身体が宙ちゆうに浮かんだ。空を飛ぶように、彼に引き寄せられていく。力によって、持ち上げられているのだ。

　湖の上を漂ただようように浮かんで、レイヴァの目の前まで辿たどり着いた。

　レイヴァは何も言わず、マナを見下ろしていた。

　なんだか口を開くことができずに、マナも真まっ直すぐに彼を見つめる。

　月光に煌きらめく美しい水面の上で、二人はしばらく視し線せんを交かわしていた。

　ふいに、風が吹ふいた。

　鏡のように滑なめらかだった水面に、さざ波が立つ。彼は、そっと銀ぎん髪ぱつを搔かき上げた。

「なにか用か？　マナ」

「あ、うん……」

　マナは依頼について説明した。危険は大きいけれど、成功すればトレスパスは倒産せずに済すむ。これからも一いつ緒しよに、レイヴァと戦っていけると、嬉き々きとして話した。

　当然、レイヴァは手伝ってくれるものと思っていた。

　だが、彼は言った。

「断ことわる──」

　それはいつものセリフだった。レイヴァに何かを頼たのむと、大たい抵ていは最初に「断る」と言われるのだ。でも、嫌いやがりながらも、結局は力を貸かしてくれていた。

　これまでは──

　しかし、今、レイヴァが言った『断る』という言葉は、いつもと少し違っていた。

　悲しげに、切なげに、その言葉を発したのだ。

「もう、……限げん界かいだ」

「な、何言ってんの？　今まで手伝ってきてくれたじゃない……どうして、急に」

「急ではない。考えていたのだ。この二か月の間、ずっと」

　レイヴァは、目を細めた。

「お前は、私のことを『仲間』と呼よんだ。人外の者となった私を……お前は、あくまで人として扱あつかって……」

「今でも思ってるよ！」

　マナはレイヴァに詰つめ寄よった。背せ伸のびをし、鼻先が触ふれるほど近くで彼を見つめる。

「ひょっとして、侵入屋の仕事のこと、嫌きらいになっちゃった？　だから、もう手伝いたくないの？」

　レイヴァは血を吐はくような口調で、呟つぶやいた。

「お前たちが『仲間』と呼んでほしがったのは……『私の力』なのではないか？　私の『人外の力』をほっしたのではないのか？　仲間になりたいなどと言って……結けつ局きよく、便利な道具がほしかっただけではないのか？」

　マナは答えに窮きゆうした。

　レイヴァを復ふつ活かつさせた理由……

　それは……、それは……

「あたしたちがレイヴァを復活させたのは、強い力がほしかったから」

「…………」

「侵入屋の仕事が好きだから。もっと勝てたらいいなって思った……だから……」

　思わず懺ざん悔げするような口調で、マナは続けた。

「それにね、身体の半分が機械の怪物ガルムを見れば、あたしを捨すてた両親が、気付いてくれるかもしれないなんて、もっと自分勝手な理由もあって、レイヴァを復活させたんだよ……」

　レイヴァは、黙だまったままマナの言葉に耳を傾かたむけていた。

　彼の心の奥おくに届とどいてほしいという願いを込こめて、マナは大きな声を出した。

「でもね！　侵入屋の仕事って、ホントにイイ仕事だから、レイヴァも好きになってくれれば、復活して良かったって……！」

　ゆっくりと目を開くと、レイヴァは問いかけてきた。

「どこがどう……素す晴ばらしい仕事だというのだ？」

　マナは口ごもった。以前に聞かれた時も、答えられなかった問いである。

「そんなの……わからないってば。わからないけど、好きなんだもん」

　呆あきれ果はてたように、レイヴァは首を横に振ふった。

「もはや人間の道具になど、なるつもりはない」

「違ちがうっ。道具だなんて思ってない！　本当にあたしは仲間になりたいんだよ！」

「仲間になりたいなどという言葉も偽いつわりだな……私に人外の力を発はつ揮きさせるための」

「そんなことないよ！　あたしはレイヴァのこと、仲間として大切に思ってる」

「どこがどう……大切だというのだ？」

　レイヴァを大切だと思う理由。

　それもわからない。わからないけれど、一緒にいたいと思う。一緒に侵入屋として、頑がん張ばっていきたい。笑って笑って、笑い合っていきたい。

　それだけでは、ダメなのだろうか？

「付き合いきれんな……道具と思っていないというなら、私の意い志しを認みとめるということだ。なにをしても構かまわない。お前を殺そうとも構わない……そういうことだな？」

　レイヴァは、手に緑色に輝かがやく『力』を宿らせると……

　その手を、マナの方へ向けた……

　マナを殺すために……

　瞳ひとみに悲しげな光を湛たたえて、レイヴァはマナを見下ろしている。

　風が吹ふいた。レイヴァの銀ぎん髪ぱつが、サラサラと鳴る音が聞こえた。

　彼は、『力』を放たなかった。

　レイヴァは、左手に宿していた『力』を消し、手の平を見つめていた。悔かい悟ごと苦く悩のう、そして怒いかりの入り交じった、複ふく雑ざつな表ひよう情じようをしている。

「……好きにさせてもらう」

　レイヴァは吐き捨てるように言った。金きん属ぞく音と共に彼の背中に鋼こう鉄てつの翼つばさが広がる。

　吸きゆう血けつをしに行くつもりなのだろう。

　マナはバングルのついた左手を口元に寄せた。

『ファルラッサに　光あれ』

　その言葉をバングルに発すれば、金属義体メタルボデイに埋うめ込まれた赤翼の天使フアルラツサの羽根が、彼の心しん臓ぞうに押おし当てられる。言葉を発するだけで良い。

　それだけで、レイヴァを止めることができる──

　けれど、マナは唇くちびるを嚙かんだ。

（できないよ……）

　マナを一いち瞥べつすると、レイヴァは大きく羽ばたいた。空中へと舞まい上がる。

　待って！　そう言って駆かけ寄よろうとした時、

「……っ!?」

　レイヴァは、フラフラと湖面へと降おりてきた。胸を押さえて空中でしゃがみ込む。金属義体メタルボデイが軋きしむような異い音おんを発していた。

　直後、マナの足元を支ささえていた力が消えた。暗い湖へ落下してしまう。水の冷たさに悲ひ鳴めいを上げそうになった。

　レイヴァも水中へと没ぼつしたようだ。

　刺さすように冷たい水の中を、マナは必死に泳いだ。湖底に沈しずんだレイヴァに近づいていく。湖を透とう過かした月光が、苦く悶もんするレイヴァを微かすかに照らしていた。金属義体メタルボデイの異い常じようから、彼の生身の身体からだにも痛いたみが走っているようだ。

　マナは息継つぎのために一度水面へ出ると、再ふたたびレイヴァの元へ潜もぐった。濡ぬれたツナギは身体にまとわりつき、とても泳ぎにくい。しかも、金属の身体を持つ吸きゆう血けつ鬼きは重かった。

　けれど、懸けん命めいに手足を動かして、苦しむレイヴァと共に湖岸を目指した。幸い、すぐに足が着いた。

　全力を込めて、レイヴァを岸へと引っ張ぱり上げる。

　肩かたで息をしながら、彼はマナを睨にらみつけてきた。

「……何をした？」

「あたしは何も……」

　金属義体メタルボデイに触ふれてみた。振しん動どうがある。水中へと入ったために、内部に侵入した水を抜ぬく機き構こうが働いているのだ──そして、それに隠かくれて妙みような音が感じられた。どうやら、内部のギアが破は損そんしているらしい。連日のハードワークによる酷こく使しのせいだろう。メンテナンスの回数も、多た忙ぼうな日々ゆえに激げき減げんしていた。それも理由の一つかもしれない。

「ごめんね。すぐに直すから」

　マナは慌あわてて肩を貸かし、レイヴァを立たせようとしたが──彼は動こうとしなかった。

　顔に惨みじめに張りついた銀ぎん髪ぱつを搔かき上げようともせず、ただ笑いはじめた。渇かわいた笑い声が、森に木霊こだまする。

　マナは戸と惑まどいながら尋たずねた。

「ど、どうしたの？」

「もっと早く気付くべきであった……半身が機き械かいである時点で、人間に頼たよらねば生きてはいけない。お前から離はなれれば、この身体は動きを止める……。人間の道具として生きるより道はないのだ。従したがう他ほかない」

「そんな……っ」

「『仲間になりたい』という言葉すらも、私に否いなと言う権けん利りはなかったのだ。もし断ことわれば、機械の身体を破は壊かいして封ふう印いんすることができる。その言葉は、所しよ詮せん高みに立った傲ごう慢まんな言葉でしかない。そうだろう？」

「違ちがうよっ！」

　マナは必死で首を横に振る。

　それでもレイヴァは自じ嘲ちようをやめなかった。

「次の侵しん入にゆう作戦も、従ってやろう。次も。その次も。私は、お前の道具なのだからな」

　マナは唇を嚙かんだ。

　どうしていいのかわからなくて、ただ涙なみだが溢あふれ出て来る。

「だったら、もういいよ」

「…………」

　苦しむ吸きゆう血けつ鬼きを見つめた。

「レイヴァが、侵しん入にゆう屋やの仕事、やりたくないんなら。もう、やらなくていいよ。でも、自分のこと道具だなんて思わないでよ……」

　マナは涙を拭ぬぐいもせずに、レイヴァを抱だき締しめた。彼は、まるで本当にただの道具になってしまったかのように、身じろぎ一つしなかった。ただ、金属義体メタルボデイだけが、苦しみもがく悲鳴のような異音を上げ続けていた。
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　金属義体メタルボデイの動力を落とすと、マナはレイヴァと共に教会へと帰った。

　その間、彼は何も話さなかった。話しかけても、答えてもくれなくなってしまった。

　本当にただの『道具』になってしまったかのように……

「後で、ちゃんと修しゆう理りしてあげるから……」

　レイヴァをベッドへと横たわらせると、マナはガリオロの自室ともなっている司令室へと向かった。

　そこに仲間たちはいた。それぞれが椅い子すに座すわり、レイヴァも作戦に参加する前ぜん提ていで、ラングヴェルト城じようへと侵入するための、作戦を練っている。ガリオロもシラフでそのようすを眺ながめていた。

「どこに行ってたのよ？」

　図面から顔を上げたキールは、濡ぬれそぼったツナギを着て現あらわれたマナを見て、

「……マナには、水着が似に合あわないってのは聖書フアルレ・デイ・マグナスにも書かれてる事実だけどさ、なにもツナギ着て泳ぐことないと思うわけよ、私は」

　軽口を叩たたいた。だが、マナの表ひよう情じようが真しん剣けんなことに気付き、口調を改める。

「なにかあったの？」

　黙だまっているマナを見て、ジャックスが立ち上がった。大きな手の平で、マナのまだ微かすかに濡れている髪かみに触ふれる。

「どうしたマナ、……目が赤いぜ？　泣いてたのか？」

「はは……ちょっとだけ……」

「レイヴァと……ケンカでもしたのかよ？」

　ジャックスはマナの顔を覗のぞき込こんだ。ミンクやファンも、心配そうにこちらを見ている。
















「ケンカだったら、良かったんだけどね……」

　消え入りそうな声でマナはそう呟つぶやいた後……決意に満ちた表情で、

「ラングヴェルト城への侵入作戦、五人だけでやろう」

　キールが驚おどろきの声を上げる。

「冗じよう談だんでしょ？　レイヴァ抜ぬきでできるわけない……」

「それでも！　手伝わせられないよ！」

　俯うつむきながらマナは答えた。

「また嫌いやがってるんだな。それなら、俺おれが説得して……」

　レイヴァの元へ向かおうとするジャックスの後を、ミンクも追う。

「私からも、なんとかお願いしてみます！」

　だが、マナはそれを腕うでで遮さえぎった。

「ダメ……っ」

「どうしてですの？　きっと頼たのめば、レイヴァさんも手伝って……」

　ミンクの言葉に、マナは頷うなずいた。

「うん。頼めば、手伝ってくれると思う。あたしたちの言う通りに」

「どうして頼まないの？」

　ファンが不ふ思し議ぎそうに尋たずねる。

「それじゃ……ダメなんだよ」

　ことの次し第だいを、マナは説明した。

　キールは唇くちびるを嚙かんだ。

「ごめん……私のせいだわ。身体からだの半分、機械にして復ふつ活かつさせようって提てい案あんしたの、私だし。レイヴァの力に頼たよった作戦立てちゃってたのも、私……」

「自分だけを責せめないでくださいまし。全員が同意して、決めたことなのですから」

　ミンクは眼鏡めがねの奥おくの瞳ひとみを潤うるませながら、

「それよりも、レイヴァさんの苦しみを察してあげられなかったのが、残念です。みんなで喜んでいても、他ひ人とごとのようなお顔をしてらっしゃったり、作戦中も切なげにしてらっしゃったり。どうして気付いてあげられなかったのか……」

「仕方ないさ。俺たちは、忙いそがしすぎた」

　大きく息を吐はきながら、ジャックスは椅い子すへ腰こしを下ろした。

「くそっ。あいつはもう戦友だと……、背中を預あずけてもいいと思ってたのに。違ちがったのかよ。ただ頼まれたから、従したがってただけなのかよ！　くそっ！」

　作戦中、ジャックスとレイヴァは息の合った場面を見せることもあった。ジャックスは、レイヴァを共に戦う者として、信しん頼らいしていたのであろう。

「悩なやんでるなら、どうして言わねえんだよ！」

　彼は悔くやしそうに、テーブルの足を蹴ける。

　そのとき、小さな泣き声が聞こえてきた。ファンが、こぼれる涙なみだをジャンプスーツの袖そでで拭ぬぐいながら、しゃくりあげている。

「もう、レイヴァは仲良くしてくれないのかな？　一いつ緒しよに仕事できないってことなのかな？　ボク、それはイヤだな……」

　吸きゆう血けつ鬼きに脅おどかされ、からかわれて涙目になっていた少年が、その吸血鬼と一緒に居いたいと言って泣いている。

　司令室にファンの泣き声だけが響ひびく。いつもなら下らない冗談を言う社長も、沈ちん鬱うつな顔で口を閉とじていた。

　マナは、もう一度、力強く言った。

「ラングヴェルト城への侵入作戦、五人だけでやろう」

　それを聞いて社長が口を開いた。

「……あと一度だけ、吸血鬼に力を借りてはどうだ？　レイヴァが手伝ってくれれば成功の確かく率りつが少しはあがるだろう？　ひとまず倒とう産さんを阻そ止しして、その後ゆっくりと時間をかけて、レイヴァを説得するというのでは、いかんのか？」

　キールは「ダメよ」と言って、首を横に振ふった。

「今、レイヴァの力を借りてしまったら、絶ぜつ対たいにレイヴァは心を開いてはくれないと思う」

　遠くを見るように目を細めて、キールは小さな声で付け足した。

「……昔の私も、そうだったし……」

　ジャックスは、椅子の背にかけてあった大剣を手に取る。怪物ガルムの外皮を使って作られた飾かざり気のない幅はば広ひろの鞘さやには、一か所だけ削けずり取られたような形けい跡せきがあった。その跡あとを、ジャックスは見つめていたが、ゆっくりと目を閉とじた。

「……そうだな。俺たちだけで、やろう」

「なんとか頑がん張ばって、またみんな一緒に、楽しくお仕事できるようになりましょうね。潰つぶれてしまったトレスパスを立て直せるように」

　ミンクは祈いのるように手を組み合わせた。彼女が使った、『トレスパスが潰れてしまった』という言葉。それは倒産という意味ではなく、レイヴァの心が再ふたたび凍こおりついてしまったことを指しているのだろう。『六人組のトレスパス』として、再び立て直すためには、まずは企き業ぎようとしての倒産を防ふせがなくてはいけない──そういう意味だ。

「レイヴァが戻ってくれるまでは昔に……五人の頃ころに戻ったって思えばいいんだよね……」

　自分を元気づけるように、ファンは言った。

「でもぉ……やっぱり寂さびしいなぁ……」

　重苦しい沈ちん黙もくが、部屋を支し配はいする。

「レイヴァがいないって考えるだけで、こんなに気分が変わるんだね……」

　マナは誰だれに言うともなく、呟いた。

　戦力が足りなくなるという不安だけではない。なんだか、心に穴あなが開いたような気分だ。

　ぶつくさ文もん句くを言い、ファンを怖こわがらせて遊びながら……それでも、決めるところでは決めてくれるレイヴァは、もはやなくてはならない仲間なのだと、マナは強く感じた。

　キールは頰ほおに涙の跡が残っているファンの頭を抱だき寄よせ、その髪かみに頰を埋めた。

「大だい丈じよう夫ぶ。私が何かプランを考えるわ。五人でも侵入可か能のうな策さく。全員が無事で帰ってこれる作戦を。レイヴァの気が変わったらいつでも戻ってもらえるようにね」

「うんっ。絶ぜつ対たいに侵入作戦を成功させよう。絶対に……！」

　マナが発した決意の言葉に、全員が頷うなずいた。
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　一週間後。決戦の日はやってきた。

　出発する前、制せい服ふくに身を包んだマナは、レイヴァの部屋を訪たずねた。

　彼は、黙だまったまま窓まどの外を眺ながめている。

　レイヴァは、あれ以来いくら話しかけても答えてくれなくなっていた。作戦に使う機械を作っている時、興きよう味みがあるだろうと思って観みにおいでよと誘さそった。だが、マナの自室に連れてきても、虚うつろな目をして立っているだけであった。

　金属義体メタルボデイの修しゆう理りやメンテナンスにも、文句を言わず応おうじてくれた。それが『道具』としての務つとめであるかとでも言うように……

　激げつ昂こうして襲おそいかかってくるよりも、ずっとずっと辛つらい状じよう況きようだと、マナは思った。

「レイヴァ！」

　外を見ているレイヴァに、できるだけ明るい声で、マナは話しかけた。

「行ってくるね。トレスパスが倒とう産さんしないように頑がん張ばってくる。この制服、もう一回着たいし。レイヴァと侵しん入にゆう屋ややりたいし。だから、頑張ってくる！　でも……」

　彼は何も答えなかったが、マナは続けた。

「もし、失敗しちゃったら、借金踏ふみ倒たおして、遠い国にでも行って……、そこで新しい仕事はじめよ！　レイヴァも好きになってくれるような、やりがいのある、楽しい仕事！」

　レイヴァは、意外そうな顔をして振ふり向いた。

「侵入屋をしてくれるなら、その方がもちろん嬉うれしいけど……嫌いやがるレイヴァに無む理り矢や理りなにかさせたくないからね。みんなで、決めたの」

　彼は、ゆっくりと口を開いた。

「……私のことなど、放ほうっておけ」

「え～、でも、一いつ緒しよに暮くらしてるんだし。これからも、そうなんだし」

　マナは、なんだかまた泣いてしまいそうな気がしたので、歯を食いしばった。レイヴァの胸むねにおでこをつけて、大きく息を吐はく。作戦を行う前──しかも失敗すれば死んでしまうかもしれない決戦の前なのだから、湿しめっぽいのは避さけたかったのだ。

　気分を落ち着けて、笑え顔がおを作った。

「あのね、あたしも含ふくめてみんな、レイヴァのこと仲間だと思ってるよ。信じてくれないかもしれないけどそれは本当だよ」

「……どうだかな」

「本当だよ。力も、そのひねくれきった性せい格かくも、ぜんぶぜーんぶひっくるめて、一緒にやってこうって思ってるんだよ」

「…………」

「借金負っちゃったのは、レイヴァがドカーンとやっちゃったからだけど誰も責せめてないでしょ？　レイヴァのこと」

　懸けん命めいに涙なみだを堪こらえて、笑顔を浮うかべながら、マナは続ける。

「明日、あれ観みに行こう。二か月前に、観に行ったアニメの活写キネマ。ほら、七人の小人さんが『♪ヘイホー』言いながら木、切るやつ」

「…………？」

「あたしさぁ、途と中ちゆうで寝ねちゃって……。みんなで代わるがわる斧おの振ふるって、大木を切り倒たおそうと挑いどむじゃない？　ラストで木を倒せたのかどうか、わかんないんだ。だから、今度は最後までちゃんと観たいんだよね！　だから、二人で観に行こう！　そのために……」

　笑顔を作るのをやめた。真まっ直すぐにレイヴァを見つめる。

「生きて帰ってくるから。勝っても、負けても」

　レイヴァは沈ちん黙もくしていた。紫むらさき色いろの瞳ひとみが、微かすかに揺ゆれる。

　彼に向け、マナは小さく敬けい礼れいしてみせた。

「行ってくるね！」

　気持ちを切り替かえるように勢いきおい良く踵きびすを返すと、マナは駆かけ出した。
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　白くて長い体毛を持つ牛型怪物ガルムパラミスの背せに摑つかまり、マナたちはゆっくりと大雪原を移い動どうしていた。ラングヴェルト城じようまでは、一キロを切るほどの距きよ離りとなっている。

「これがかけてあれば、本当に見つからないの？」

　蒸気鎧スチームギアを装そう着ちやくしているマナが、目の前にある白い布ぬのを指さした。布はマナだけでなく、数十頭いるパラミスの群むれをすっぽりと覆おおい隠かくしていた。この白布によって雪原に溶とけ込こみ、見つかりにくくするのだとキールは言っていたが、マナは少し不安だった。

「大だい丈じよう夫ぶよ。このキールさんを信じなさい。ある程てい度ど離はなれた位置からなら、まず見つからないわ。私の故こ郷きようでは、けっこう使われている策さくなのよ」

　布の繫つなぎ目に開けられた覗のぞき穴から前方を窺うかがっていたキールが、胸むねを張はる。彼女は鉄板によって防ぼう弾だん効こう果かを持たせた防寒具を身につけているので、大きな胸が余よ計けいに膨ふくらんでいるように見える。

「ネクロミスって、このような大きな雪原がありましたかしら？　というよりも、そもそも雪が降ふりました？」

　マナたちと同じようにパラミスの背に乗り、怪物ガルムたちに命令を与あたえているミンクが、首を傾かしげた。

「雪は降らないわ。でも、砂さ漠ばくは多いのよ。遮しや蔽へい物ぶつの何もない砂すな地ちで戦せん略りやく拠きよ点てんへ気付かれないように近づく時、怪物ガルムの皮なんかを被かぶるの」

「怪物ガルムの皮？」

　パラミスの背中から落ちないように、必死にしがみついていたファンが、キールの言葉を聞き返した。その問いに、ミンクが答える。

「砂に擬ぎ態たいする怪物ガルムたちの外皮ですわね」

　やり取りを聞いていたジャックスが、意外そうな顔をした。

「珍めずらしいな。キールがネクロミスの話をするなんて」

「そういえば、そうだね。故郷の話したがらないし。あのウソ臭くさい自じ慢まん話は別にしても」

　マナも不ふ思し議ぎに思った。キールだけに限かぎらず、トレスパスのメンバーはあまり入社前のことを話そうとしない。決めたわけではないけれど、それに触ふれないのがルールのようになっているのだ。

　キールは、ふいに口を開いた。

「そうね……自分でも気付かないうちに緊きん張ちようしてるのかもしれないわ」

　装着している飛行器ウインギイのハンドルバーを撫なでながら、彼女は続ける。

「できるだけ成功する確かく率りつの高そうなプランを立てたつもり。でも、絶ぜつ対たいに成功するとは言い切れない。もし失敗すれば……ね？」

　キールの気持ちが、マナには痛いたいほどわかった。マナは、作戦の第一段だん階かいを終えた後、単たん独どく行動を行うことになっている。自作のマシンを使って、城じよう壁へきを突とつ破ぱする役やく割わりを担になうのだ。もしマナが失敗したり、マシンが不調になってしまったら、トレスパスが倒とう産さんしてしまったのは自分のせいだと責せめたくなるかもしれない。

　だが、ジャックスは、それを聞いて笑った。

「気にするなよ。感かん謝しやすることはあっても、責めるようなマネは絶対にしないからさ」

「感謝するってどういう意味よ？」

　尋たずねたキールに、ジャックスは精せい悍かんな顔を向けた。

「キールがいなかったら、きっと策さくなんか考えずに突つっ込んでっただろうからな」

　ミンクが後を継つぐ。

「私でしたら、まずはお話し合いからはじめていたと思います」

「ボクは、なんの作戦もなかったら戦わないなぁ。ゼッタイに逃にげだしてるよぉ。今だってスタコラ逃げたい気持ちで、胸が張り裂さけそうだもん」

　うんうんと頷うなずきながらファンが言った。

「って、アンタたち、自慢できないわよ。そんなこと」

　あきれ顔をしたキールの頭の上に、ジャックスは大きな手の平をのせ、優やさしく微笑ほほえんだ。

「真っ正面から攻せめる方が好きな俺おれとしては、好きにはなれない作戦だけど……、キールがいなければ、確かく実じつに負けてた。互ご角かくとは言えないまでも、戦えるプランを編あみ出してくれたキールには感謝するよ。たとえ失敗しても責めたりはしない」

『失敗しても責めたりはしない』という言葉は、『自分自身を責めるのもやめろ』という意味でもあるのだと、マナは思った。ジャックスの鷹おう揚ようなセリフは、キールだけでなくマナの心を、いや、ミンクやファンの心も和やわらげたようだ。憂ゆう鬱うつそうな顔をしていた二人の表情も少し明るくなっていた。

　癖くせのある髪かみをジャックスに優しく撫でられたキールは、ぽうっと彼を見上げていた。浅黒い頰ほおは微かすかに朱しゆが差して、赤銅色になっている。

　彼女はジャックスの手を払はらうと、布に開けられた覗のぞき穴に顔を向けた。

「ふんっ……わ、私がどんなプラン立てたって、それをちゃんと実行してくれなきゃ意味ないんだからねっ！　失敗は許ゆるされないの！　私はトレスパスを潰つぶす気ないんだから！」

「もちろんさ。倒とう産さんは嫌いやだ。だけど、失敗を恐おそれるのはやめようぜ。俺たちらしくない」

　ジャックスは強い口調でそう言った。

　マナは白い布に開けられた覗き穴から、ターゲットを見せてもらった。真っ白に輝かがやく城しろが、雪原の中に建っている。

　過か剰じようとも言える警けい備び網もうの敷しかれた廃はい城じようの見取り図を思い起こした。

　ラングヴェルト城。『難なん攻こう不ふ落らく』そう呼んでも決して過か言ごんではない城を、

　侵入屋を続けるために、たった五人で、落とす。




『白き貴婦人スノー・ドロツプ侵入作戦』の開始──！
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　城門を守る塔とうの上にいたその男は、オレンジ色の羽根飾かざりがついた兜かぶとを外して蒸気砲スチームキヤノンの砲ほう座ざの上に置くと、巨きよ軀くを反そり返すようにして守るべき城を見上げた。

　白煉れん瓦がで造られた古城は、男の吐はく息よりも白く、後こう背はいに頂いただく白い峰みねに映はえて美しい。

　エードル家の家か紋もんが入ったオレンジ色の旗が、城の中央部にある赤い屋根を持つ尖せん塔とうの上で、晴れ渡わたる青い空にひるがえっている。それらは、芸術とは縁遠い彼でも絵画的だと感じるほど、鮮あざやかなコントラストを描えがいていた。

　白き貴婦人スノー・ドロツプ。ラングヴェルト城じようは、そのように呼よばれていたこともあるらしい。三〇代である男に比くらべたら、その貴き婦ふ人じんは何倍も年かさである。だが、彼の目には妙みよう齢れいの美人に見えた。窓が全すべてコンクリートによってふさがれ、装そう飾しよくを施ほどこされた大きな正面玄げん関かん扉とびらには目め障ざわりなほど錠じよう前まえを取り付けているのが珠たまに瑕きずであるが、防ぼう御ぎよ性せい能のうを高めるためなので仕方が無い。

　普ふ段だんは極ごく彩さい色しきの壁かべを持つ屋や敷しきを守っており、その職しよくに誇ほこりを持っている彼であるが、このような白はく亜あの城を防ぼう護ごするのも悪くないなと思った。

「マシュー隊長、聞いておられますか？」

　傍かたわらで報ほう告こくをする部下が、エードル邸ていの警けい備び隊長マシュー・ディストンの顔を覗のぞき込む。

「ああ、すまん。続けてくれ」

　マシューは部下を促うながした。

「昨夜半過すぎより降ふり続いていた雪の重みにより、城の敷しき地ち内ないに仕し掛かけられていたトラップが全て作動してしまいましたが、再さい設せつ置ちが終しゆう了りようしました」

　足あし下もとに広がる城の庭に目を落とした。ラングヴェルト城の庭には、緑はなく、その代わりにいくつもの可愛かわいらしい怪物ガルムを模もした石せき像ぞうが置かれていた。雪はきれいに取り除のぞかれており、トラップの所しよ在ざいを示しめす小さなカラーフラッグが、一定の法ほう則そくに従したがって立てられている。味方にはトラップが認にん識しきできるようにという配はい慮りよからだ。

　部下は報告を続けた。

「城内の兵士、城じよう壁へき上の機銃マシンガン及び蒸気砲スチームキヤノンの砲ほう手しゆ、蒸気鎧スチームギア部隊、警備本隊、総員が配置につきました。いつでも侵しん入にゆう屋やを迎むかえ撃うてる体たい制せいです」

　高さ一〇メートルを超こす巨きよ大だいな城壁は、上空から見たら一辺が二〇〇メートルの正方形を形作っている。その四角形の辺の上には、砲キヤノンと機銃マシンガンが無数に備そなえられていた。

　城の敷地内には、鎧よろい兜かぶとを身につけ剣けんとボウガンを帯びた完全武ぶ装そうの警備の兵士が、一〇〇名以上も控ひかえている。さらには、大おお柄がらなマシューの倍ほどもある巨大な蒸気鎧スチームギアも、エードル卿きようの屋敷から移い送そうされ、配備されていた。

　軍の飛空戦せん艦かんにでも乗ってこない限かぎり、この城を陥かん落らくさせることはできない。ましてや、片かた手てほどの人員しかもたない侵入屋風ふ情ぜいに、つけこまれる隙すきは皆かい無む。城内に入られることはおろか、近づくことすらできないはずだ。城内の警備にも、一いち応おう二〇名の人員を割さいているが、城の中に配備された兵士はみな不満そうであった。活かつ躍やくの余よ地ちはないだろうと、全員が思っていたのである。

　しかし、念には念を入れて、城は一階の正面入り口以外の扉や窓は全てコンクリートで塗ぬり込こめられている。城の内部は、全ての部屋に鍵かぎがかけられ、廊下のほとんどは埋うめてふさがれていた。最上階までの道のりは一本道に変えてあるのだ。敵てきの侵入ルートを、たった一つにするための工作である。

「勝利は、確かく実じつですな」

　部下は笑えみを浮うかべる。だが、マシューは表ひよう情じようを引き締しめたままだった。

「慢まん心しんするな。俺おれたちは、それで一度敗北している」

　二か月前のトレスパスとの対戦を思い出した。絶ぜつ対たいの布ふ陣じんと思っていた防御体たい制せいを、実に単たん純じゆんな方法で突とつ破ぱされてしまった。頭の上を悠ゆう々ゆうと飛び越こえていく列車を思い浮かべると、今でも怒いかりのあまり身体からだが震ふるえる。警備の兵として一度も刃やいばを交えずに敗戦したことは、マシューのプライドを酷ひどく傷きずつけていた。

「必ず勝つぞ。主人の名にかけてもな」

　エードル邸の警備隊長は、鎧よろいの胸むな元もとに刻きざまれた家か紋もんを軽く叩たたいた。

　部下は頭こうべを垂たれる。

「はい。マシュー隊長」

「今回は俺は隊長じゃない。副隊長だ。間ま違ちがえるな」

　そう言うと、彼は腰こしの辺りにぶら下げられている籠ケージを手に取った。黒い金かな網あみによって作られた手の平に収おさまる程てい度どの大きさの箱の中には、甲こう虫ちゆう型がたの怪物ガルムが入っている。

　触しよつ覚かくに繫つながっている籠ケージのサイドのボタンを押し、マシューは警備隊長に連れん絡らくを入れた。

「マシューです。全ての準じゆん備びが整いました」

　数秒後、甲虫型の怪物ガルムが羽を震わせて、音声を発した。

《こちら、リゲルだ》

　ザラついた音が、籠ケージの中から響ひびく。今回の防ぼう衛えい作戦の全てを指し揮きする男、リゲル・マーハインの声だ。

　マシューはラングヴェルト城の最上階、リゲルがいるであろう高く聳そびえる尖せん塔とうを見上げた。そこには『君主の間』がある。壁かべに開けた覗のぞき窓まどから戦せん況きようを把は握あくし、逐ちく次じマシューへと指示を送る手はずとなっていた。

《まもなく、開始時じ刻こくだ。諸しよ君くんらは、非ひ常じように優ゆう秀しゆうな警備兵であるとエードル卿きようから伺うかがった。万が一、城内に侵入されようとも、トレスパスに勝利の芽はないと確かく信しんしている。だが、気を引き締めて、ことに当たってほしい。期待している》

　穏おだやかだが強い口調で、リゲルは語った。彼から見えるはずもないが、マシューは敬けい礼れいをした。通信を終え籠ケージを腰に戻もどすと、砲ほう座ざに置いていた兜かぶとをきっちりと装着する。バイザーを押おし上げ、城しろの前方を睨にらむ。

　城門の前は、一面の雪原であった。純じゆん白ぱくの大地が地平線の彼方かなたまで続いている。

　城の全方位に向け配兵しているが、敵てきは城門側から来るはずだとリゲルは予想していた。

「早く来い……」

　陽光に煌きらめく雪原を見つめ、リゲルはつぶやいた。

　そして、一二時ちょうど。

　トレスパスの攻こう撃げきが始まった。

　城の裏うら側がわ、針しん葉よう樹じゆがまばらに生える山の中ちゆう腹ふくから、砲ほう声せいが鳴り響ひびいたのである。蒸気砲スチームキヤノンに特有の甲かん高だかい発はつ射しや音おんが、城門塔の上にいるマシューにも聞こえてきた。

　リリリリリリリ──

　腰につけた籠ケージの中の甲こう虫ちゆう型がた怪物ガルムが、羽を鳴らした。リゲルが通信をしてきたのだ。

《攻撃が始まったようだな》

「敵は、裏手から攻せめてくるのでしょうか？　城門側の兵士を裏手に回しますか？」

《いや、逆ぎやくだ。砲手を除のぞく全兵員を城門側に集めろ》

　リゲルは落ち着いた口調で続ける。

《砲の口こう径けいが小さい。山の中腹から発射して飛ひ距きよ離りを稼かせいでいるが、そのほとんどが届とどいていない。城じよう壁へきに傷きずがつく程てい度ど。攻撃として無意味だ》

「では……」

《ああ。恐おそらく、単たん純じゆんな陽動だろう。敵侵しん入にゆう本隊は、まず間違いなく前から攻めてくる》

　マシューは、城の各所に配兵している兵士たちを城門側に集合させ、定められた陣じん形けいを組んだ。
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　砲声がマナの耳にも届いた。

　ラングヴェルト城の後こう背はいに聳そびえる山、その中腹に事前に仕し掛かけておいた蒸気砲スチームキヤノンが作動したのだ。タイマーによって自動的に発はつ射しやするようになっている。

「始まったね」

　マナは、全員の顔を見回した。みんなの顔に、良い意味での緊きん張ちよう感かんが漂ただよっている。

　キールが飛行器ウインギイのエンジンを入れた。マナとジャックスもそれに続く。心地ここちよい振しん動どうが、マナの身体からだを震ふるわせた。

　マナは傍かたわらのグンダバファ製せいの蒸気スチームライフル──アレストＭ五〇〇を手に持った。白い布ぬのを透とう過かしてきた陽光が黒い銃じゆう身しんを鈍にぶく光らせる。ライフルに装そう塡てんされている弾だん丸がんは、怪物ガルムの吐はき出す粘ねん液えきを固めたものだった。命中しても死に至いたることはない。

「き、気をつけて。ケガとかしないようにね」

　心配そうな顔でファンが声をかけてくる。

　キールは微笑ほほえみ返しながら頷うなずくと、ミンクに頼たのんだ。

「パラミス動かして」

「わかりました。三人が乗っている怪物ガルムたちを最さい後こう尾びに移い動どうさせます」

　彼女の言葉に合わせて、マナたちを乗せた牛型怪物ガルムが速度を落とした。数十頭のパラミスが密みつ集しゆうしている中、三頭の怪物ガルムが落らく伍ごするように群むれの後ろへ下がっていく。白布の下を移動して、最後尾に回った。

　マナは、左右に首を動かし、ジャックスとキールを見た。二人は頷く。

「行こう！」

　怪物ガルムの背中に立ち、マナは後ろへ向かって跳ちよう躍やくした。宙ちゆうへ躍おどり出た瞬しゆん間かん、飛行器ウインギイのハンドルバーの先せん端たんについているブーストボタンを押す。羽根がマナの身体を包むように覆おおった。その直後、勢いきおいよく蒸気が噴ふん出しゆつされ、撃うち出されたかのように空高く舞まい上がる。

　ジャックスとキールも、同様に上空へあがってきた。

　ハンドルバーのスロットルを全開にし、前方に聳そびえ立つラングヴェルト城へ向けて全速力で飛行をはじめた。新品の紙のように真っ白な雪原を、黒々とした飛行器ウインギイの小さな影かげが滑すべるように駆かけ抜ぬけていく。

　三〇秒も飛ばないうちに、蒸気機銃スチームマシンガンや蒸気砲スチームキヤノンの砲ほう口こうが黒光りしているさまを確かく認にんできるほどの距離になった。もう、敵の攻撃の射しや程てい内ないに入っている。

　大きく息を吐きながら、マナは左手の蒸気スチームライフルを握にぎり直す。手に汗あせが滲にじんでいるのがわかった。

「意地でも一分間、攻撃を引きつけるわよ！」

　キールの声に、

『ＯＫ！』

　マナとジャックスは、声を揃そろえた。

　じっくりとマナたちを引きつけているかのように城門の塔とうの上、オレンジ色の羽根飾かざりをつけた兵士が、こちらを睨にらんでいた。

　おもむろに手を上げる──

（来る……！）

　マナはハンドルバーを握る手に、全神しん経けいを集中させた。

　手が、振ふり下ろされる。

「撃てィ！」
















　兵士の声がした。

　一いつ斉せいに攻こう撃げきが始まる。

　バシュ──蒸気砲スチームキヤノンの重い発はつ射しや音おんが響ひびく！

「散開して！」

　マナが叫さけんだ。

　甲かん高だかい羽音を立てて、キールとジャックスの飛行器ウインギイが旋せん回かい。無数の弾だん丸がん、砲ほう弾だんをかわす。

　マナは、スピードを殺さずに上じよう昇しようし、攻撃を避さけた。

　だが、避よけきれずに視し界かいの端はしで火花が弾はじける。蒸気鎧スチームギアを弾丸が掠かすめたのだ。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

　ジャックスの声が聞こえた。マナからは姿すがたが見えない。

「平気！」

　怒ど鳴なり返しながら、歯を食いしばった。

（動き続けていなければ、撃たれる！）

　スロットルは全開のまま、ハンドルバーを強く倒たおし、飛行器ウインギイを宙返りさせるように上昇させた。上下逆ぎやくを向いたマナは、高速度で降こう下かする。

　城じよう壁へきの兵士にライフルを向け、狙ねらいを定めた。

　トリガーを引く。

　連続的に弾丸を放った。ライフルの銃じゆう身しんから、蒸気が噴ふき出した。左手に痺しびれるような衝しよう撃げきが走る。

　樹じゆ脂し製せいの弾丸は砲手の鎧よろいに命中した。兵士は鎧を槍ランスで突つかれたように、後ろに倒れる。

　逆さまに降下しながら、なおも銃じゆう撃げきする。

　弾丸は城壁に当たり、破は線せんのような弾だん痕こんを残した。

　天地逆の視界の中、地面が急速に迫せまってきた。上昇するためにハンドルバーを倒そうとしたときだ──

　速度が緩ゆるんだマナに、蒸気砲スチームキヤノンの砲口が向けられた。

「マナっ！」

　上から声がする。キールだ。

「つかまりなさい！」

　マナにムチを放ってきた。咄とつ嗟さに、ライフルの柄えにムチを絡からめる。

　キールはムチの柄の部分を、自分の飛行器ウインギイに絡め全力で上昇させた。

　マナの乗る飛行器ウインギイは、キールのムチを軸じくとするように、落下を回転運動へと変える。

　雪原すれすれを滑すべるように、マナは飛んだ。羽根の先が雪を掠かすめるのを感じる。

　そのとき、蒸気砲スチームキヤノンの砲口が、蒸じよう気きに霞かすむのが視界の端に見えた。

　砲ほう弾だんが発射されたのだ。

「上がれぇぇぇっ！」

　気合いを入れながら、ハンドルバーを思い切り引く。姿し勢せいを制せい御ぎよし、上昇しようとする。

　急きゆう旋せん回かいをしたため、強い重力が襲おそいかかってきた。頰ほおの筋きん肉にくがひきつる。

　マナのすぐ脇わきを砲弾が飛んでいった。雪原に着弾し、凄すさまじい雪ゆき煙けむりを上げる。

　その白い靄もやを突っ切るようにマナは上昇する。

「キール！　助かった！」

　銃じゆう弾だんの雨をかいくぐりながらマナが礼を言うと、キールはウィンクを返してきた。

「借りは返してよね！」

　そのとき、オレンジ色の羽根飾りをつけた防ぼう衛えい隊のリーダーが、キールを指さした。火線が彼女に集中する。

　彼女は攻撃を避さけようと、慌あわててハンドルを操そう作さしようとしているが、間に合わない。

「キール、動かないで！」

　ためらうことなくマナは自分の身体からだを彼女の前に滑り込こませる。

　顔の前で腕うでをクロスする。

　装そう甲こう板ばんが銃弾を跳はね返す音が鼓こ膜まくを揺ゆさぶった。眩まぶしいほどに火花が散る。

「マナっ!?」

「へへっ……借りは返したよ」

「ふっ、これでチャラね」

　二人に向け、砲弾が放たれた。まるで示しめし合わせたかのように、マナは右に、キールは左にと別の方向へ飛んで砲弾を避ける。

　銃弾が掠かすめたためだろうか、頰に血の跡あとがついているジャックスは、大剣を翳かざしながら果か敢かんに城壁へと挑いどんでいた。

　ジャックスの裂れつ帛ぱくの気合いが響く。

「ディァァァ──ッ！」

　弾丸をかいくぐり、砲撃の隙すきをついて一撃離脱攻撃ヒツトアンドアウエイを試みようとしている。だが、あまりにも苛か烈れつな攻撃は、それを許ゆるさなかった。ほんの一いつ瞬しゆんでも近づくと弾だん幕まくを張はられるのだ。

「援えん護ごする！」

　マナは彼を狙って砲撃しようとしていた兵士に向け、銃撃した。弾丸を受けた兵士はうめき声を上げて、その場に倒たおれ伏ふした。

「ありがたい！」

　ジャックスは防ぼう御ぎよ側がわにできた一いつ瞬しゆんの隙すきをついて突とつ撃げきした。城じよう壁へきに据すえられた機銃マシンガンを一いつ閃せんする。彼の凄すさまじい膂りよ力りよくに加速度をプラスした斬ざん撃げきを受け、鋼こう鉄てつ製せいの銃身がたわむように曲がった。

　ジャックスは、すぐさま飛行器ウインギイを飛ばし、城壁から離はなれる。

　そこでキールが声を上げた。

「時間よ！」

　マナとジャックスは、ハンドルバーを右へと倒した。城じよう門もんの右う翼よく側がわへ飛行する。

　全すべての銃口、砲口、そして、警けい備び兵の視し線せんが、マナたちを追う──

　直後、轟ごう音おんが聞こえた。

　無数の怪物ガルムの暴ぼう走そうする足音。突とつ如じよとして、雪原に雪煙が立ち上る。

　牛型怪物ガルムパラミスの群むれだ。マナたちが、攻こう撃げきを引きつけている間に、城門にゆっくりと近づいてきていたのだ。

　そして、残り五〇メートルまで近づいた時、一気に加速した。

「行きまーすっ！」

　ミンクが鋭するどい声を上げた。

「うわぁあぁ！」

　ファンの叫さけび声も聞こえてくる。パラミスの背せ中なかに必死にしがみついているのが見えた。

『猛牛パラミス』の群は、甲かん高だかいいななきを上げながら速度を増まし、城門へと突つっ込んでいく。

　上空のマナたちに砲門を向けていた警備兵たちは、慌あわてて下に向け攻撃しようとした。だが、その挙動はマナたちに気を取られていた分、一瞬だけ遅おくれた。

　怪物ガルムの群が城門に激げき突とつする！

　雷らい鳴めいにも似にた大だい音おん響きようが空気を震ふるわせた。金きん属ぞくによって補ほ強きようされた扉とびらが激はげしく軋きしむ。

　さらに激しく雪が舞まった。

　城門上の兵士たちは息を吞のんでいるようだ。扉を破やぶられたかもしれないという不安が、表ひよう情じように表れている。

　だが、兵士の一人が叫さけんだ。

「扉は無事だ！」

　徐じよ々じよに収おさまりつつある雪煙の中、巨きよ大だいな城門が今まで通りに行く手を阻はばんでいるのがマナにも見えた。

「防ふせぎきったぞ！」

「俺おれたちの勝ちだ！」

　兵士は口々に、喜びの歓かん声せいを上げ、拳こぶしを突き上げている。

　マナは、そのようすを見て──安あん堵どの息をついた。

　彼らは、牛型怪物ガルムが城門に激げき突とつする瞬しゆん間かん、スピードを落としたことに気付かなかったのだ。こちらが失敗したと、勘かん違ちがいしてくれた。

「一いつ旦たん引いて！　ミンク！」

　キールが鋭するどく命じる。

「はい！」

　パラミスの群に命じ、ミンクは、その場から離れさせようとする。

　やり取りを聞いていたオレンジ色の羽根飾りを付けた兵士が、嬉うれしそうに命ずる。

「逃にがすな！　蹴け散ちらせィ！」

　パラミスの群に向け攻こう撃げきが始まった。

　砲ほう弾だんが群の中に飛び、怪物ガルムの巨体が紙細工のように宙ちゆうに舞まった。数頭は、弾だん丸がんを受けたのか足をひきずりはじめた。白い雪が赤く染そまっていく。

「うわぁっ！」

　ファンの声が聞こえた。ボウガンの矢が、小さな背中に突き立っている。脇わき腹ばらにも銃じゆう弾だんが掠かすり、血の染しみができていた。上体が揺ゆらぎ、パラミスの背中から落ちそうになる。

「しっかりしてくださいまし！」

　ファンをミンクが救おうとして、二人とも雪原に落ちた。

　そこへ攻撃を向けられる。パラミスが二人の盾たてとなるように、立ちはだかった。

　多くの弾丸と鏃やじりを背中に受けながらも、怪物ガルムは巨体を揺らして走り出した。長い毛足にミンクとファンが懸けん命めいに摑つかまっているのが見える。

　さらなる攻撃を加えるため、兵士たちは銃撃を集中させようとした。

「させるかよ！」

　ジャックスが城じよう壁へきの上の兵士に突っ込もうとした。だが、彼にも矢と弾丸の雨が浴びせられた。飛行器ウインギイに急制せい動どうをかけ、ジャックスはかわそうとする。

　しかし、飛行器ウインギイに弾丸が当たったように、バックパックから水すい蒸じよう気きを噴ふき出しはじめた。

　彼の飛行器ウインギイは推すい進しん力りよくを失い、高度を落としていく。

「ジャックス！　私たちも一度、後こう退たいしましょ！」

　キールは、墜つい落らくしはじめたジャックスの傍かたわらに寄よった。翼つばさ同士がぶつからないように、前から抱だきかかえ、彼女はジャックスを支ささえる。二人は、パラミスが逃げていった方へ飛んでいこうとした。

　そのとき、キールの飛行器ウインギイも蒸気を噴きだしはじめた。羽根の動きが止まってしまう。

　二人は、墜つい落らくしていった。

「とどめを刺させ！」

　リーダーらしい兵士が声を上げた。呼こ応おうするように、火線が二人を追う。

　離り脱だつするキールとジャックスを援えん護ごするため、マナは再ふたたび引き金を絞しぼりながら飛んだ。兵士たちが隠かくれている城壁の上じよう端たんに弾丸が当たり、樹じゆ脂しが飛び散った。

　そこでライフルが沈ちん黙もくした。

「弾たま切ぎれ……！」

　マナは心底悔くやしそうに叫ぶと、ライフルを捨すてた。

　ハンドルを左右に振ふりながら後退し、パラミスの群むれに追いつく。

　滑空するように落ちていたキールとジャックスは、辛からくもパラミスの群に辿たどり着いていた。怪物ガルムの背せ中なかに摑つかまっている二人の防ぼう寒かん具ぐは真っ赤に染そまっており、ぐったりとしている。蒸気を噴きだし続けている飛行器ウインギイは、完全に翼の動きを止めていた。

　怪物ガルムたちも、相当ダメージを受けているかのように走る速度が落ちていた。ほとんどのパラミスが足をひきずっている。仲間同士支ささえ合って進んでいる感じだ。扉とびらに激突した時のようなスピードはない。

　だが、実は──

　それらは全すべて演えん技ぎであった。

　先ほど捨てたライフルも、まだ弾も出るし、予よ備びのカートリッジも持ってきている。

　敵てき方がたに、圧あつ倒とう的てきに有利だと思いこませたかったのだ。

　マナはパラミスの背せに取りつくと、ぐったりとしたようすで顔を伏ふせているキールに、

「討うって出てきてくれるかな？」

　キールは少しだけ顔をあげ、固く閉とざされたままの城門を振り返った。彼女を赤く染めているのは、全て血ち糊のり。やられたフリをしているだけなのだ。

「たぶんね……。アイツらは、パラミスの群が突っ込んできた時、負けるかもしれないって感じたはず。だけど、守り切ることができた。彼らは勝利を確かく信しんしているわ。しかも、一いつ旦たん、負けるかもしれないと思った分、強く……」

　マナも後ろを振り返った。背はい後ごには、赤い跡あとが帯のように続いている。ばらまいた血糊と、怪物ガルムたちが実じつ際さいに流した血けつ液えきだ。怪物ガルムが数頭、雪の上に倒たおれこんでいる。そのうちの何頭かは、ミンクの命令によって死んだふりをしているのだが……実際に死んでしまったものもいるかもしれない。獣けものの臭においと一いつ緒しよに、風に乗って強い血の臭いを感じる。

　ジャックスは、城門を睨にらみつける。

「これで攻せめてこなかったら……」

「いいえ。絶ぜつ対たいに、来るわ」

　キールが静かな口調で言った。

　扉はなおも沈ちん黙もくしている。遠ざかっているパラミスの、雪を踏ふみしめる音がやけに大きく聞こえてきた。

（来い……っ！）

　マナは祈いのるような気持ちで、閉とざされた扉を見つめる。

　手の平に汗あせが滲にじんだ。

（攻めて来いっ！）

　数十秒の時が経けい過かした。

　マナには、それがとても長く感じられた。

　城じよう門もんは動く気け配はいがなかった。固く閉ざされたままだ。

　ラングヴェルト城の中も、静まりかえっている。

　防ぼう御ぎよ側がわの兵士が攻めてくるようすはない。

（ダメだったの……？）

　マナは唇くちびるを嚙かんだ。

　早くも計画が頓とん挫ざしてしまったのかと、悔くやしい思いで扉を睨にらみつける。

　そのときだ──

「ビンゴ」

　キールが小さな声で言った。

　その言葉をかき消すように、兵士たちの雄お叫たけびが聞こえてきた。

　軋きしみを立てながら、両開きの城門がゆっくりと開いていった。城しろの庭に、揃そろいの鎧よろいを着た兵士たちが、陣じん形けいを組んでいる。

「ウォォォォ！」

　鬨ときの声が聞こえてきた。凄すさまじい勢いきおいで雪を蹴けり上げながら、兵士たちが突進してくる。

「よしっ！」

　嬉うれしさのあまり大声で喜びそうになるのをグッと堪こらえて、小さく拳こぶしを握にぎった。

「第一段だん階かいは成功だな」

　ジャックスは血で汚よごれた顔をほころばせながら、深い息をついた。

「こっちは私たちに任まかせて、アンタは……」

　キールの言葉を途と中ちゆうで遮さえぎり、マナは頷うなずいた。

「わかってる。城壁を破やぶってみせるよ。あたし一人で」

「マナ……無事でな」

　そう言ったジャックスにマナはウィンクを返して、飛行器ウインギイの翼つばさを動かし、パラミスの背中の上から飛び立った。仲間を見み捨すてて逃にげ出すように見せかけながら、離り脱だつをする。

　スロットルを開いて、上空高くへ舞まい上がった。逃げていくパラミスの群むれと、それを追う兵士たちの姿すがたがみるみる小さくなっていく。

　今のところ、全すべてが順調に進んでいた。

（大だい丈じよう夫ぶ。きっとうまくいく）

　マナは自分に、そう言い聞かせながら城から離はなれていった。




　　　　◇◇◇




　後こう退たいしていたトレスパスは、観かん念ねんしたかのように動きを止めた。

　疲つかれ切ったように、牛型怪物ガルムパラミスはその場に蹲うずくまっている。大たい剣けんを持つ男と、錠前師ロツクマスターだと聞いていた少年が、血を流して雪上に倒たおれ込こんでいる。ネクロミス人らしい美女が、必死に呼よびかけているが、応おう答とうするようすはない。

　立っているのは、エンハンサーの少女、ただ一人だけである。

　ラングヴェルト城から飛び出した一〇〇名の兵士は、三角形に突とつ出しゆつした突とつ撃げき陣じんを敷しいていた。先頭を任まかされていた兵士は、怪物ガルムの群から少し離れた地点で進軍を止めた。

　彼らとトレスパスの間を、風が吹ふき抜ぬけた。細かい雪が、舞まう。

　エンハンサーの少女──ミンクの緩ゆるやかなウェーブを描えがく髪かみが揺ゆれた。

　男は、大きく息を吐はき、突撃の指示を出そうとした、そのときだ。

　ふいに、ミンクが口を開いた。

　命いのち乞ごいをするのか？　と思ったが、違ちがった。

「あなたたちは……なにをするために、そこにいるんですの？」

　彼女の声は、悲しげではあったが、凜りんとしていた。兵士たちを前に恐きよう怖ふに怯おびえているようすはない。離れている男の耳にも、きちんと届とどいた。

　男は笑いながら答える。

「決まってるだろうが！　貴き様さまらのような輩やからを叩たたきのめすのが、俺たちの仕事だ！」

　後ろに控ひかえる兵士たちが、その言葉に笑った。

　だが、ミンクは首をゆっくりと横に振ふった。

「違います……」

　彼女の表ひよう情じようは真しん剣けんであった。優ゆう美びな丸みを帯びた頰ほおが、怒いかりのためか引きつっている。

「あなたたちは、お屋や敷しきを守るための兵隊さんなんですよ」

「その通り。我われ々われはエードル邸ていの警けい備び隊だ！」

「それならばどうして！　どうして、攻こう撃げきに転じたりするんですの!?」

　まるで責せめるような口調であった。なにが言いたいのかわからず、男は戸と惑まどった。少女はなおも続ける。

「それでは大切なものが守れないですわ！　それでは警備兵として失しつ格かくです！　これでも私、怒っているんですのよ？」

「何を減へらず口を……！」

　男は腰こしに差したサーベルを引き抜ぬいた。

　ミンクは対たい抗こうするように、契約印テスタメントコードのついた手をゆっくりと横に伸のばした。

　すると、傷きずつき横たわっていたはずの牛型怪物ガルムが、一いつ斉せいに立ち上がった。足を引きずっているものは、一頭もいない。

「なに……ッ!?　それだけの怪物ガルム全すべてに演えん技ぎをさせていたというのか……？」

　元気に前足で雪を搔かき、怪物ガルムは鼻息を荒あらくしている。

　エンハンサーというのは、一度に意のままに操あやつることができる怪物ガルムの数は限かぎられているという。単たん純じゆんな突撃命令なら、まだしも弱って後こう退たいするふりを全頭にさせるとは……！

　そして、さらに男は驚おどろかされた。

　防ぼう寒かん具ぐを赤く染そめ倒たおれていた剣士も錠前師ロツクマスターも、何事もなかったかのように立ち上がったのだ。錠前師ロツクマスターの少年の背せに突つき立っていた矢が落ちた。鏃やじりがついていない。ネクロミスの女じよ性せい──キールが装そう着ちやくしていた飛行器ウインギイは、壊こわれて蒸じよう気きを噴ふきだしていたはずなのに、軽けい快かいに動いている。小さな発はつ煙えん筒とうがつけられているのが、男の目には見えた。

「なにもかもが、演技だったのか？」

　男が呟つぶやくと、顔についた血──いや、血ち糊のりを拭ぬぐいながらキールは、

「そうよ。アンタたちに勝てると思いこませたの……ここまでおびき出すために」

　答えると彼女は、小さなマスクを着けた。

　背はい後ごでドサッと音がした。

　男は慌あわてて振ふり返る。彼の後ろにいたはずの一〇〇名余あまりの兵士が、全員昏こん睡すいしていた。足元から黄色いクチバシが無数に飛び出し、青白い催さい眠みんブレスを吐はいている。雪の中にあらかじめ潜ひそませてあったのだ。

「罠わなか……！　くそ……っ！」

　猛もう烈れつな眠気に襲おそわれ、男は膝ひざをついた。

　ミンクもマスクを装着しながら、人差し指を立てた。まるで母親が、子どもに教え諭さとすような口調で言った。

「いいですか？　そのコたちが吐く息が、毒ガスのブレスであったなら、あなたたちは全員死んでいます。これからは、お気をつけくださいましね？」




　　　　◇◇◇




　双そう眼がん鏡きようを覗のぞいていたマシューは、言葉を失った。青白い煙けむりが上がったかと思うと、兵士が次々と倒れたのだ。

　勝利は目もく前ぜんでなかったのか？　なにが起こった？

　マシューは動転していた。誘さそい込まれたという目の前の事実を、認みとめられなかった。

　リリリリリリリ──

　何の音だか一いつ瞬しゆんわからなかった。だが、ハッと我に返ると、腰こしにつけた籠ケージを取る。甲こう虫ちゆう型がた怪物ガルムが羽を震ふるわせ、音声を発する。

《追つい撃げきを許ゆるした覚えはないが？》

　淡たん々たんとした口調でリゲルは言った。

「いや、しかし、あのまま再さい度ど、怪物ガルムに突とつ撃げきをさせるわけにも……」

　しどろもどろに答えようとしたマシューを、リゲルは冷静に制せいした。

《城じよう門もんを閉しめろ》

　マシューは身み振ぶりで傍かたわらの部下に知らせた。城門の下に控ひかえている蒸気鎧スチームギアが動き、再ふたたび門を閉め、巨きよ大だいな鋼こう鉄てつ製せいの閂かんぬきを掛かける。鈍にぶい衝しよう撃げきが、マシューの元にも伝わってきた。

　双眼鏡で、トレスパスを確かく認にんする。踏ふみつけて攻こう撃げきするつもりなのだろうか？──牛型怪物ガルムの群むれが、倒れているエードル卿きようの部隊を取り込むように、緩ゆるやかに移い動どうしていた。

　そのとき、リゲルが尋たずねてきた。

《……そちらからは、確認できるか？》

「なにがです？」

《蒸気鎧スチームギアを装そう着ちやくした侵しん入にゆう屋やだ。どこに消えた？》

　慌あわてて、双眼鏡を覗く。赤く染まった防寒着に身を包んだ侵入屋は、四人。鎧よろいを着けた者はいない。一いつ緒しよに後退したわけではなかったようだ。混こん乱らんに乗じて、消えた──？

　マシューは息を吞のんだ。

　あくまで冷静な声で、リゲルは通信を続ける。

《砲ほう手しゆは全員無事だな？》

「……被ひ害がいの報ほう告こくは、ほとんどありません」

《蒸気砲スチームキヤノンと機銃マシンガンが生きていれば、大たい勢せいに変わりはない。城じよう壁へきに近づけるな。パラミスの再さい突撃が来たら、群の先頭に攻撃を集中させろ》

「はい……！」

　強く返答をすると、マシューは歯は軋ぎしりをした。

「必ず……撃げき退たいします。必ず！」

　一〇〇名の兵士は、戦せん闘とう不ふ能のうにさせられた。

　だが、防ぼう衛えい側がわの圧あつ倒とう的てき優ゆう位いに、変わりはない。砲門も機銃マシンガンも生きている。敷しき地ち内の罠も、蒸気鎧スチームギアも無む傷きずなのだ。城壁を突とつ破ぱすることはできない──

　城内に侵入することは、不ふ可か能のう。

　負けることはない。絶ぜつ対たいに……

　そのとき、トレスパスが動いた。

　四人が飛行器ウインギイに乗りラングヴェルト城の城門とは、まったく別の方向へ飛び去っていく。

「何な故ぜ、攻せめてこない？　なにをするつもりだ……？」

　マシューは思わず呟つぶやいた。




　　　　◇◇◇




　一人で戦線を離り脱だつしたマナは、ラングヴェルト城を大きく迂う回かいして、後こう背はいに聳そびえる山の中ちゆう腹ふくまで飛んできた。

　針しん葉よう樹じゆがまばらに生えている山やま肌はだに降おりる。その斜しや面めんには蒸気砲スチームキヤノンが据すえてあった。

　柔やわらかい雪に、蒸気鎧スチームギアのきびすが深く沈しずみ込こんだ。転ばないように注意しながら、蒸気砲スチームキヤノンへと近づく。

　この砲ほうは、作戦の最初に発はつ射しやしたものだ。タイマーを使って砲の引き綱づなを引くように細工がしてある。

　全部で三門ある砲に、もう一度弾たまを込めた。タイマーをセットし、照しよう準じゆんを合わせる。

　そして、この日のために用意した、装そう甲こう板ばんによって補ほ強きようしたマシンを引ひっ張ぱり出した。カモフラージュのためにかけておいた白い布ぬのをはぎ取ると、鈍にび色いろに輝かがやく円えん筒とう形けいのボディが露あらわとなる。

　一人乗りのコックピットに、蒸気鎧スチームギアを装そう備びしたまま乗り込んだ。シートベルトを締しめ、ハッチを閉とじる。

　外は雪が陽光を照り返して、目ま映ばゆいほどだった。けれど、マナが作ったマシン──『クロウラー』の内部は暗い。装甲の前方に開けられたごく薄うすいスリットだけが、マナの視し界かいとなる。

　蒸じよう気き機関を作動させた。アイドリング状じよう態たいにする。

　心地ここちよいエンジン音を聞きながら、ジッと時を待った。

　眼がん下かには真っ白に輝く古城と、雪に包まれたギンドランドの大地を望むことができる。

　マナは自分を落ち着かせようと大きく息を吐はいた。バイザー越ごしに、白い吐と息いきが昇のぼり、ほどけて消えた。

　目を閉じる。マナは自分の鼓こ動どうに、耳を澄すます。その拍はく動どうは、リズミカルな蒸じよう気き機関の音とシンクロしていくように感じられた。

　蒸気砲スチームキヤノンの蒸気充じゆう塡てん音おんが、高く響ひびく。発射が間近なのだ。

　山の中ちゆう腹ふくに仕し掛かけられた蒸気砲スチームキヤノンには、二つの意味があった。

　一つは、陽動だと思わせて警けい備び兵を表門側に移い動どうさせるため。

　そして、もう一つは──

　砲ほうが発はつ射しやされた。

　仕掛けてある蒸気砲スチームキヤノンの方向は『城しろ側がわ』ではなく、全く逆ぎやく──『山側』に向いていた。

　飛んだ砲ほう弾だんは、山肌に着弾。降ふり積もった雪に、強い衝しよう撃げきを与あたえる。

　マナは、目を開いた。

　前方のスリットからラングヴェルト城じようを、その巨きよ大だいな城じよう壁へきを睨にらみつける。

　息を、止めた。




　　　　◇◇◇




　マシューの耳に、蒸気砲スチームキヤノンの発射音が聞こえてきた。

（砲が、なぜ今いま頃ごろ……？　陽動ではなかったのか？）

　胸むねによぎった不安に衝つかれるように、マシューは城門塔とうから飛び出し、城壁の上のパラペットウォークを走った。呆ぼう然ぜんと立ちつくす砲手を突き飛ばし、積まれた砲弾の山につまずきそうになりながら駆かける。

　城壁の角に位置する、隅ぐう塔とうの上へと立った。

　そこからは、ラングヴェルト城の北にある山の中腹が見える。

　城壁の防ぼう御ぎよ板ばんに両手を突きながら、呆ほうけたように口を開けてマシューは山を見上げた。

　山の中なか程ほどから、蒸気砲スチームキヤノンの発した水蒸気が薄うすく立ち上っている。

　数秒後、マシューの耳に、轟ごう音おんが届とどいた。

　地じ震しんが起こったかのように、白煉れん瓦が造づくりの塔が揺ゆれはじめる。積まれた砲弾が転がる。部下たちが、驚おどろきの声を上げた。

　山が、ラングヴェルト城に襲おそいかかってきた。




　雪崩なだれだ。




　針しん葉よう樹じゆをなぎ倒たおし、質しつ量りようと加速度を増ましながら雪が突つっ込んでくる。事前に切り倒されていたらしい大木と共に大量の雪が城壁に迫せまる。

「これが狙ねらいだったのか!?」

　マシューは、強大な破は壊かいの力を為なすすべなく見つめていた。




　　　　◇◇◇




　雪崩に押おされ、マナが搭とう乗じようしているマシンが滑かつ落らくをはじめた。カタパルトで射しや出しゆつされたかのような、凄すさまじい重じゆう圧あつを感じる。




　ドドドドドドドドド──！




　轟音が、マナを押しつぶすかのように響ひびいた。

　だが、マナは負けないぐらいに大きな声で叫さけんだ。

「行っけ──ッ！」

　スリットが雪に埋うもれ、暗くら闇やみに包まれる。

　あらゆる方向に身体からだが振ふられた。身につけている蒸気鎧スチームギアの肩かたがマシンの鋼こう鉄てつ製せいの内壁にぶつかった。

　でも、マナは必死で歯を食いしばって耐たえた。

　轟ごう々ごうと重い音が、鼓こ膜まくを痺しびれさせる。

　遠くから爆ばく発はつ音おんにも似にた、地鳴りが聞こえてきた。

（やった！）

　身体を思いきり揺ゆさぶられながら、心の中で喜びの声をあげる。

（雪崩が防ぼう壁へきまでとどいた！）

　先せん端たんを尖とがらせた丸太を、事前に何本も用意していた。攻こう城じよう戦せんに使用される破は砕さい機きのように、城壁を打ち崩くずしたはずだ。

　直後、さらに大きな揺れが襲おそった。巨人に持ち上げられて、マシンもろともシェイクされているかのような強きよう烈れつな振しん動どうだ。

　シートのバックレストに頭をぶつけ、何度も舌したを嚙かんでしまった。あまりの痛いたみに涙なみだが滲にじんだけれど、目をぎゅっとつむって懸けん命めいに耐える。

　一分ほども、そうしていただろうか？　まるで岩を打つ大おお津つ波なみのような音を立てて、ひときわ大きく揺れ──マシンが止まった。

　だが、雪の押おし寄よせる地じ響ひびきはやんでいない。マシンの上でドサドサと重たい音が響いている。大量の雪がマシンの上に積み重なっているのだ。ハッチの蝶ちよう番つがいが悲ひ鳴めいを上げだした。装そう甲こうを施ほどこしていなかったら、マナはマシンごとぺしゃんこになっていただろう。

　マナは、暗闇の中、手て探さぐりでレバーを探した。

　金きん属ぞくの手てつ甲こうを通して、微かすかな振動を感じる。マナが作ったマシン──『クロウラー』のエンジンが、快かい調ちように動いている証しよう拠こだ。

「さぁ、ちゃんと動いてね……」

　祈いのるような気持ちで、マナはレバーを前に倒たおした。

　マシンの両サイドからはキャタピラの駆く動どう音おん、そして先端に付けられたドリルの回転する音が、マナの耳に心地ここちよく響いてくる。

　雪の中、マナはエンジンを全開にし、前進をはじめた。前方に開けられたスリットから雪が落ち、視し界かいが開ける。目の前に、白煉れん瓦がで造られた城しろの壁かべがあった。

　そのまま突つき進み、壁にクロウラーのドリルで穴あなを開けた。激はげしい振動が、マナの腕うでを痺しびれさせる。『破は壊かい許きよ諾だくトピック』がついているため、壁に穴を開けても賠ばい償しよう責せき任にんを問われることはない。

　一分ほどで、ドリルが壁を貫かん通つうし、空転を始める。クロウラーをバックさせ、城じよう外がいに出すと、マナはハッチを開いた。目ま映ばゆい光が、差し込こんでくる。

　急な眩まぶしさのために目の奥おくに疼とう痛つうを感じながら、マナは手て庇びさしを作って、辺りを見回した。周囲は、雪崩が起こったために発生した雪ゆき煙けむりに覆おおわれている。

　と、白い闇の中から、キールの声が聞こえてきた。

「成功したわね。さすが私の考えたプラン」

　ゴーグルを着けたキールは、胸むねをそり返らせるようにして笑っている。

「キールが考えた作戦にしては、うまくいったね」

「どういう意味よ、それ」

　キールはゴーグルを外しながら、肩かたを怒いからせた。

　マナは茶ちや化かしながら誉ほめたけれど、キールの策さくに感心していた。北側防ぼう壁へきは見事に崩れ去り、雪崩の先せん端たんは城の裏うら手ての壁まで達している。

　城壁の上に陣じん取っていた砲手たちが辛かろうじて逃にげ、隅塔の上で呆ぼう然ぜんとしているのがマナの位置から見えた。どうやら無事らしい。

　キールの作戦によって、トレスパスは敵てき・味方の双方を傷きずつけず、砲キヤノンと機銃マシンガンで守られた城壁と、罠わなの仕し掛かけられた裏庭を見事に突とつ破ぱすることに成功したのだ。

「それにしてもよく思いついたね、こんなこと」

　マナが感心したように言うと、キールは半分以上が崩れ去った北側の壁を指さした。

「ラングヴェルト城の北の壁は、補ほ修しゆうされた跡あとがあったのよ。古い文ぶん献けんを探さぐったら、城壁が雪崩によって壊こわれたって書かれてたの。城主が逃げたのも、そのせい」

「当時の状じよう況きようを再さい現げんしたってわけ？」

「そ。雪崩を起こせば城壁が崩れるって知ってたの。成功するのはわかってたのよ」

「そのわりに失敗するかもって怖こわがってたくせに」

　からかうような口調でマナが言うと、キールは恐おそろしいことを言った。

「マナが無傷でいられるかどうかは、わからなかったのよ。雪崩と一いつ緒しよに突っ込んで行ったヤツの記録なんて残ってなかったし」

「そうだったの!?」

　コトの真意を問いただすため、平へい和わ裡りに話し合いをしようと拳こぶしを固めたとき、ジャックスが飛行器ウインギイに乗って現あらわれた。

「俺おれの死んだフリもなかなかのものだったろ？」

　彼の後ろをファンとミンクも飛んで来ている。

「ボクなんか、死んだフリどころか本当に死んじゃうところだったよぉ！」

　ファンは泣きそうな顔をしている。

　丸い頰ほおをぷくっと膨ふくらませながらミンクが怒おこった。

「私としましては、先ほどの誘さそい込み作戦は……、成功してほしくなかったですわ。失敗してしまったら、それはそれで困こまるのですけれども、でもでもっ」

「まあまあ、そう言わないの」

　キールがミンクをなだめるように、肩かたに手を置いた。

「ケガなかったか？　マナ、心配してたんだぜ？」

　クロウラーのコックピットの縁ふちにブーツをかけてジャックスが、マナを引っ張ぱり上げようと手を伸のばした。蒸気鎧スチームギアによって力が増ぞう幅ふくされているマナは、手の力だけでシートから跳はね上がることもできるのだが、彼の好意に甘あまえ、力をセーブしながら手を取る。

「ありがと。あたしもみんなのこと、心配してたんだよ」

　ジャックスは笑いながら、頰についた血を拭ぬぐった。頰には弾だん丸がんがかすめたような跡がついている。

「実はちょっと弾たまがかすってるんだけどな。この程てい度どじゃなんともないよ」

　そこで、キールが真ま面じ目めな口調で言った。

「さあ、雪煙が収おさまる前に、中に入りましょ！」

　マナを除のぞく全員が、飛行器ウインギイを外し、血ち糊のりのついた防寒着を脱ぬぎ捨すてた。中に仕込まれた防ぼう御ぎよ板ばんが、ガシャリと音を立てる。

　彼らは青と白を基調にした、制せい服ふく姿すがたとなった。

　その姿は雪に映はえ、とてもカッコ良く見える。侵しん入にゆう作戦のために、いろいろな格かつ好こうをする。だが、みんなに一番似に合あっているのは、やっぱりトレスパスの制服だと、マナは強く思った。

「あうぅう」

　そのとき、ファンのうめき声がした。ファンの制服だけは赤く汚よごれてしまっている。血糊の入った袋ふくろを破は裂れつさせる時に、失敗してしまったのだろう。

「うぅ、なんかボクだけカッコつかないねぇ……」

　ファンは、弱々しく呟つぶやいた。ミンクが頭を撫なでながら、

「えーっと、その、ファンらしくて素す敵てきです」

「嬉うれしくないってばぁ……」

　気弱な錠前師ロツクマスターは、泣きそうな声で答えた。

　クロウラーで開けた穴あなから、マナたちは次々と城じよう内ないへと侵入する。

　城しろの裏うら手ての廊ろう下かへと入り込こんだ。その侵入の成功を祝しゆく福ふくするようにベルの音が──侵入警けい報ほうが鳴り響ひびく！

「このまま、一気に最上階まで走るわよ！」

　キールは、二階へと続く階かい段だんの方を指差し、叫さけんだ。

「ＧＯ！」

　全員が、一いつ斉せいに駆かけ出した。




　　　　◇◇◇




　城門塔とうに戻もどってきたマシューに、部下が悲ひ鳴めいのような声で報ほう告こくをしてきた。

「城内に侵入されました！」

　城壁を突とつ破ぱされるとは思っていなかったマシューは、気が動転していた。何をすべきかわからない。ただ言えることは、城内の警けい備び兵の数は少ないということだ。ほとんどを城外に展てん開かいしており、内部には二〇名ほどしか配置していない。

　マシューは、すがるような思いで腰こしにつけられた籠ケージを取った。ボタンを押おす。

「リゲル隊長！　リゲル隊長！」

　必死に呼よびかけるが、応おう答とうがない。

「リゲルさん!!」

　籠ケージの中の怪物ガルムが驚おどろきそうなほど声を上げる。そこでようやく、リゲルが応えた。

《驚おどろいたな……よもや、そんな策さくを採とるとは……》

「わ、私はどうしたら……？」

　マシューの声はうわずっていた。だが、警備隊長であるリゲルの声は、あくまで冷静そのものであった。城内に侵しん入にゆうされる前と、全く変わりがない。

《眠ねむらされた兵員はそのままでは凍とう死ししてしまう。救助に向かわせろ》

　マシューは驚いた。昏こん睡すい状じよう態たいに置かれた兵士のことなど、彼はすっかり忘わすれていたのだ。この状じよう況きよう下かにあって、リゲルの冷静さに舌したを巻まいた。

　リゲルは淡たん々たんと続ける。

《残る全兵力を表玄げん関かんより、城内へ投入。トレスパスを殲せん滅めつせよ……。案ずることはない。トレスパスは、最後の罠わなの存そん在ざいを知らない。彼らに勝ち目はないのだ》

　最後の罠──その言葉を聞いて、マシューはようやく落ち着きを取り戻した。そうであった。仮かりに城内に入られても、トレスパスが侵入に成功する可か能のう性せいはないのだ。

「了りよう解かいしました」

　マシューは通信を終えると、命令通り救助隊を編へん成せいしようとした。

　そのとき、双そう眼がん鏡きようを覗のぞいていた部下が、

「……救助隊は、いらないかもしれません」

　と、呟つぶやいた。

「仲間を見殺しにする気か？」

「違ちがいます。隊長、これを見てください」

　双眼鏡を渡わたされ、マシューは倒たおれている兵士の姿を見て驚いた。

　兵士たちを風雪から守るように、牛型怪物ガルムが円えん陣じんを組んで寝ねそべっていた。温あたたかいパラミスの長い毛け並なみに包まれながら、兵士は気持ちよく眠りこけている。

　マシューは怒いかりに震ふるえた。

　トレスパスは、そこまで計算していたのだ。こちらの兵士をできるだけ傷きずつけず、あくまで侵入屋──防ぼう衛えいシステムの点てん検けんとして、侵入作戦をやっているのである。

「くそぉ……ナメやがって……！」

　城門塔の壁かべを、思い切り殴なぐった。籠こ手ての金具によって煉れん瓦がが削けずれ、粉となって落ちる。

「砲ほう手しゆを全員集めろ！　総そう員いんで四〇名にはなるはずだ。全員で城内へ突とつ入にゆうする！」

　マシューは、そう叫ぶと城門塔下にいる部下に命じた。

「城の扉とびらを開け！　急ぐんだ！」

　兵士は過か剰じように鍵かぎの施ほどこされた扉に飛びついた。が、開けることはできない。

「鍵は!?　鍵はどこにある!?」と、周りの兵士に尋たずねている。

「なにをやっているんだ!?」

　苛いらつきを隠かくさずに、マシューは怒ど鳴なった。

　そのとき、通信が入った。

《もはや鍵を開ける必要はない。城門塔の蒸気砲スチームキヤノンを玄関扉に向け……吹ふき飛ばせ》

「あ……！」

　マシューは、そんな簡かん単たんなことに気付かなかった自分を恥はじた。言われた通り、扉に砲ほう撃げきをくわえる。鋲びようと鉄板によって補ほ強きようされていた扉は、数発の砲ほう弾だんを受け、大きな音と共に弾はじけ飛んだ。

　その頃ころには、砲手として城じよう壁へき上に散っていた兵士が集まりはじめる。

　マシューは、城門塔の階かい段だんを飛ぶような速度で駆かけ下りた。サーベルを抜ぬき放ち、城内を指し示しめす。

「突入！　トレスパスを追え！」

　四〇名の兵士が、城しろのエントランスホールへと雪な崩だれ込こんでいった。




　　　　◇◇◇




　マナは二階の廊ろう下かを駆かけていた。仲間たちも後ろを走っている。

　五人の足音が、城内に響ひびき渡った。

　数名の兵士が行く手を阻はばんだが、敵てきではなかった。

「フッ──！」

　兵士の放ったボウガンの矢をジャックスが叩き落とす。

　直後、キールが鞭むちを飛ばして武ぶ器きを絡からめ取った。

「なに……？」

　兵士が慌あわてた声をあげた頃、マナは跳ちよう躍やくしていた。一足飛びに間合いを詰つめる。

　空中で、翼つばさを格かく納のうするためのバックパックから槍ランスを抜いた。回しながら振ふるとスライドして伸のびる。

「ごめんね！」

　謝あやまりながら脚あしを払はらい、倒たおれたところを槍ランスで打ち据すえた。蒸気鎧スチームギアによって増ぞう幅ふくされた槍ランスの攻こう撃げきで、全員を戦せん闘とう不ふ能のうに陥おちいらせる。

「急いで！」

　マナを追い越こすように、キールが駆けていく。

「後ろから敵本隊が来てるわ！　追いつかれたらアウトよ！」

　マナたちは、さらに足に力を込め、キールの後を追った。

　壁かべがなぜか光を放っており、内部はかなり明るかった。

「どうして壁が光ってるのかなぁ……？」

　走りながら、ファンが発した疑ぎ問もんにミンクが答えた。

「身体からだが光る怪物コが分ぶん泌ぴつする粘ねん液えきを塗ぬってあるんですわ」

　ラングヴェルト城の廊下は、像ぞうが彫ほり込まれている太い石柱とアーチを描えがく天てん井じようが印象的な美しいものだった。だが、細い廊下を全すべて埋うめ立て一本道とし、窓まども塞ふさがれている。その工事をしたためだろう。大理石張ばりの床ゆかは土に汚よごれていた。

　二階の階段を駆け上がる。

「よしっ！　残り一階！」

　ジャックスが踊おどり場から、三階へと飛び出した。真まっ直すぐな長い廊下が続いている。その右手の壁には木もく製せいの扉とびらがついており、厳げん重じゆうに施せ錠じようされていた。

「なんか嫌いやな気がするわ。隠かくれる場所が何もない。飛び道具で襲おそわれたら……」

　キールが辺りを見回しながら呟つぶやいた。ジャックスが、忌いま々いましげに答える。

「予感は的中みたいだぜ。ボウガンを持ってる。正々堂々勝負できないのか」

　前方に兵士の一いち団だんが現あらわれた。全員が、ボウガンを装そう備びしている。マナたちが近づくのを、待ちかまえていたのだろう。蒸気鎧スチームギアの装そう甲こうに包まれている腕うでを横に広げ、マナは後ろにいるミンクとキールを守ろうとした。

　だが、そのときキールが、「ファン！　お願い！」と叫さけんだ。

「わ、わかったよぉ！」

　その言葉だけでキールが何を望んでいるのか理解したファンは、今にもボウガンの引き金を引こうとしている兵士たちの前に飛び出していった。

　右前方の施錠されていた扉の鍵かぎを一いつ瞬しゆんで開錠する。

　半瞬後、ボウガンの矢が発はつ射しやされた。鏃やじりが空を切る。

　ファンは、勢いきおい良く扉を廊下側に開いた。

　マナは、ミンクとキールを抱かかえ、扉の陰かげに隠かくれる。

　扉を開くことで、それ自体を盾たてにしたのだ。木製の扉に、無数の鏃やじりが突つき立つ。

　ミンクは、扉に隠れると同時に、繭カプセルを取りだした。白い塊かたまりに亀き裂れつを入れる。

「お願い力を貸かしてね」

　出てきたのは、太いシッポを持つリス型の怪物ガルムであった。リス型怪物ガルムは、ノタノタした動きでミンクの肩かたに乗った。シッポからドングリを取り出す。

　ミンクは、目配せをした。その視し線せんの先に石像がある。

「ＯＫ！」

　マナは頷うなずいた。彼女が何をしたいのかわかったのだ。

　ジャックスも理り解かいしたのだろう。身体からだの前に剣けんを翳かざし、飛び出す準じゆん備びをする。

　ミンクは隠れていた扉から少しだけ、身体を覗のぞかせた。

　リス型怪物ガルムがドングリを投げた。狙ねらいは兵士の頭上にある石像だ。ドングリは吸すい込こまれるように直撃。石像を粉ふん砕さいした。

　突とつ然ぜん、振ふってきた石塊に驚おどろき、兵士が怯ひるんだ。

　その隙すきをついて、マナとジャックスが一息に間合いを詰める。

　ジャックスは、剣けん舞ぶを思わせるような流りゆう麗れいな動きを見せ、峰みね打うちで兵士を打ち据すえていた。その動きはあまりに素す早ばやく、剣の動きを追うことができない、時にはその閃ひらめきさえも見えないほどだ。サーベルを抜ぬく間も与あたえずに兵士を倒していった。

　マナも負けじと、槍ランスを振るう。足を薙なぎ、敵てきの武器を破は壊かいする。斬きりかかってくる敵の刃やいばを、装そう甲こうの固い腕うでで払はらいながら、蒸気鎧スチームギアによって増ぞう幅ふくされたキックを放つ。

　一〇名近い兵士がいたが、隙さえつければ、敵てきではない。

　キールが先頭になって、駆かけ出した。

「待ってよぉ。ちょっと休ませてぇ」

　荒あらい息を吐はきながら、ファンが呟つぶやいた。脇わき腹ばらを押おさえている。

「後ろから、敵の足音が聞こえてきてる。休んでる暇ひまはないぜ！　頑がん張ばれ、ファン！」

　ジャックスがファンを励はげました。ファンは眉まゆ根ねを寄よせながら、再ふたたび駆け出した。階かい段だんを昇のぼっていく。

　三階も、二階と同じような構こう造ぞうになっていた。細い廊ろう下かはふさがれ、一本道に変へん更こうされていた。敵兵士の姿すがたはない。

「この先の階段を昇れば、『君主の間』よ！」

　キールが長い廊下の先にある角を指さした。

　防ぼう衛えい側がわの一団は、まだ下の階にいるようである。

「このままなら、追いつかれる前に最上階まで行けそうですわね！」

　確かく信しんに満ちた声でミンクが言った。

「防衛隊長が倒たおせるかどうか、まだわかんないけど」

　マナがそう言うと、ジャックスは笑った。

「どんなヤツが来ても、俺おれがなんとかするよ」

「き、期待してるからねぇ。もう、ボク、ダメ。走るだけでバテちゃったよぉ」

　肩かたで息をしながら、ファンが泣き言を言った。

　先頭を走っていたキールが、ちょっとだけ振ふり返り、イジワルっぽい表ひよう情じようを見せた。

「情なさけないこと言わないの。たまには、『ボクに任まかせとけ』ぐらい言えないの？」

「だってぇ」

「冗じよう談だんよ。『君主の間』に鍵がかかってたら、開けてね」

「うんっ。それは頑がん張ばる」

　キールは、廊下の角を曲がった。そこに最上階へ至いたる階段があるはずだった。

　ところがである。

　キールは何な故ぜか、急に立ち止まってしまった。呆ぼう然ぜんと立ちすくむ。

「どうしたのよ！　キール!?」

　マナが尋たずねても、彼女は返事をしなかった。

　ただ、前を指さしている。マナは蒸気鎧スチームギアのバイザーを上げ、指さされた方を見た。

　埋うめ立てられた壁かべがあるきり。不ふ審しんな点など……

「あ……！」

　マナも、その恐おそるべき事じ態たいに気が付いた。

　キールは胸むねポケットから、小さな図面を取りだした。床ゆかに叩たたきつけるようにして、広げる。微かすかに震ふるえる指で、三階の廊下をなぞった。

「私たちが今走ってきたのが、この廊下……。間ま違ちがいない」

「どういうことなんですの!?」

　ミンクが尋ねる。

「ない！　ないのよ！」

　キールは埋め立てられた壁を手の平で叩たたいた。

「階段が……ないの！」

「なんだって!?」

　ジャックスが、驚おどろきの声をあげた。

「階段がないなんて……」

　ありえない──そう言いたげに呟つぶやいたミンクに、キールは、

「でも、事実よ……」

　目の前には、壁しかなかった。

「どうして階段がなくなってるの!?　ねぇ、どぉして？」

　青い顔をしているファンが、食ってかかるように聞いた。マナは、目を閉とじる。

「これはたぶん……罠わな……っ！」

「そう。最上階へ行くための階かい段だんを、埋うめ立てて塞ふさぎやがったのよ、アイツら！」

　キールは腹はら立だたしげに、埋め立てられた壁をブーツで蹴けった。

　勢いきおい良く首を横に振って、ミンクが否ひ定ていする。

「入り口がないお部屋があるなんて、普ふ通つうじゃありません！　それでは住んでいる方が困こまってしまいます！」

「そもそもアイツらは、ここに住んでるわけじゃないわ。ラングヴェルト城じようは廃はい城じよう。どんなに住みづらく改かい造ぞうしても困りはしないのよ！」

「でも、私たちに……トレスパスに依い頼らいをしてきたんですのよ!?　侵しん入にゆう屋やは、お住まいの方や大切な物が守れるようにアドバイスするのが仕事ですのに！」

　なおも言い募つのるミンクに、キールは呻うめくように答えた。

「エードル卿きようには関係ないってことよ。私たちを陥おとしいれることができれば、それで……」

　ジャックスは小さく歯は軋ぎしりをした。

「だからって……ここまでやるか？」

　マナは目を開き、侵入屋の存そん在ざいそのものを嘲あざ笑わらうかのようにそそり立つ壁を睨にらんだ。

「これは……ズルすぎるでしょ!?」

　マナは、壁にランスを突つき込こんだ。続けざまに、数すう撃げき加える。

　しかし、若じやつ干かん傷きずがついただけ、壁は崩くずれるようすはなかった。

　ジャックスも大たい剣けんを振るい、幾いく度ども斬きりつけた。石せつ塊かいがぼろりと落ちたが、崩すには至いたらない。

「くそっ！　壊こわすには相当時間がかかるぜ」

　ジャックスは、剣の柄つか頭がしらで壁を殴なぐりつけた。

「他に上に行く方法はないのか!?」

「最上階に昇のぼるには、階段を使うしかないわ……」

　キールは浅黒い秀ひいでた額ひたいに浮ういた汗あせを拭ぬぐいながら、続ける。

「ラングヴェルト城の内部は一本道。ここは完全な袋ふくろ小こう路じよ……。後ろからは、防ぼう衛えいの本隊が迫せまってる……」

「あうぅう。このままじゃ……」

　ファンが呆ぼう然ぜんとしたようすで、その場にへたりこんだ。少女めいた顔をすっかり青ざめさせ、今にも泣き出しそうに歪ゆがませている。

　キールは再ふたたび汗を拭ぬぐった。その汗は走ってきたためにかいたのではなく、冷や汗なのだろう。彼女は汗を拭いざまに髪かみを搔かき上げると、何かを考えるように、こめかみを指先でつつくような仕し草ぐさをした。

「なんとか脱だつ出しゆつして、策さくを立て直さなきゃ」

「逃にげるって、どこから？　どうやって!?」と、マナ。

「窓まどから外に出てはどうでしょうか？」

　ミンクの案はキールが却きやつ下かした。

「無理よ。分ぶ厚あついコンクリートでふさがれてる。壊こわしている間に追いつかれちゃうわ」

「ここで敵てきを迎むかえ撃うったらどうだ？」

　ジャックスの考えも、キールは否定した。

「それも不ふ可か能のう。敵が砲ほう手しゆも含ふくめた全兵員を動員してるとしたら、四〇人近い数の兵士が追ってきてる計算になるわ！　隠かくれる場所すらないこの場所じゃ、相手はできない！」

　声を荒あららげるキールに、ファンがおずおずとした調子で、

「でも……、降こう参さんしちゃうのは、ボク嫌いやだからねぇ」

「もちろん、リタイヤなんかしないよ。してやるもんか」

　マナは言った。

　こんな卑ひ怯きような罠を仕し掛かけてくる相手に、絶ぜつ対たい降参なんかしたくなかった。

　そのためには、この苦く境きようから脱さなくてはならない。

「兵士のみなさんの足音が近づいてきてます！」

　ミンクは後ろを振ふり返った。兵士はまだ三階に至いたってはいないが、時間の問題だろう。

　そのときキールは、何かに気付いたように三階の図面を指さした。

「そうだわ！　ここに逃げ込みましょう！」

　彼女が指さしていたのは、金庫室だった。廊ろう下かの途と中ちゆうにある部屋、その奥おくに分厚い扉とびらを持つ金庫室が設しつらえられている。

「そこから脱出できるの!?」

　マナの問いに、キールは首を振った。

「立て籠こもって時間を稼かせぐだけよ！」

「そんな!?　それじゃ意味ないじゃん！」

　詰つめ寄よりそうになったマナに、キールはピシャリと言った。

「このままじゃ確かく実じつに全ぜん滅めつする！　時間を稼いで、その間に打開策さくを考えるわ！」

　兵士たちが近づいてくる音が聞こえる。

「言い合ってる時間はない！」

　ジャックスの言葉に弾はじかれるように、マナたちは廊下を駆かけ戻もどった。

　長い廊下の先、鎧よろいを着けた兵士たちが駆け上がってくるのが見えた。走りながら、先頭の兵士がボウガンを構かまえる。

　ファンは施せ錠じようされた扉に飛びつき、難なんなく開けた。

　マナたちは転がるように、扉の中に雪な崩だれ込む。

　ビィィィン──弦げんを弾はじくような音を立て、矢が床ゆかに突き立った。そこはマナが一いつ瞬しゆん前まで立っていた場所だ。

　部屋の中は、金庫室の前室となっていた。まったく飾かざり気のない真っ白な壁かべを持つ大きな直方体だ。その一番奥に金きん属ぞく製せいの扉が鎮ちん座ざしていた。

「ファン！　開けて！」

　キールが言うまでもなく、ファンは一ひと抱かかえもあるダイヤルを、慎しん重ちように回しはじめている。

「これだけ分厚い扉なら、すぐに破やぶられるってことはなさそうだな」

　ジャックスは古びた金庫の扉を見上げた。錆さびは浮いているものの、頑がん丈じようそうだ。

「早くしてよ、ファン！　追いつかれちゃうわ！」

　後ろを振り返りながら、キールが急せかした。

「任まかせてよぉ。このタイプは……古い金庫だからぁ……開けるのは、簡かん単たんなんだ……」

　大きく息を吐はきながら、彼は手を動かす。その手が、小こ刻きざみに震ふるえていた。

　彼のようすを見て、ジャックスが声をかけた。

「どうしたんだ？　ファン」

「なんだか、元気がないですわ……？」

　ミンクも恐おそる恐るといったようすで、ファンの顔を覗のぞき込こむ。

　いつものファンなら鍵かぎのかかった扉を前にすれば、普ふ段だんのヘナチョコぶりが消え、目つきも鋭するどくなるはずなのだ。

「あはは、寒いからだよぉ。やっぱり……雪国だねぇ」

　ファンは微かすかに笑ったが、瞳ひとみは酷ひどく虚うつろだった。唇くちびるは紫むらさき色いろに変色している。ダイヤルを回す右手の震えが止まらないようだ。

　左手は、脇わき腹ばらに添そえられていた。血ち糊のりで汚よごれてしまった辺りを押おさえている……

「ファン……!?」

　マナは驚おどろきの声を上げた。血糊で汚れたと思われていた染しみが、大きくなっていたのだ。制せい服ふくのジャケットだけではなく、ズボンにも赤い染みが広がっている。

「それ、血糊じゃない……？　まさか、ホントに……撃うたれてた……の？」

　マナが問うと「ん」と、ファンは小さく頷うなずいた。

「変な冗じよう談だんは……やめてよ」

　マナはそう言いつつも、ファンの言葉が冗談でないことは、彼のようすからわかっていた。思わず、マナは自分の口元に手を当てる。

「なんで黙だまってたんです!?」

　ミンクの言葉に気弱な錠前師ロツクマスターの少年は、女の子のような笑えみを浮かべた。

「痛いたいのは嫌いやだけどぉ……、トレスパスがなくなっちゃうのはもっと嫌だからだよぉ」

「ヘナチョコなくせに、なに頑がん張ばってるのよ!?　アンタは恐こわがって、逃にげ回ってればいいの！　そしたら私だって別のプランを……！」

　キールの言葉は、まるで責せめるかのようなものだった。怪け我がをしたファンに気付かずに、作戦を続行してしまった自分に対する怒いかりの言葉のようにも聞こえる。

「あはは……ごめんね。だけど、ボクにだって、逃げちゃダメな時ぐらい……わかるよ」

　ファンは失いそうになる意い識しきを懸けん命めいにとどめながら、右手を動かしダイヤルを回した。微かすかな物音を頼たよりに、内部のシリンダーバーを落としていく。

　兵士の足音が、すぐそばまで迫せまっていた。

　だが、ファンは焦あせることなく、手を震わせながらも、確かく実じつに鍵を開けていった。

　ふいに、ファンが目を閉とじた。その場にゆっくりと倒たおれ込む。

「ファン！」

　ジャックスが、小さな身体からだを支ささえた。

　錠前師ロツクマスターの少年は、微笑ほほえみながら親指を立てる。

「開いたよ……」

　キールが金庫のハンドルに飛びつき回した。力ちから任まかせに引っ張ぱる。マナも手伝った。

　金属製の分ぶ厚あつい扉とびらが、鈍にぶい軋きしみとともに開いた。

「ここだ！　ここに逃げ込んだぞ！」

　金庫室前室の扉の前に、兵士が現あらわれた。仲間を呼よび込んでいる。

　その言葉を背せ中なかで聞きながら、マナたちは金庫室の中に転がり込んだ。

「マナ！　槍ランスをハンドルに突つっ込んで！　それが回らないようにすれば、外からは開けられないから！」

　辛つらそうな息の下、ファンが大きな声で言った。

　マナはもう一度全力を込めて金属扉を引いて閉しめると、言われた通りにした。円形のハンドルの隙すき間まに、槍ランスを突っ込んで、回らないようにつっかい棒ぼうをする。

「灯あかりを！」

　キールが言った。金庫室の中は暗かった。

　慌あわてて、ミンクは繭カプセルを取りだした。灯り取り用の鳥型怪物ガルムアリパネラを出しゆつ現げんさせる。

　浮うかび上がった金庫室内部は、前室と同じように飾り気がなかった。コンクリート製の箱のようである。整理用のキャビネットが壁かべ際ぎわに置かれているが、装そう飾しよく性せいは皆かい無むだ。

　非ひ常じように狭せまく、五人がようやく座すわることができるぐらいの広さしかなかった。

「出てこい！　コノヤロウ！」

「逃げるつもりか!?」

　兵士たちは、汚きたない言葉で罵ののしりながら、扉をガンガンと殴なぐりつけている。

　その喧けん噪そうを無む視しし、ジャックスは慣なれた手つきで、ぐったりしたファンのジャケットを脱ぬがした。

「傷きず口ぐち、見るぞ」

　白く細いファンの身体からだが露あらわになる。脇腹に、赤い花が咲いたように裂れつ傷しようができていた。

「ひどい…………」

　ミンクは目を背そむけた。

「弾たまがかすったんだな……。痛いたかっただろうに……」

　ジャックスは汗あせで額ひたいに張りついているファンの栗くり色いろの髪かみを搔かき上げ、キールが差し出したハンカチで、傷口を拭ぬぐった。

「あ……ぅ……」

　ファンは痛みに身をよじった。白いハンカチが、みるみる血に濡ぬれていく。

「弾が身体の中に残ってるわけじゃないが……」

　ジャックスは歯は軋ぎしりをして、目を伏ふせた。

「弾はないけど、なんなのよ!?」

　イライラしたように聞くキールに、ジャックスは目を伏せながら答えた。

「……出血が酷ひどい」

「大だい丈じよう夫ぶだよぉ」

　ファンは笑ってみせたが、ジャックスは首を横に振ふった。

「大丈夫だ……俺おれの昔の仲間たちは、みんなそう言って……死んでいった」

「平気だったら……くぅッ！」

　そう言ってファンはまた笑おうとしたが、痛みが走ったらしく顔を歪ゆがめた。

「手当てをします」

　ミンクが繭カプセルを取りだし、切れ目を入れた。緑色に輝かがやくネバネバとした怪物ガルムが現れた。

「すぐに治なおる？」

　ファンの問いにミンクは、

「ダメです……。この怪物コ、クラーメは、血止めぐらいならばすぐにできますが、大きな傷の修しゆう復ふくには、数日かかります」

「数日……」

　呆ぼう然ぜんとしたように、キールは呟つぶやいた。

「はい。それに残念ながら、失われた血は元に戻もどせません」

「キチンとした病院で手当てしなくちゃ……」

　ファンの命は危あぶないってこと？　マナはそう続けようと思ったが、口にできなかった。

　ジャックスがキールを見上げた。

「この場所に立て籠こもろうと言ったのは、時間稼かせぎをするためだろ？」

「そう。『敗北』までの時間を一秒でも引き延のばして、その間に逆ぎやく転てんの策さくを考えようって思ったの」

「だけど……時間を稼ぐってのは無理だ」

　彼の腕うでの中には、ファンがぐったりと横たわっている。

「じゃ、他ほかに方法があったとでも言うの!?」

　キールが声を荒あららげる。ジャックスは首を横に振った。

「事実を言っただけだ！　この状じよう況きようを早く脱だつしないとヤバイ！」

「そんなことは……わかってる！」

　ふいに、金庫室を殴っていた兵士たちの喧噪がやんだ。

　マナは分ぶ厚あつい扉とびらに近寄より、耳を澄すましてみる。偉えらそうな口調で兵士たちに指し示じをしている男の声が、微かすかに聞こえてきた。

「兵士が全員集まったみたい。リーダーっぽい人が、仕切ってるよ」

「金庫室は包囲されたってことね」

　ジャックスはキールに質しつ問もんをした。

「なにか突とつ破ぱするプランはないのか？」

「あればやってるわ。……なにか考えなきゃ」

　ミンクはファンの傍かたわらに座すわると、緑色に輝くアメーバ状の怪物ガルムを手に取った。

「ファン、クラーメの粘ねん液えきは、少し染しみます。ごめんなさい」

　ファンは小さく頷うなずき、目を固く閉とじた。緑色の粘体をファンの傷口に這はわせる。

「あ……ぐ……ああ……ッ！」

　マナも以前、空くう賊ぞくと戦った後、同様の治ち療りよう法ほうで傷を癒いやしたことがあった。泣き叫さけびそうなくらいクラーメが染みたことを覚えている。

「く……ぅ……はあっ！」

　けれどファンはジャックスの腕うでにしがみついて、必死に痛みを堪こらえていた。ジャックスの腕に爪つめを立て、歯を食いしばって声を上げないようにしている。

　蒸気鎧スチームギアの首元のバックルを外し、マナは兜かぶとを外した。

　キールと目が合う。彼女は細い眉まゆを寄せて、悲しそうな顔をしていた。

「ねぇ、キール……」

　マナが呼よびかけると、彼女は「うん……」と小さく頷うなずき、苦しみに悶もだえるファンを見下ろした。彼の呼こ吸きゆうは荒あらく不ふ規き則そくである。顔は、まるで死人のように蒼そう白はくだ。

「ここでファンを失うわけには……いかないわ」

　マナも同じことを考えていた。

（ここで、大切な仲間を失うくらいなら、降こう参さんをする方がいい……）

　そのとき、苦く痛つうに表ひよう情じようを歪めながらも、気弱な錠前師ロツクマスターは声を上げた。

「ボク……イヤだからね……」

　ファンは激はげしい痛みに耐えかね、ぽたぽたと涙なみだを流している。けれど、その口調はいつになく強いものだった。

「ボクのせいで、降参なんて……イヤだからね……。そしたら、一生後こう悔かいするよぉ」

「ですがファン、無理をしたら本当に命に関かかわりますっ！」

　ミンクがそう言ったが、ファンは涙を拭ぬぐおうともせず、首を横に強く振った。

「今回のミッションは、いつものとは違ちがうんだよぉ？　負けたら、倒とう産さんしちゃうんだよ!?　そんなのイヤだよぉ！」

　その言葉を聞いて、マナは開きかけた口をきつく結んだ。唇くちびるを強く嚙かむ。

　ファンの気持ちも、痛いほどにわかった。マナが彼の立場だったら、同じことを言ったと思う。自分のために降参されたら、きっと自分が許ゆるせないだろう。

「……なんとか策を考えるわ」

　キールは溜ため息いきをつくと、横たわっているファンの傍かたわらに膝ひざをついた。優やさしい笑え顔がおを浮うかべて、汗あせに濡ぬれているファンの額ひたいを拭った。

「ヘナチョコのアンタが、ここまで頑がん張ばったんだからね。お姉さんに任まかせておきなさい」

「ゼッタイだよぉ？　ボク、いっつもキールにはダマされちゃうからなぁ……」

　痛みを懸けん命めいに堪えて、ファンは明るい口調で言った。

　その姿すがたは、とても痛々しかった。

　マナは胸むねをキュッと締しめつけられる思いがした。さらに唇を強く嚙む。血の味がしたけれど、やめなかった。

　ファンの身体からだのことを考えたら、今すぐにでも降参しなくてはならない。

　でも……、降参はできない……

（どうしたら……？　どうしたらいい？）

　マナは目を閉とじ、手を強く握にぎりしめる。蒸気鎧スチームギアの関節が軋きしみをあげた。




　　　　◇◇◇




「金庫室に立て籠もりました」

　金庫室の前室に兵士たちを率ひきいて到とう着ちやくしたマシューは、籠ケージを使ってリゲルに報ほう告こくした。

　リゲルの仕し掛かけた最後の罠わな──いや、罠というにはあまりにも単たん純じゆんすぎる策さくによってトレスパスは金庫室に逃にげ込こんだのだ。

「扉とびらを破やぶりますか？」

　マシューが尋たずねると、リゲルは返答した。

《そのまま包囲しておけ。最悪でも一時間もすれば出て来るはずだ》

「一時間？　何な故ぜです？」

《酸さん素そだ。内部の酸素は、そう長くはもたないだろう》

「なるほど……！」

《酸欠の事実に気が付いたトレスパスは、決死の覚かく悟ごで飛び出して来るしかない。そうなったら、直ちよく接せつ、交戦できるな》

　交戦できることが喜ばしいというような口くち振ぶりであった。マシューがトレスパスと一度も刃やいばを交えずに敗戦したことを、リゲルも知っているのだろう。

「今度こそ、この手で仕し留とめてみせます」

《トレスパスが降参してくるという選せん択たく肢しもあるが……、聞かなかったことにしてしまえ。証しよう人にんは誰だれもいないのだからな。出てきたら、降参を口にする前に……殺せ》

「わかりました。待機します」

　マシューは嬉うれしそうに笑うと、部下たちに、いつトレスパスが飛び出して来ても良いよう注意を喚かん起きしながら、待機を命じた。

　幾いく度ども裏うらをかかれ、煮にえ湯を飲まされているトレスパスに、ついに吠ほえ面づらをかかせることができるのだ。

　怪物ガルムを狩かる狩人かりうどのような気分になってマシューは、金庫室の扉を睨にらみつけた。

（獲え物ものが巣穴から飛び出してくるのは、もうすぐだ。焦あせるな。それまで、待つんだ）




　　　　◇◇◇




　虚うつろなほどに、静かだった。マナたちが出発した後の教会は、まるで死んでしまったかのような静せい寂じやくに包まれている。

　レイヴァは、自室にいた。窓まど辺べに寄より添そい、外を眺ながめている。金属義体メタルボデイはほとんど動かなかった。バングルから離はなれすぎると、金属義体メタルボデイはその動きを止めるのだ。

　時折吹ふく風が、銀ぎん髪ぱつと彼の左手の中にあるものを揺ゆらした。白銀色の可か憐れんな花びら同士が触ふれあって、微かすかな金きん属ぞく音おんを立てる。

　それは、花はな束たばだった。

　吸きゆう血けつ鬼きである彼は、生花に触れることができない。枯からしてしまうのだ。

　だが、その花束は枯れることはなかった。鋼こう鉄てつによって作られた花なのだ。昔、レイヴァが初めてミッションに加わったお祝いにと、マナがくれたものであった。

『吸血鬼になってから、花にさわってないでしょ？　だから、喜ぶかなぁと思って……』

　彼女はそう言って、屈くつ託たく無く笑っていた。

　レイヴァは、白銀色に輝かがやく花びらを見つめた。

　六輪の花々は、美しく咲さいている……一輪だけを除のぞいて。

　マナたちと出で逢あい仲間になりたいと言われた当初、レイヴァは戸と惑まどっていた。彼女たちとの関係は、吸血鬼として忌いみ嫌きらわれて来た自分にとっては、心地ここちよかった。だが、人間による酷ひどい裏切りの果はてに絶ぜつ望ぼうを見たレイヴァには、その心地よさが恐おそろしかったのだ。

　信じれば、再ふたたび裏切られるかもしれない──そう考えた彼は、花束を握にぎりつぶした。手の平に突つき刺ささる鋼鉄の花びらの痛いたみで、胸に宿る心地よさを忘わすれようとして。
















　だが、その後もマナはレイヴァを必死に仲間として扱あつかおうとした。同じ侵しん入にゆう屋やとして、一いつ緒しよにやっていこうと笑い続けた。

　やがては、レイヴァも、マナと共に生きていっても良いような気持ちになっていた。

　しかし、今は──

　マナたちが信じられなくなっていた。

　信じられないけれど、信じたい気持ちもあった。

　だから、レイヴァは握りつぶした鋼鉄の花束を、少しずつ直していたのだ。自分の手で。

　人間を信じたくないがために握りつぶした花を。

　人間を信じたくて、直していた。

　この二か月で五つの花を直すことができていた。

　悲しく萎しおれている花は、ひとつだけ──




　遠い記き憶おくの向こう。

　萎れた花を見つめ、泣きそうな顔をしている少女の姿すがたを思い出した。

　アリシア──王であった頃ころのレイヴァが恋こいをしていた、花売りの少女だ。

　レイヴァは、隣りん国ごくの脅きよう威いから自らの治める国を守るため、地じ獄ごくの苦く痛つうに耐たえて吸血鬼にその姿を変えた。そして隣国の王を倒たおし、国を救うことに成功したのだ。

　だが、人外の力を手に入れた王を恐れ、レイヴァは王の座を追われた。信じていた家臣や国民を相手に手を出せぬまま、殺されそうになっていた。

　自分を信じてくれたのは、アリシアただ一人であった。

『あたしの血を吸すっていいよ。レイヴァのこと信じてるから、好きだから……恐こわくないよ。あたしもあなたの仲間になる……二人で暮くらそう』

　アリシアは、自らの血を与あたえて傷きずついたレイヴァを死の淵ふちから救ってくれたのだ。吸血鬼は、生命力をやり取りすることができる怪物ガルムである。人が食事を通して生命力を得る代わりに、直ちよく接せつ血を吸うことで生命力を奪うばうことができる。事実、隣国の王は生命力を奪われてミイラのようになり、崩くずれ果てた。

　だが血を吸った直後に、吸血鬼の血を飲ませれば、眷けん属ぞくとすることができる。

　レイヴァはアリシアに血を吞のませ、彼女も吸血鬼としたのである。

　その後、二人で逃にげた。共に、暮らすために──




『死』を体験した直後のアリシアは酷ひどく弱っていた。そのため国こつ境きよう近くの山小屋で一夜を明かそうと考えた。

　アリシアは、弱った身体からだで懸けん命めいにレイヴァのためにスープを作ってくれた。

　暖だん炉ろの火が、食しよく卓たくにつく二人を照らす。

　食の進まないようすのレイヴァに、アリシアは言った。

「王様をやめることになって残念だね」

　その言葉は意外であった。王であることは、アリシアとの関係において障しよう害がいでしかなかったのである。王であると明かしたのは、出会って随ずい分ぶんたってからであったが、当初は王であることが苦く痛つうであると、彼女に愚ぐ痴ちばかりこぼしていた。

　それに王という座になければ、こうして吸血鬼に身を窶やつすこともなかったのだ。

　だが、アリシアは笑え顔がおを浮うかべる。

「『王様』をお仕事って言って良いのかわからないけれど……、好きになってたでしょ？　王様の仕事」

「……王であることは苦痛でしかなかったよ」

「もうっ、やっぱりレイヴァって素す直なおじゃないよね？　大好きだったはずだよ。……吸血鬼になっても良いって思うくらいに」

「別に、好きではない」

　レイヴァの答えを聞き、アリシアは笑った。

「あたしは、花売りでいられなくなっちゃって残念だな……」

　アリシアは、花か瓶びんにささっていた花を手に取った。山小屋の持ち主が生けたのであろうか、白く可愛かわいらしい花が飾かざられていた。

　アリシアは花を見つめた。その手の中で、白い花は悲しく萎しおれる。

「すまない……」

　レイヴァが謝あやまると、アリシアは微笑ほほえんだ。

「どこか遠い国まで二人で逃にげて、そこで暮くらそう。新しい仕事もはじめなきゃね。なにか楽しくてやりがいのある」

「吸きゆう血けつ鬼きは、血を吸うのが仕事だろう」

「それじゃ、本当の魔ま物ものになっちゃうでしょう？」

　そして、スープを一口すくって飲んだ。生命力の落ちている彼女には、強い人血への渇かわきがあるはずだ。美お味いしいとは感じられないだろう。

　しかし、彼女は歓かん声せいをあげた。

「うんっ。我われながら、天才的だわ。とっても美味しい！」

　一口、二口。スープをすくっては、アリシアは口へ運んだ。「美味しい、美味しい」と、笑いながら。

　レイヴァも、スープを飲んだ。腹はらが満たされることも、喉のどの渇きが潤うるおされることもない。

　しかし、胸むねがいっぱいになった。

　心の渇きが癒いやされた。

「美味しいよ」

　レイヴァは微笑みながら頷うなずいた。

　アリシアも、笑みを浮うかべる。

「でしょ？　これなら、二人で暮らしていけるね。生きていけるね」

　満面の笑みを浮かべながら……、アリシアは泣いていた。

　涙なみだが、笑顔を伝う。

　流れて落ちた涙の粒つぶが、枯かれ果てた白い花びらの上で、弾はじけて、消えた──




　それはアリシアが、人間どもの罠わなにかかり捕つかまる前夜、数少ない幸せな記き憶おくだった。

　レイヴァは手の中の鋼こう鉄てつの花束を見つめる。

　一本だけが萎れた、六輪の花束を。

「アリシア……私は……どうしたらいい？」

　吸血鬼は、迷まい子のように呟つぶやいた。酷ひどく苦しそうな、悲しそうな口調であった。

　マナが出かける間ま際ぎわに発した言葉が、脳のう裏りにリフレインする──

『もし、失敗しちゃったら、借金踏ふみ倒たおして、遠い国にでも行って……、そこで新しい仕事はじめよ！　レイヴァも好きになってくれるような、やりがいのある、楽しい仕事！』

　奇くしくも、その言葉は……

　手の中で鋼鉄の花束が風に吹ふかれて、静かな音を立てた。
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　立て籠こもって四〇分が経けい過かした頃ころ、光を発している鳥型怪物ガルムアリパネラが明めい滅めつをはじめた。アリパネラは弱ってしまったように、首を羽の中にしまうような仕し草ぐさをする。

「なにが起こったんだ？」

　ジャックスがミンクに尋たずねた。

「わ、わかりません」

　彼女は、戸と惑まどったような表ひよう情じようを見せながら、光り輝かがやく怪物ガルムの羽に触れた。

「普ふ段だんなら、こんなことには……？」

「ねえ、みんな……」

　キールは、鋭するどい目つきで辺りを見回す。

「なんだか息苦しくない？　それに頭が痛いたいわ」

　言われて、マナも自分の呼こ吸きゆうが浅く激はげしくなっていることに気付いた。頭がぼんやりとしていて、時折刺さすような頭ず痛つうと目眩めまいを感じる。壁かべが迫せまってくるかのような強い圧あつ迫ぱく感かんも覚えた。この場所から逃にげ出したくなるような、そんな気分だ。

「これって一体……？」

　蒸気鎧スチームギアの籠こ手てを口元に当てながら、マナは言葉を漏もらした。

　そこでキールが悔くやしそうなようすで、

「ヤツラが金庫室の扉とびらを破やぶろうとしない理由がわかった……。酸さん欠けつよ！　私たちが出て行かざるを得ないこと、わかってたんだわ！」

「酸欠……っ!?」

　金庫室の中、マナは見えない空気に目を凝こらすように視し線せんを走らせた。

「狭せまい密みつ閉ぺい空間に五人の人間と怪物ガルム……四〇分も経たてば酸欠になるには十分でしょう？」

　狭い工こう房ぼうの中で酸欠になってエンジニアが死んでしまった事じ件けんを、マナはいくつも知っている。頭痛や目眩は、二酸化炭たん素そ中毒の紛まぎれもない症しよう状じようであった。

「鳥型の怪物ガルムたちは、空気の変化に弱いですから……」

　弱ったように明滅を繰くり返すアリパネラを、ミンクは撫なでた。

「これで、立て籠もっているわけにもいかなくなったってわけか……。万ばん事じ休きゆうすだな」

　ジャックスはファンの額ひたいを撫でて汗あせを拭ぬぐってやると、キールに問う。

「なにか、策さくは？」

　彼女は首を横に振ふった。

「ダメ。これというプランはない」

「でも、なんとかしなきゃ……！」

　マナが詰つめ寄よると、キールは苦く渋じゆうに満ちた表ひよう情じようで口を開いた。

「……階かい段だんを埋うめ立てている壁かべを破る方法がないわけじゃないわ」

「その方法ってなに!?」

　マナも立ち上がると、キールに尋たずねた。

「アンタが作ったマシンを使うの」

「クロウラー？」

　雪崩なだれと一いつ緒しよに滑かつ落らくして、城じよう壁へきを破るために使用した蒸じよう気き機き械かいだ。城の裏うら手てに乗り捨すててある。クロウラーのドリルを使えば、壁に穴あなを開けることはできそうである。

「あの機械、階段は昇のぼれるのか？」

　ジャックスの問いに、マナは真しん剣けんな顔で頷うなずく。

「無理すれば昇れるよ！　キャタピラ駆く動どうだし！　階段そんなに急じゃなかったから！」

　マナは暗くら闇やみの中で光を見つけたような気持ちだったが、キールは相変わらず浮うかない顔をしていた。

「……まだ、問題があるのよ。ここから一階まで、無事に辿たどり着く方法がないわ。金庫室を包囲してる兵士たちを切り抜ぬけていく方法が……」

　黙だまったままマナは髪かみを搔かき上げ、蒸気鎧スチームギアの兜かぶとを装そう着ちやくした。顎あごの下のバックルを留とめる。

「なにする気よ、マナ」

　バイザーを上げて、マナはキールを見つめた。強い口調で決意を伝える。

「あたしが行って、クロウラー取ってくる！」

「一人で!?」

　驚おどろきの声を上げたキールに、

「あたしが外に出るとき、金庫室の扉とびらが一回だけ開くから、多少の換かん気きはできるでしょ？　ファンと一いつ緒しよにここで待ってて！」

「四〇人近い兵士が手ぐすね引いて待ちかまえてるのよ!?　突とつ破ぱできるの!?」

「わかんない……だけど、他に方法がないんなら行くしかないでしょう!?　諦あきらめるわけには……倒とう産さんさせるわけには、いかない！」

　ジャックスが抱だいていたファンをそっと床ゆかに降おろした。そして、大たい剣けんを鞘さやから抜ぬき放つ。

「俺おれも行く」

　だが、マナは手を挙あげて、ジャックスを制せいした。

「ううん。ジャックスは残って！」

「どうしてだよ!?」

「敵てきが放ってくるボウガンの攻こう撃げきに耐たえられるの、鎧よろいを着けてるあたしだけだから」

「だけど、マナ一人に行かせるわけには……！」

「お願いだから！」

　ジャックスは太い眉まゆを寄せ、苦しそうに表情を歪ゆがめた。

「嫌いやだ。一人では行かせられない」

「だけど、それでも、あたし一人で行くよ」

「マナ！」

「開けた金庫室の扉を、閉しめる人が必要なんだよ。ジャックスにしかできない」

「…………」

　ジャックスは歯を食いしばった。マナの手を摑つかんだかと思うと、引っ張ぱって抱だき寄せた。鎧の上から抱き締しめられたから彼の感かん触しよくはわからなかったけれど、その温あたたかさを感じたような気がした。

「ジャックス……？」

「いいか？　絶ぜつ対たいに死なないでくれ。マナがやられるようなことがあったら、俺は一生悔くやむことになる。自分を責せめながら暮くらすことになる……昔みたいに」

　昔みたいに、というのは入社前のことを言っているのだろう。

　ジャックスから身体からだを離はなすと、マナはあえて笑ってみせた。

「心配しないでよ！　キールがいつも言ってるじゃん。あたしみたいなタイプは、殺しても死なないって」

　キールは微かすかに笑った。

「そうね。アンタは、なんだかんだ言ってもしぶとく生き残るタイプだわ。けどね……」

　真ま面じ目めな顔になって彼女は続ける。

「危あぶなくなったら、すぐに降こう参さんして」

「もし、マナに何かあったら……私、もの凄すごく怒おこりますよ。一生、許ゆるしてさしあげませんからっ」

　ミンクが眼鏡めがねの下の瞳ひとみに涙なみだをいっぱい溜ためていた。

「うんっ。約束するよ」

　マナは、金庫の扉とびらの前へと向かった。

　ジャックスが傍かたわらに立つと、差し込んであった槍ランスを引き抜ぬき、マナに渡わたす。彼は大たい剣けんを、逆さか手てに持ち替かえた。マナが出ていった後、槍ランスの代わりに剣を差し込んで、ハンドルを固定するつもりなのだろう。

　ジャックスは、蒸気鎧スチームギアの兜かぶとをコツンと叩たたいた。髪を搔かき混まぜるように撫なでてくれる、いつもの動作の代わりみたいに。

　けれど彼の表情は、心配そうに歪ゆがんでいた。安心させたくて、ジャックスの胸むねを手の甲こうで叩いた。

「行ってくるよ」

　そう言うと、マナは兜のバイザーを降ろした。

　ジャックスは、勢いきおい良く扉のハンドルを回す。鈍にぶい音を立てて、扉が開きはじめた。

　マナは薄うすく開いた隙すき間まから、滑すべるようにして金庫の前室に飛び出す。

「来たな」

　オレンジ色の羽根飾かざりをつけたリーダーらしい大おお柄がらな男──副隊長として名前が書かれていたマシューだろう──が、腕うで組ぐみをしながら立っていた。戦士然とした角かく張ばった顎あごと獅し子し鼻ばなが特徴的な、凶きよう暴ぼうな面相の持ち主である。

　彼の前には、ボウガンを持った兵士たちが三重に横に並ならんで展てん開かいしていた。その後ろには、天てん井じように兜を擦こすりそうなぐらい巨きよ大だいな蒸気鎧スチームギアが二体控ひかえている。

　兵士との距きよ離りは五メートルほど。行く手を完全に塞ふさいでいる。

　思わず、マナは生なま唾つばを飲み込こんだ。

「お前一人か？」

　マシューが口元に笑えみを浮うかべながら尋たずねた。

「そうだよ」

　槍ランスを構かまえながら、マナは答える。

「お前は、トレスパスのエンジニアだな。空飛ぶ列車を作った」

「……だから？」

「あの時の恨うらみは忘わすれていないぞ。実に屈くつ辱じよく的てきだった。あんな汚きたない手を使いやがって」

「汚い手!?　汚い手って言った!?　アンタたちの方が、ずっとズルイじゃない！　階かい段だんを埋うめちゃうなんて！」

　マナは、槍ランスで床ゆかを突ついた。怒いかりのためか、顔がもの凄すごく熱くなる。血がたぎっているようだ。

「効こう果か的な防ぼう衛えい手しゆ段だんだろうが」

「どこがよ!?　自分が守るべき人を閉とじこめとくつもり？　それでもアンタは警けい備び兵？」

「ふんっ。もうお前たちもわかっているだろう？　これはお前らをいたぶるためのゲームだ。守るべきものなど、何もない」

「…………」

「小こ賢ざかしい手を使って我わが主あるじに恥はじをかかせたから、こんなことになったんだよ。侵しん入にゆう屋やだかなんだか知らないが、素す直なおに負けておけば良かったんだ」

　マシューは声を上げて笑った。控ひかえている兵士たちも、ニヤニヤしている。

　悔くやしくて、マナは強く奥おく歯ばを嚙かんだ。侵入屋という存そん在ざい自体を笑われている気がした。

「……アンタたちには、なにかを守る資し格かくなんてない！」

「ハッ……我われ々われは幾いく度どとなくエードル卿きようやお屋や敷しきを賊ぞくからお守りしてきた！　強ごう盗とうまがいの輩やからにとやかく言われる筋すじ合あいはない」

　マシューはサーベルを抜ぬき、マナの方へ切っ先を向けた。

「俺は、女だからと言って容よう赦しやはしない……だが、床ゆかに這はい蹲つくばって許ゆるしを乞こうなら、降参を認みとめてやってもいいぞ？　無む論ろん、我が主の前でも同じように平へい伏ふくしてもらうがな」

「降参なんか……するもんかッ！」

　槍ランスを振ふり上げながら、マナは跳ちよう躍やくする。

　マシューは、口元に小さな笑みを浮かべると──呟つぶやくように言った。

「撃うて」

　空中のマナに向け、ボウガンの引き金が引かれる。矢の嵐あらしが、マナに向けて吹ふきつけた。

　蒸気鎧スチームギアの装そう甲こうが、凄すさまじい火花を上げて、矢を弾はじき飛ばす。

「効きかないよ！　そんなもの！」

　金庫室にも聞こえるように、マナは怒ど鳴なった。

　兵士の中に着地しざま、槍ランスを大きく振ふり回した。蒸気鎧スチームギアによって増ぞう幅ふくされた力を最さい大だい限げんに用いて、一度に数人の兵士を吹き飛ばす。

「ハアァ──ッ！」

　槍ランスを振りかぶって、マシューの肩かたに渾こん身しんの一いち撃げきを加えようとした。

　だが、彼はサーベルを抜くと、マナの攻こう撃げきを凄すさまじい膂りよ力りよくで受け止める。

「殺せ！」

　マシューが叫さけぶ。マナの背せ中なかに、強い衝しよう撃げきが走った。数人の兵士が力任まかせにサーベルを叩きつけたのだ。刃やいばは貫かん通つうしなかったが、反動で身体からだが揺ゆさぶられる。

「く……っ！」

　よろめいたマナの耳に、風を切る音が届いた。顔を上げる。

　敵てきの蒸気鎧スチームギアの拳こぶしが迫せまっていた。すくい上げるようなアッパーカットが、屈かがみ込んだマナの胸むねの辺あたりに炸さく裂れつした。

　ガードする間もなく、マナは直撃を受けて吹っ飛んだ。壁かべに背中を打ちつけたらしく、息が詰つまる。手放してしまった槍ランスが、床を転がった。

　重々しい足音を立てて、巨大な蒸気鎧スチームギアが近づいてくる。隆りゆう々りゆうと盛もり上がった筋きん肉にくを模もしているかのような、黒光りする金きん属ぞくに覆おおわれた巨人だ。

「食らえ」

　くぐもった低い声が、背中の方から聞こえた。

　マナは、振り返る。

「──!!」

　壁だと思っていたものは、別の蒸気鎧スチームギアの脚あしだった。強く蹴けり飛ばされ、またもマナは宙ちゆうを舞まった。巨大なハンマーで殴なぐられたような衝撃が身体を襲おそい、大理石の床を転がる。バックパックが擦こすれて火花が散った。

「おいおい、まだ殺すんじゃねぇぞ！　せっかく戦えるんだからよ」

　兵士の一人が下げ卑びた笑いを浮かべながら言った。他の兵士も声を上げて笑う。

　マナは歯を食いしばる。必死に立ち上がろうとした。だが、うまく立てない。

「ひょっとして……その鎧よろいが壊こわれたか？　煙けむりをはいてるぞ」

　マシューの声がした。

　背中の蒸気鎧スチームギアのバックパックから、笛ふえの音のような甲かん高だかい響ひびきが聞こえてきた。蒸じよう気きが漏もれている。力を増幅するシステムが働いていないようだ。

　悲ひ鳴めいのようにも聞こえる異い音おんが、耳に痛いたかった。「ごめん」と、機械に小さく謝あやまる。

　両手を突つっ張ぱって鎧の重みに耐たえ、立ち上がろうとした。

「手伝ってやろうかッ!?」

　そう叫びながら、太った兵士がマナの脇わき腹ばらを蹴りつけてきた。兵士のつけた足そつ甲こうのつま先が、鎧の脇に突き込こまれる。

「しっかり立てよ！」

　別の兵士も兜かぶとを蹴ってきた。

　ガギッと激はげしい音が聞こえる。装そう甲こう越ごしに強い衝撃が加わり、視し界かいに火花が散った。頭がクラクラする。

　バイザー越しに、兵士たちが迫って来るのが見えた。

「くっそぉ……！」

　マナは呻うめいた。血の味がした。口の中を切ってしまったのかもしれない。

　ジリジリと、兵士たちは近づいてくる。手に持ったサーベルや、ボウガンの鏃やじりをマナに向けながら……

　彼らの目は、爛らん々らんと輝かがやいていた。その光は警けい備びの兵士が抱いだく、屋や敷しきを守ろうという決意の光ではない。獲物を狙ねらう獣けものじみた殺意が、瞳ひとみを輝かせているのだ。

　自分を殺そうとする男たちが、剝むき出しの敵てき意いを持って包ほう囲いを狭せばめてくる……

　恐こわかった。

　特に、彼らが口元に浮うかべている笑みが、とても……

　憤ふん怒ぬの表ひよう情じようを浮かべているよりも、ずっと恐きよう怖ふを誘さそう。

　だけど……

　マナは、顔を上げて部屋の出口を睨にらんだ。

（なんとかして……ここから逃げなきゃ！　クロウラーを持って来なきゃ！）

　懸けん命めいに手足を動かして、マナは床ゆかを這はった。

　あんなに苦しんでいても大だい丈じよう夫ぶだと言っていたファンや、他の仲間たちのため……

　気持ちを理り解かいしてやれなかったばっかりに再ふたたび心を閉とざしてしまったレイヴァのため……

　そして、自分のためにも……

（ここで、負けるわけにはいかない！）

　痛む足を蹴り、手を動かして、床を這い蹲つくばって進む。

　マナの姿すがたを見て、兵士たちが声を上げて笑うのが聞こえてきた。

「なんだ、逃げるのか？」

　マシューは手に持ったサーベルを、マナの方に向けてプラプラと振った。

「これでわかっただろう、侵しん入にゆう屋や……。お前らは、逃げることと隙すきをつくことしか能のうがない。真正面から戦えば、俺おれたちは負けはしないんだよ」

　血の味のする唾だ液えきを飲み込みながら、マナは言い返した。

「そんな大おお勢ぜいで戦ってるくせに……！」

「……黙だまれッ！」

　マシューはマナに駆かけ寄よると、装そう甲こう板ばんの隙間目めがけて、サーベルを振り下ろしてきた。とっさに腕うでを上げて、刃やいばを受け止める。

　直後、マシューはマナの胸の辺りを強したたかに蹴けりつけてきた。強い衝しよう撃げきを受けて、マナの身体からだが転がる。

「……負けるもんか……ァッ！」

　マナは痛みを堪こらえて叫さけんだ。動きを止めてしまっている蒸気鎧スチームギアを、手動で解かい除じよする。装甲板の中から這い出た。出口の扉とびらに向けて、よろめくように走る。

　しかし、マシューが鼻で笑った。

「やれ」

　ヴォン！──風を切って、太い腕が迫せまる。蒸気鎧スチームギアが拳こぶしを突きだしてきたのだ。

　床に倒たおれるようにして攻こう撃げきを避よけた。

　巨きよ大だいな拳こぶしが、杭くい打うち機のような音を立てながら連続的に振り下ろされる。マナは床を転がってかわしたが、壁かべ際ぎわへと追いつめられてしまった。

　慌あわてて立ち上がったマナに向け、蒸気鎧スチームギアは腕を横に薙ないだ。

（かわせない！）

　凄すさまじいショックが、マナを襲おそった。軽々と吹ふっ飛ばされ、床に叩たたきつけられる。

「ぐッ！」

　マナをいたぶるために、手て加か減げんをしたのだろう。骨ほねは折れていなかった。

　しかし、五体がバラバラになるかと思うほど全身が痛かった。悲鳴を上げたいが声が出ない。

　思わずうずくまってしまったマナの制せい服ふくの襟えり首くびを、蒸気鎧スチームギアの大きな手が摑つかむ。

　軽々と持ち上げられてしまう。

「く、苦し……」

　なんとか蒸気鎧スチームギアの手を外そうともがいたが無む駄だだった。鋼こう鉄てつ製せいの指は、万まん力りきで締しめつけているかのようにビクともしない。

　吊つり上げられたマナを眺ながめて、マシューはさも楽しそうに声を上げて笑った。

「どうする？　侵入屋……降こう参さんするか？」

　マナを摑んでいた蒸気鎧スチームギアは、もう片方の手を握にぎりしめた。拳を振りかぶる。マナを殴なぐりつけるために……

　マナの脳のう裏りに、『降参』の二文字が浮かんだ。

　リタイヤをすれば、解かい放ほうしてもらえる。

　ファンもすぐに治ち療りようすることができる……

（でも……！）

　マナは口を開いた。

「し…………」

「なんだ？　聞こえないな……もっとハッキリ喋しやべれ！」

　マシューはマナに顔を近づけてきた。馬ば鹿かにしたようなニヤニヤした笑いを浮かべて。

「死んだって……！」

　獅し子し鼻ばなを思い切り蹴けり上げてやった。

「降参なんかするもんかぁッ！」

　鼻を押おさえながらよろめいたマシューは、凶きよう暴ぼうに顔を歪ゆがめて叫ぶ。

「だったら、死ねェ！」

　その声に応じ、蒸気鎧スチームギアが動いた。握られた指が波打つように動き、一ひと際きわ強く握り締められる。蒸気鎧スチームギアのバルブから鋭するどく蒸じよう気きが噴ふん出しゆつ。

　金きん属ぞくの拳こぶしが繰くり出される──！

　マナは目を閉とじ、叫んだ。

「────ッ！」




　そのとき、音が聞こえた。




　ヴォン──




　マナは、目を開いた。

　振り下ろされるはずの拳が、床ゆかに向かって落ちていく。

　兵士たちのざわめきが聞こえた。恐おそれたように後ずさる。

「なにが起こったの……？」

　呟つぶやいたマナの視し界かいに、緑色の光が飛び込んできた。マナを摑み上げていた蒸気鎧スチームギアの腕うでが吹き飛ぶ。

　だが、彼女の身体からだは落ちなかった。何かに支ささえられて、宙ちゆうに浮うかんでいる。

「悪いな……」

　冷たい声が、マナの耳に届とどいた。聞き覚えのある、落ち着いたバリトンヴォイス。

「その娘むすめは、私が殺すと決めているのだ……」

　戸口の辺りに背せをもたれて、男が立っていた。

　黒いマントを翻ひるがえし、銀ぎん髪ぱつを美しく波打たせている。

「レイヴァ……！」

　左手に緑色に輝かがやく『力』を宿らせると、レイヴァは大きくその手を振るった。放たれた力は、蒸気鎧スチームギアを吹き飛ばす。続けざまに、『力』を飛ばした。もう一体の蒸気鎧スチームギアは足に攻こう撃げきを受けた。鋼鉄製の脚きやく部ぶが粘ねん土ど細ざい工くのように折れ曲がって裂さける。

　呆ぼう然ぜんと立っていたマシューは、我われに返ると部下に命じた。

「こ、攻撃しろ！　ヤツを近づけるな！」

　兵士はボウガンを構かまえた。

　レイヴァは空中を滑すべるように移動すると、マナを搔かき抱いだいた。

　無数の矢が、マナたちに向けて発はつ射しやされた。矢が空を切って殺さつ到とうする。しかし、それはマナの身体を傷きずつけることはなかった。全すべての矢がゆっくりと空中で回転しながら、止まっている。レイヴァが力によって止めたのだ。

「な……!?」

　マシューが怯おびえたように、声を震ふるわせた。

「来て……くれたんだね」

　レイヴァは、しばらくマナを見つめていた。紫むらさき色いろの瞳ひとみは冷たい光を宿している。

　マナの言葉にも応こたえず、彼はしばらく黙だまっていた。

　けれど、ふいに「マナ……」と名前を呼よんだ。

「私の力が、必要か？」

　一言一言確たしかめるような、質しつ問もんの仕方であった。

　ゆっくりと、マナは頷うなずいた。

「うん……レイヴァの力が必要だよ」

　胸むねが熱くなって、思わず涙なみだが溢あふれた。次から次へと、温かな雫しずくが頰ほおを伝う。

「でもね……」

　唇くちびるを震ふるわせながら、マナは続けた。

「それよりもずっと……レイヴァが必要なんだよ」

　微かすかな笑い声が聞こえた。

「そうか」

　顔を上げると、レイヴァは笑え顔がおを浮かべていた。

　めったに見せることがない、少しだけ優やさしい笑えみ──

　けれど、その微笑はすぐに消え、いつもの意地悪な嗤わらいに変わった。

「知っているか？　マナ・ファランドールの不ぶ細さい工く第二法ほう則そくによれば、寝不足の時は凡およそ不細工度が五割わり増ましに。そして……」

「は……？」

　間ま抜ぬけな声を上げて問い返してしまったマナに構かまわず、

「泣いている時は、不細工度が最さい高こう潮ちようになる」

「な……なにが言いたいの？」

「愚おろかなお前のために言い換かえてやろう。泣くなと言っているのだ。私はお前の泣き顔が嫌きらいだ。虫むし酸ずが走る」

　マナは制せい服ふくの袖そででぐしぐしと涙を拭ぬぐった。にへら～っと笑ってみせる。涙はなおも流れて来たけれど、懸けん命めいに堪こらえた。

　レイヴァはマナの涙を指先で拭うと、呟つぶやく。

「間違えた。私が嫌いなのは、お前の泣き顔ではない。お前の顔そのものであった」

「なによー！」

　怒おこって手を振ふり上げたマナを無む視しし、レイヴァは言った。

「一度で良いから真ま面じ目めにやってみろ。そうすれば、このくだらん仕事の良さがわかると言ったな……。だから、来てやった」

「うん……」

「あと一度だけ……今だけ、真しん剣けんにやってやる。それで良さとやらがわからなければ、今後、付き合うつもりはない」

「それでも……いいよ」

　乾かわいた音を立てて、空中に止まっていた矢が落下した。レイヴァが力を解かい除じよしたのだ。

　レイヴァはマナをそっと床ゆかに降おろすと、呆然としている兵士たちを指さす。

「ところで、殺して良いのか？」

「殺さないように攻こう撃げきして」

　マナがそう答えた時だ。

　金庫室の中から、「ウォォォォ──！」という雄お叫たけびが聞こえてきた。ジャックスが大たい剣けんを翳かざしながら、突つっ込こんできたのだ。

「黙だまって待ってられるかぁ！」

　飛び出してきたジャックスが、呆ほうけたように立っている兵士の一いち団だんを見て立ち止まる。レイヴァに気付くと、驚おどろいたような表ひよう情じようを浮うかべた。

　そのとき、マナは何な故ぜかレイヴァに引き寄よせられた。

「残念だな、ジャックス・ホイススタッド。マナは私が助けた後だ。遅おそかったな」

「遅かったな、だって……？　お前が言うなよ」

　ジャックスは何だか怒ったような調子で、そう答えた。

　レイヴァはマナを離すと、兵士たちとの間合いを一気に詰つめた。機き械かいの右みぎ腕うでに意い識しきを集中させ、そこに刃やいばを出しゆつ現げんさせる。

「や、やれ！　お前たち！　トレスパスを倒たおせ！」

　マシューが叫んだ。

　ジャックスは兵士の中に飛び込んだ。大剣を振るってサーベルを叩たたき落としざまに、剣の柄つかを相手に叩き込んで気き絶ぜつさせる。その隙すきに斬きりかかってきた兵士の刃を、ブーツで蹴けり上げて止め、返す刀で峰みね打うちを叩き込んだ。

　ジャックスの背はい後ごから、ボウガンを射いろうとしている兵士の姿すがたが見えた。

　マナが声をかけるよりも早く、引き金は引かれた。

　だが、矢は飛ばなかった。まるで矢自体が飛ぶことを嫌いやがっているかのように、止まったままだった。

　レイヴァが、力で矢の動きを止めたのだ。

　ジャックスは振り向きざまにボウガンを弾はじき飛ばした。

「礼がないな。ジャックス・ホイススタッド」

　レイヴァは右腕の刃でサーベルの攻撃を受け止めると、機械の右手の先で兵士の顎あごを払はらった。兵士は鋼こう鉄てつの指先で弾かれ、顎を砕くだかれる。

「いちいちフルネームで呼ぶなよ」

　大剣を軽々と振り回し、ジャックスは次々と敵てき兵士を戦せん闘とう不ふ能のうに陥おちいらせていた。ジャックスを後ろから斬ろうとする兵士の動きがおかしい。レイヴァが力を使って、敵の動きを封ふうじているようだ。

　そのとき、サーベルを腰こし溜だめに構かまえた兵士が、レイヴァの背中に向けて突とつ進しんしてきた。ジャックスが、とっさに落ちていたサーベルを蹴り上げる。飛んだ剣は、兵士の太ももに刺ささった。悲ひ鳴めいを上げて転がる。

「礼を言ってもいいんじゃないか。レイヴァ」

　ジャックスはレイヴァと背中合わせに立った。

　吸きゆう血けつ鬼きは眉まゆをぴくっと動かして、
















「死にたいのか？」

「全部終わったら、決着をつけてもいいぜ」

「お前ごときでは、私は倒せない。あと四世紀ほど修しゆ行ぎようを積め」

「ふんっ。言ってくれるな」

　二人は悪あく態たいをつきながらも絶ぜつ妙みようなコンビネーションを見せて、敵兵士を倒していった。レイヴァの圧倒的な攻撃力を前に、エードル卿きようの警けい備び兵はほとんど為なすすべなく床ゆかに転がるはめとなる。

　ジャックスは敵の攻撃を受けることを恐おそれず、攻撃だけに専せん念ねんしていた。死角から繰くり出される斬ざん撃げきは、レイヴァが力によって全すべて止めてくれていた。それを信頼して、縦じゆう横おう無む尽じんに大剣を振り回す。

　四〇名以上もいた兵士を倒すのに、大した時間は掛からなかった。

　立っているのは、警備兵を率ひきいていたマシューだけとなった。彼は戦意を喪そう失しつしたように、サーベルを降ろし後こう退たいする。

　二人は、じりじりと近づく。精せい悍かんな感じのジャックスと、怜れい悧りな美び貌ぼうを持つレイヴァ。イメージはまるで違ちがうけれど、両方ともかなりの美形である。そんな二人が、怒いかりに満ちたような顔で近寄ってくるのはさぞや迫はく力りよくがあるだろうなと、泣きそうな顔で後ずさりをしているマシューに、マナは少しだけ同情した。

　冷たい声で、レイヴァは言った。

「……貴き様さまがこの兵士を率ひきいていたんだな」

「い、いや、違う！　私はリゲルさんの命令を聞いていただけだ」

　マシューは腰に納おさめていた籠ケージを手にとってみせた。中に入っている甲こう虫ちゆう型がた怪物ガルムメディパックによって、離はなれた場所にいる人との会話を可か能のうとするシステムだ。リゲルからの命令を、それで受けているというアピールをしたつもりなのだろう。

　だが、レイヴァはそんなものには目もくれなかった。

「先ほど、身動きの取れぬマナを『殺せ』と命じていたではないか」

　それを聞き、ジャックスが眉を吊つり上げる。

「それは、本当か？……許ゆるせないな」

　レイヴァは酷こく薄はくそうに唇くちびるを曲げた。

「こいつは殺しても、良いのではないか？」

「珍めずらしく気が合ったな。レイヴァ」

　ジャックスは大たい剣けんを返した。峰ではなく、刃の方で斬りつけようというのだろう。マシューの口から「ひっ」と悲鳴が漏もれた。サーベルが手から滑すべり落ちる。

　左手に緑色の『力』を宿らせたレイヴァは、

「私はじわじわいたぶって、死を乞こわせるような殺し方が好きなのだが」

　と真顔で言った。ジャックスも、真しん剣けんな表ひよう情じようで答える。

「俺おれは、一撃でとどめを刺す方が好きだな。苦しみは少ない方がいい」

「ふん、やはり貴様とは気が合わないな、ジャックス」

「まったくだ」

　物ぶつ騒そうな話し合いをしながら、二人はジロリとマシューを睨にらみつける。警けい備び副隊長は、唇くちびるをわななかせていたかと思うと、「はわぁぁ」と情なさけない声を漏もらしてへたり込こみ、そのまま気き絶ぜつしてしまった。

「卑ひ怯きような手を使うヤツってのは、軟なん弱じやくだな」

　ジャックスは剣を納おさめる。レイヴァも左手に宿っていた『力』を搔かき消した。




　マナたちは金庫室へと戻った。

「レイヴァ!?」

　驚おどろきと喜びの表情を浮うかべ、キールが駆かけ寄よってきた。

「来てくださったんですのね！　レイヴァさん！」

　ファンの身体を支ささえているミンクが顔を上げる。レイヴァは鬱うつ陶とうしそうに、顔を背そむけた。

「そのように嬉うれしそうな目で見るな。迷めい惑わくだ」

「仕方がないじゃん。嬉しいのは……」

　マナはそこで、言葉を切った。ファンの容よう態だいが目に見えて悪化しているらしいことに気が付いたのだ。呼こ吸きゆうは細くなっていて、今まさに止まってしまいそうである。目の焦しよう点てんは合っていない。

「せっかくレイヴァさんが来てくださったのに……このままではファンが死んでしまいます。一いつ刻こくも早く病院に連れて行かなくてはなりません」

　ミンクの声は、悲しげに震ふるえている。

　レイヴァは無表情のまま、ファンの元へ歩み寄った。虚うつろな目をしていたファンが、彼に気付き弱々しく微笑ほほえむ。

「レイヴァ……？　良かったぁ……これで、なんとか勝てるねぇ……。ボクも頑がん張ばったかいがあったよぉ」

「傷きずつき死にかけてまで、続けなければならないことなのか？　侵しん入にゆう屋やというのは」

　マントを翻ひるがえしながら、レイヴァは横たわるファンの傍かたわらに膝ひざをついた。傷ついた錠前師ロツクマスターは、微かすかに頷うなずく。

「ん……。楽しいよ」

「楽しい？」

「ボクの能力……今まで悪いコトに利用されてばっかりだったんだよぉ……。盗とう賊ぞくで働かされたりね……」

「…………」

「でも、ようやくイイコトに使えるようになったんだ。人のためになるような仕事……。だから、やめたくないなぁ。ずっと、続けていきたいよ……くぅっ！」

　うめき声を上げて、ファンは痛いたみに顔をしかめた。

「ファン、そんなに喋しやべっては身体からだに毒です。早く病院へ……！」

　ミンクの言葉を、レイヴァが手で遮さえぎった。

「……私が癒いやしてやろう」

「そんなことできるの!?」

　驚いて尋たずねたキールに、

「ああ。生命力を与あたえることができる」

　レイヴァは簡かん単たんに説明した。吸きゆう血けつ鬼きというのは血を吸すうが、それは『生命力を奪うばう』ことなのだという。また、その逆ぎやくで『生命力を与える』こともできるらしい。吸血鬼というのは、単たん純じゆんに血を吸う怪物ガルムではなく、『生命力をやりとりできる怪物ガルム』であるようだ。

　マナも以前、レイヴァに傷きずを癒してもらったことがあった。

　レイヴァは機械の腕うでをファンの頭の後ろに回すようにして上半身を持ち上げた。ファンの肩かたにかかっていたジャケットが、衣きぬ擦ずれを立てて滑すべり落ちる。白くほっそりとした身体が露あらわになった。脇わき腹ばらにできた大きな傷きず跡あとは、薄うすい胸むな板いたや華きや奢しやな手足とはいかにも不ふ釣つり合いで、余よ計けいに痛々しく見える。女の子のような顔は苦く痛つうに歪ゆがんでいた。

　レイヴァはファンの後ろ髪がみを摑つかむようにして、身体を後ろに反そらせるようにした。床ゆかに左手をつき、跪ひざまずくようにして傷口に顔を近づけた。長い銀ぎん髪ぱつがファンの身体に垂たれかかる。

　吸血鬼は目を閉とじ、ついばむように傷口に唇くちびるを寄せた。

「くぅっ……はぁ……っ」

　ファンの小さく開いた口から、吐と息いきが漏もれた。身体がビクンと震える。

　レイヴァは薄い唇を、傷口に這はわせた。息を吹ふき込こむように、生命力を注そそいでいく。

「ん……っ」

　苦しげにしかめられていたファンの表ひよう情じようが、心地ここちよさそうに緩ゆるんだ。

　そして、変化は急きゆう激げきに訪おとずれた。傷口がみるみる塞ふさがっていき、傷跡すらなくなってしまった。青白かった顔色も、瞬またたく間に生気を取り戻もどしていく。紫むらさき色いろの唇も桜さくら色いろに変わった。

　レイヴァは、何も言わずに立ち上がる。

　目をとろんとさせたまま、ファンはしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　ファン？」

　マナが声をかけると、ファンは大きく頷うなずいた。

「なんだか生まれ変わったみたいだよぉ。ありがとう、レイヴァ」

　言いながら、細っこい腕をぐるぐると回した。身体は完全に回かい復ふくしたようだ。

「あたしも治してほしいな！　さっきやられたトコまだ痛いし。口の中切っちゃったし」

　レイヴァの手を取って、マナは頼たのんだ。身体中を打ってしまっていた。動けないほどではないけれど、治るものなら治してほしいと思ったのだ。

　レイヴァは自分の薄い唇を指でなぞると、流し目をする。

「口の中の傷を治してほしいって……誘さそっているのか、マナ」

「え？　あ、え？　ちがっ……そうじゃなくて！」

　マナは耳の先まで赤くなるのを感じて、身体の前で両手を振ふった。

　レイヴァは鼻を鳴らした後、表情を消す。

「治ち癒ゆの力を使うと、喉のどが渇かわく。それでも良ければ、治してやらんこともないが？」

　詳くわしい仕組みはわからなかったが、生命力を与えるとその分、レイヴァの身体は生命力を欲ほつするようになるらしい。吸血欲よくが増ますようなのだ。極きよく限げんまで吸血欲が増すと、我われを失って本ほん能のうのまま吸血行動に走ってしまうことになる。

「そ、それなら、やっぱいいや」

「それから……どんなに傷ついていても……お前の傷は治さない」

　レイヴァは、爪つめの伸のびた指でジャックスを指した。

「どうしてだ？」

「男に唇を寄よせる趣しゆ味みはないんでな」

　ジャケットを着ていたファンが、それを聞いて驚おどろきの声を上げた。

「にゃ!?　ボクも男なんだけどなぁ!?」

　涙なみだ目めになっているファンを後しり目めに、ジャックスは笑った。

「別に治してくれなくても構かまわないぜ。真しんの漢おとこってのは、傷を負っても気合いを入れりゃ治るものなんだよ」

「いやだからあのっ、ボクも男なんだけど、そんなコトできないけどなぁ……」

　身体の傷は治っても、心に深い傷を負ったようすで、ファンはガックリと肩かたを落とした。

「ま、細かいことはおいといて！」

　話題を変えるように手を叩たたいたキールに、

「細かいコトってなんだよぉっ。これでもボク、見た目が弱っちぃの気にしてるのにっ」

　ファンは顔を赤くしながら文もん句くを言うが、キールはそれを無む視しして、

「今は、ミッション中なのよ。浮うかれるには、まだ早い。リゲルっていう隊長を倒たおさなくちゃ、『勝利』にならないわ」

「そうだね。一気に片かたを付けよう！」

　マナは拳こぶしを握にぎった。

「リゲルを倒せば、トレスパスは倒とう産さんしないで済すむんだろ？」

　ジャックスの言葉に、キールは頷うなずく。

「ええ。賠ばい償しよう金きんを完かん済さいできるわ」

「頑がん張ばろうねっ！　明日も侵しん入にゆう屋やを続けられるように！……警けい備び隊長って言うぐらいだから、強い人なのかもしれないけど」と、ファン。

「リゲルさんが、どんなに強い方でも、みんなで立ち向かえばなんとかなりますわ。レイヴァさんもいるし♪」

　ミンクが微笑ほほえむと、レイヴァはそっぽを向いて肩を竦すくめた。

「やりたくはないがな」

　そんなレイヴァの背せ中なかを、マナは笑いながらぽんッと叩たたいた。




　埋うめ立てられてしまった階かい段だんは、レイヴァの『力』の連れん撃げきをくわえることによって、辛かろうじて突とつ破ぱすることができた。

　最上階は三階までと違ちがい、廊ろう下かには古ぼけ薄うす汚よごれた緋ひ色いろの絨じゆう毯たんが敷しかれていた。廊下の向こうに、マナの背せ丈たけの倍以上もある大きな扉とびらがある。

　そこが『君主の間』だろう。

（ここに、全すべての罠わなを考えた男……リゲルがいる）

　マナは緊きん張ちようして生なま唾つばを飲み込こんだ。罠に気を付けながら廊下を歩き、扉に辿たどり着く。

　大たい剣けんを構えつつ、ジャックスはドアノブを握った。ゆっくりと回す。鍵かぎはかかっていないようだ。

「行くぜ！」

　ジャックスは、扉を蹴けり開ひらいた。剣を翳かざしながら部屋の中に躍おどり込こむ。

　マナとレイヴァもその後に続いた。

　広い部屋に男が一人いた。明らかに後から持ち込んだらしい、折り畳たたみ式のテーブルでクッキーを食べている。テーブルの上には、遠えん隔かく地ちとの会話を可か能のうにする鳥型怪物ガルムメディパネラが留とまっていた。

「アンタが……リゲル？」

　ムチを手に持っていたキールが、戸と惑まどったように尋たずねる。当とう惑わくしたような口調になるのも無理はなかった。

　そこにいたのは、白はく髪はつの老人だったのだ。節くれ立った木の枝えだみたいな指で、水すい筒とうに入っていたお茶をカップに汲くむと、口に運ぶ。

　リゲルは、長い黒くろ髪かみを持つ男だと聞いていたのに……？

　老人は、ゆったりとした動作で口をモゴモゴと動かして、クッキーを飲み込んだ。

　そして、驚くべきことを言った。

「リゲルとは、誰だれのことじゃね？」

「な、なに言ってるの？　アンタがリゲルじゃ……」

　マナは拍ひよう子し抜ぬけしたような思いで老人に詰め寄ったが、彼は首を横に振ふるばかりだった。

「リゲルなんて名前は聞いたこともない」

「それじゃ、貴方あなたはここで何をしてらっしゃるんですか？」

　ミンクが質しつ問もんした。老人は、のんびりとした動きで『君主の間』の壁かべを指さす。

「ほれ、壁のいろいろなところに覗のぞき穴あなが作ってあるじゃろう？　そこから外を見て、報ほう告こくをしてたんじゃよ」

「報告？　誰に？」

　ジャックスが尋たずねると、老人は「知らん」と答え、テーブルの上の鳥型怪物メデイパネラを顎あごでしゃくって指し示しめした。カラフルな羽を持つ体長三〇センチほどの怪物ガルムだ。

「そこにあるメディパネラに向かって、話して聞かせていたんじゃよ。誰と通信しておったのかは、ワシもわからん。名前も名乗らん男に雇やとわれただけじゃ。この部屋にこもって、覗き穴から周囲のようすを伝えるだけで、金をくれると言うのでな」

「なによそれ……」

　キールは、考え事をするように細い顎あごに指を当てた。

　そのとき、カリカリッという音が聞こえてきた。部屋の隅すみに置かれている箱の中から、それは発されている。ファンは鍵のかかったその箱を開いた。

　中には、もう一匹のメディパネラと、通信用怪物ガルムの入った黒い金かな網あみで作られた籠ケージが入っていた。籠ケージの中の甲こう虫ちゆう型がた怪物ガルムが、足を動かしたため音がしたようだ。

　それを見たキールは、

「メディパネラのすぐそばに籠ケージを置いてある……。鳥型怪物メデイパネラから発された音声が、籠ケージに流れるようになってるんだわ……」

「ああ、なにやらボソボソと箱の中から声が聞こえておったなあ」

　老人は頷うなずいた。

「マシューって副隊長は籠ケージを使ってたよ。リゲルから指し示じを受けてるんだって言ってた」

　マナは先ほど気き絶ぜつしたマシューのことを思い出した。彼は腰こしの辺りに籠ケージを下げていた。

　籠ケージを使って通信ができる範はん囲いというのは、せいぜい一キロ四方が限げん界かいだ。それ以上離はなれた場所と通信をしようと思ったら、持ち運びには不便だが鳥型怪物メデイパネラを使わなくてはならない。

「これって、どういうこと……？」

　ファンは首をひねる。ミンクも同じように小首を傾かしげた。

「メディパネラを利用してるってことは、リゲルさんは、ずっと遠い場所から指示を出しているってことでしょうか？」

　キールがハッと顔を上げた。

「そうか！　狙ねらわれてたのは、私たちじゃない！　エードル卿きようの屋や敷しきなのよ！　守るための兵士が全員ここにいる！」

「!?」

　驚おどろきでマナは言葉を失ってしまった。

　悔くやしそうな表ひよう情じようでキールはテーブルを強く叩たたく。

「はじめから何もかも仕組まれてたのよ！　私たちが金庫室に籠ろう城じようするところまで！　時間を稼かせぐために！」

「それでは……!?」

　口元に手を当てて、ミンクが眼鏡めがねの下の目を丸くする。

　キールは、頷いた。

「エードル卿の屋敷が危あぶないわ！」




　　　　◇◇◇




　エードル卿の屋敷、その奥おくにある客用の寝しん室しつに屋敷中の人間が集められていた。

　黄緑色の絨じゆう毯たんの上に、エードル卿は縛しばられて転がされている。彼の傍かたわらには、妻つまや使用人も同様に固く縛いましめられていた。妻は、恐おそろしさのあまり気を失ってしまっている。

　彼の赤ちゃんだけは縛しばられてはいなかった。だが、幼いながらも異い変へんを察知したのか火がついたように泣いていた。

　扉とびらが開いた。柔にゆう和わな微び笑しようを浮うかべたリゲルが入ってくる。その肩かたには、一羽の通信用怪物ガルムメディパネラが留とまっていた。

　エードル卿は横たわったまま、強ごう盗とうの顔を睨にらみつけた。

「何だ？　まだなにか用か？　金庫のナンバーは教えてやったはずだ！　何を持っていっても良いから、早く帰ってくれ！　家の者には手を出すな！」

「金庫にあれほどの金きん塊かいを貯ため込こんでいる貴方あなたには、似に合あわない言葉だ」

　リゲルは鼻で笑うと、続ける。

「エードル卿。貴方の屋敷の兵士は無む能のうだな」

「なに!?」

「トレスパスに負けたようだ。まったく……、時間稼ぎをしてくれると思っていたが誤ご算さんだった。全すべての金塊を持ち出すだけの時間がなくなってしまったではないか」

　仲間も連れず、リゲルはたった一人で屋敷に乗り込んできた。

　警けい備びの兵士やトラップ、蒸気鎧スチームギアなど警備に必要なものは、全てラングヴェルト城に移い送そうしてあったため、屋敷は無む防ぼう備び。怪物ガルムを使って攻こう撃げきをしてくるリゲルに対し、ほとんど抵てい抗こうすることができなかったのだ。

「言いたいことは、それだけか？　早く我わが家やから去れ！」

「無能な部下の責せき任にんを、貴方に取って頂いただく」

　そう言うと、リゲルはポケットから繭カプセルを取りだした。切れ目を入れて投げる。白い煙けむりと共に中から怪物ガルムが現あらわれた。炎ほのおをまとった鳥型怪物ガルムだ。

　怪物ガルムは嘴くちばしから炎を噴ふき出した。壁かべにかかったエードル卿と家族の肖しよう像ぞう画がが火に包まれる。

「や……やめろ！」

　リゲルは「ふっ……」と笑うと、首に巻まいていた包帯をほどいた。喉のどの上に『蛾が』のようなものが留まっている。『蛾』を指先でそっとつまんで取った。

「さらばだ。エードル卿」

　男の声は変わっていた。蛾型の怪物ガルムによって、声を変えていたのだ。その声に、エードル卿は聞き覚えがあった。

　だが、いったいどこで……？

　リゲルは怪物ガルムを連れ、去っていった。

「ま、待て！」

　声をかけたが、リゲルは振ふり向くことなく部屋を出ていく。エードル卿は身動きが取れないため、見送ることしかできない。

　絵についた炎は、みるみる大きくなっていく──




　　　　◇◇◇




「まだ、つかないの!?」

　吹ふきつける冷たい風に弄もてあそばれる赤毛を手で押おさえながら、マナは前方を睨にらんだ。

　クラントの街が近づいてくる。景色が後ろへ吹き飛んでいく。

「これが最速の移い動どう法ほうなのよ！　あんまり身体からだ起こすと、振り落とされるわ！」

　キールが、風の音と列車の走行音に負けないぐらいに声を張はり上げた。

　マナたちは、超高速無人貨物列車『女め神がみの弾丸』の貨車の上にしがみついているのだ。コンテナの屋根ではなく、強化石炭が半分ほど積み込まれた鉱こう石せきホッパー車と呼よばれている無む蓋がい貨車の中なので、多少安定感はある。とはいえ、身体を乗り出しすぎては危き険けんだった。マナは頭を低くする。

　エードル卿きようの屋や敷しきへ飛行器ウインギイに乗って全速力で飛ばしても、三〇分近くかかってしまう。そこで、キールが一計を案じた。ラングヴェルト城から最も近い貨物線路まで飛行器ウインギイで飛び、貨車に飛び乗ったのである。

「みなさん、ご無事でしょうか？」

　ミンクが心配げな声を上げた。片かた手てで貨車の壁かべを摑つかんでいるが、もう片方の手は祈いのるように胸むねの辺りに添そえられている。

　目を怒らせたジャックスが、石炭の上に立ち上がり腕うでを組む。

「わからないが……、リゲルってヤツの顔はいっぺん拝おがまなきゃな」

「じゃ、ジャックスぅぅぅ……立ったらアブナイよぉぉ！　ひぃぃ」

　すっかり腰こしの抜ぬけているようすのファンは、貨車の壁にへばりついて、しゃがみ込んでいる。目の端はしに浮うかんだ涙なみだの粒つぶが、風に吹かれて横に流れた。

「……おい、貴き様さまら」

　低く太い声がした。マナたちと同じく貨車に乗っていたマシューが、怒りと戸と惑まどいが一いつ緒しよになったような表ひよう情じようを浮かべる。気き絶ぜつしていた彼も、無む理り矢や理りたたき起こして連れてきたのだ。

「なぜ、我わが主あるじの元へ向かう？　恨うらんでいるのではないのか？　エードル卿のことを」

「ムカついてるに決まってるでしょ」

　マナが返事をした。キールも同意したように頷うなずく。

「殴なぐらせてくれるって言うなら、大喜びでぶん殴るわ。グーで」

「ならば、なぜ……」

「放ほうってはおけませんから。それだけです」

　今にも嚙かみつきそうな顔をしているマシューに、ミンクが丁てい寧ねいな口調で言う。

　補ほ足そく説明をするように、キールが、

「ラングヴェルト城じようにいたメディパネラを使って、ホリズム自じ警けい団だんのクラント支し部ぶへ通つう報ほうしたわ。至し急きゆう屋敷へ向かって貰もらえるよう伝えてある。自警団の人がリゲルを捕つかまえてくれるはずよ。でも、ウチが侵しん入にゆうした経けい験けんが、なんかの役に立つかもしれないでしょう？　だから、一いち応おう、駆かけつけてるってわけ」

「……恩おんを売ろうと言うのか？」

「バカにすんのも、いいかげんにしてよね！」

　声を荒あららげたマナは、マシューに摑つかみかかろうとした。だが、キールに手で制せいされる。

「ウチは、アフターケアも万ばん全ぜんなのよ。顧こ客きやくが危き険けんだと知ったら駆けつけるわ……それがたとえ、ろくでもないお客でもね」

「ふん……」

　忌いま々いましげな表情で、マシューは足元の強化石炭を蹴けった。

　そんなマナたちのようすを、レイヴァは黙だまったまま冷たい目で眺ながめている。彼もどうしてエードル卿の元へ駆けつけているのか、わからないようすだった。だが、今回だけは真ま面じ目めに付き合うと約束しているから、文もん句くを言わないのだろう。

「おい、あれ！」

　ジャックスが前を指さした。その先には、極ごく彩さい色しきに彩いろどられたエードル卿の屋敷が見えてきたのだが……

「そ、そんな……！」

　凶きよう暴ぼうそうな顔を歪ゆがめて、マシューが怯おびえたような声を上げる。

　屋敷は、黒々とした煙けむりを高く立ち上らせていたのだ。

「ねぇ、みんなっ！　上見てよぉ！」

　ファンが怯えたような声で言った。全員が、空を見上げる。

　青空を切り裂さくように、悠ゆう然ぜんと飛び去っていく影かげがあった。青い鱗うろこを持つ巨きよ竜りゆう型の怪物ガルムだ。翼つばさを広げ高速度で飛行していた。胸の辺りに、使し役えきされていることを示しめす契約印テスタメントコードが刻きざまれている。巨大なかぎ爪つめにコンテナをぶら下げ、背せ中なかには黒っぽい人影を乗せていた。

「あれは……リゲル！」

　マシューが叫さけんだ。背中に乗る黒スーツを着た影……それがリゲルらしい。みるみるうちに、巨竜の姿すがたは小さくなっていく。

　降おろしていた飛行器ウインギイを、ジャックスは再び背負う。

「追うか!?」

　だが、ミンクは首を横に振ふる。

「あの怪物ガルムはワルドアネラと言って、高速飛行が得意なんです！　普ふ通つうの飛行器ウインギイでは追いつきません！」

「屋や敷しきの方へ向かいましょう！」

　キールもそう言うと、飛行器ウインギイを装そう着ちやくした。

　貨物列車は、鉄橋へと差し掛かり、走行音が甲かん高だかくなった。ここから先は、エードル卿きようの私し有ゆう地ちだ。屋敷がより大きく見えてくる。

「酷ひどい……！」

　近づくにつれ、マナはその惨さん状じようを目まの当たりにすることとなった。

　屋敷は凄すさまじい炎ほのおを上げて炎えん上じようしていた。オレンジ色の炎が天を焦こがし、激はげしく火の粉こが舞まい散る。極彩色の壁かべは半分以上が崩くずれ去っていた。

　飛行器ウインギイに乗って──マナはレイヴァによって持ち上げられてだが──、全員が貨車から離り脱だつした。屋敷の庭を目指す。

　庭には、ホリズム自警団の制せい服ふくを着た人たちが酷い火傷やけどを負って倒たおれていた。降り立ったマナはうぶ毛が焦こげるような凄すさまじい熱気に顔をしかめながら駆かけ寄よる。

　飛行器ウインギイを降ろしたミンクが、自警団の人を抱だき起こした。

「し、しっかりしてくださいませ！　どうなさったんですか!?」

「炎ほのおを吐く……怪物ガルムに……」

　自警団の人は、呻うめきながら答えた。息はあるようだ。

　と、マシューが横合いから自警団の人を奪うばうように肩を摑つかむと、揺ゆさぶった。

「おい！　主は……エードル卿は、どこにいる!?　無事なのか!?」

「……中だ……。縛しばられている……らしい」

　マナは、黒こく煙えんを上げて燃もえさかっているエードル卿の屋敷を見上げた。完全に炎に包まれた屋敷は、大半が燃え落ち、火の海と化している。辛かろうじて残っている窓まどという窓から、悪あく魔まの舌したのような紅ぐ蓮れんの炎が噴ふきだしていた。

「この中に……？」

　助けに駆け出そうとするマシューを、マナは「待って！」と制せいした。炎に突つっ込こんでいこうとするマシューを追いかけ、火の粉が舞い散る中、彼の腕うでを必死で摑んで引っ張ぱった。痛いたいぐらいに熱気が襲おそってくる。

　屋敷の中から、地じ響ひびきが轟とどろいた。屋敷の壁が崩くずれたのだろう。

「止めるな！」

「でも、これじゃ……屋敷にいる人は……」

　マナたちは首を横に振った。

　目を閉とじて、ジャックスは呟つぶやいた。

「俺おれたちは、侵しん入にゆう屋やだ。入り込む必要があるならば、たとえ火の中だろうが水の中だろうが入り込んでやる……。だが……」

「入る家もなくなっちゃってるような状じよう態たいじゃ、ムリだよぉ……」

　ファンが、庭にぺたんとへたり込んだ。燃もえ落ちていく屋敷を、呆ぼう然ぜんと見上げる。ガラガラと音を立てて、梁はりが崩れた。

　絶ぜつ望ぼう的な口調でキールは言った。

「あんなに燃えているんじゃ、誰だれも助からないわね」

「リゲルさんは……なんて酷ひどいことを……」

　ミンクは辛つらそうに顔を伏ふせる。

　強く歯は嚙がみしたマシューは、マナに摑みかかってきた。彼は涙なみだを流している。

「お前らのせいだ！　お前たちさえいなければ！　俺は主人を守ることができた！　主は死なずに済すんだ……！」

　慟どう哭こくするマシューに、マナは何も言い返すことができなかった。逆さか恨うらみのような言葉だったが、トレスパスが利用されて、エードル卿きようが襲われたのは確たしかなのである。

　彼は守るべき大切な人を……失ってしまったのだ。

「ごめんなさい……」

「くそォ……！」

　謝あやまったマナを、マシューは殴なぐりつけようとした。拳こぶしを振ふり上げる。

　マナは目を閉とじ、甘あまんじてそれを受けようと思った。

　そのときだ──

「やめなさい、マシュー」

　マナたちの後ろに、エードル卿が立っていた。いや、彼だけではない。赤ん坊ぼうを抱だいた奥おくさんらしき人や、使用人たちもいる。煤すすに汚よごれているが、みな無事らしい。

「よくぞ、ご無事で！」

　マシューは無事な主人の姿すがたを見て、気が抜ぬけたように膝ひざを落とした。

「ど、どうして、助かったの？」

　マナが尋たずねると、エードル卿は腕うでを見せた。ひどく焼け爛ただれている。

「縛られていたロープを焼き切ったのだ」

「でも、あの燃える屋敷から逃げる方法が……!?」

　キールの言葉に、奥さんは笑った。

「あら、あなたが教えてくださったのよ。脱だつ出しゆつルートが必要だって」

「ウチが作った防ぼう衛えい構こう想そうの資し料りようは破やぶってしまったはずです」

　戸と惑まどった表ひよう情じようを浮うかべているキールに、まるで手品でも見せるようなイタズラっぽい顔をして奥さんは紙し片へんを取りだす。それは、丁てい寧ねいに貼はり合わされていた。

「直してくださったんですか……」

「あなたは家族の安全のためにって、言っていたでしょう？　だから、気になったの」

　奥さんは抱いていた赤ちゃんをあやすように、優やさしく揺ゆらしてあげていた。

「妻が、私に無む断だんで脱出口を用意していたんだ。お前たちが指し示じしたプランに従したがって……」

　エードル卿きようは苦虫を嚙かみつぶしたような顔で続ける。

「まったく……侵しん入にゆう屋やなんてもんは、強ごう盗とうまがいの下らない輩やからで、見み世せ物もの程てい度どにしかならない！　そのくせ生意気で、私に何度も楯たて突ついた……実に腹はらが立つ存そん在ざいだ」

　赤ちゃんが、相づちを打つように「だぁ！」と可愛かわいらしい声をあげる。煤に汚れて黒くなってしまったその子の頰ほおをエードル卿は優しく撫なでた。

「そうか、お前もそう思うか。さすがは我が子だ」

　彼は、大きく息を吐はいた。ゆっくりと頭こうべを垂たれる。

「だが……、君たちのおかげで、助かった。礼を言おう」

　使用人たちは、手に手を取って命があることを喜んでいた。火の手に包まれ、何度死を覚かく悟ごしたかわからないと、口々に漏もらしている。

「ホントに良かったねぇ……あううう！」

「まったくですわ～。あああ～」

　ミンクとファンが抱き合いながら、嬉うれし泣きをはじめた。

　ジャックスとキールが顔を見合わせ、

「やっぱり、私って天才ね。バッチリ助かっちゃうんだから」

「……従ってくれた奥さんの功こう績せきじゃないか？」

「うるさいわよ」

　二人は笑っていた。

　助かって喜んでいる人たちを見ていたら嬉しくて嬉しくて、マナはなんだか胸むねが熱くなってしまった。思わず、涙なみだがこみ上げてくる。

「何を泣いている？　このような男は、死んだ方が良かったのではないか？」

　冷たい声で言ったレイヴァの背せ中なかを、マナはポカッと殴なぐった。

「死んだ方がいい人なんて、この世にはいないよ！　それにね……あたし、わかった」

「なにがだ？」

「侵入屋が、好きな理ワ由ケ」

　マナは制せい服ふくの袖そでで涙を拭ぬぐうと、赤ちゃんを抱く奥さんの肩かたに手を回しているエードル卿を見つめた。家族の命が助かったことを、彼は心の底から喜んでいた。安あん堵どの笑えみを浮かべて家族を宝たから物もののように固く抱だき締しめている。二か月前、エードル卿の屋敷に侵入作戦をして以来、辛つらいことが多かったけれど、全すべてが報むくわれたような気分だった。

「侵入屋をしてるとね、ツライことも多いよ。命いのち懸がけだし、恨うらまれちゃうこともあるし……あんまり儲もうからないしね。

　だけど、大切なものを守るための手助けができる……。

　助かった人たちが、ああやって喜んでくれる。微笑ほほえんでくれる……。

　そんな瞬しゆん間かんのために、あたしは侵入屋をしているんだと思う。

　頑がん張ばっていけるんだと思うよ」

　レイヴァは少しだけ遠い目をしてマナの顔を見ていたけれど、小さく肩を竦すくめる。

「なるほどな……」

　トレスパスの前に、エードル卿が歩み出た。

「侵入屋は勝利したとき、カードを貼はりつけるのだったな」

　キールに向かって手を差し出す。

「リゲルの代わりに、私が受け取ろう」

　戸と惑まどったような表ひよう情じようを浮かべながら、キールはロゴカードをエードル卿に渡わたす。

　それを手に、エードル卿は大きく腕うでを横に広げた。高らかに宣せん言げんする。
















「君たちの──『勝ち』だ！」




　　　　◇◇◇




　数日後──ホリズムにあるパリティという港は、家族連れやサラリーマンらしい人たちでごった返していた。男は桟さん橋ばしの見えるベンチに腰こし掛かけて、ネクロミス行きの蒸じよう気き船の時間をイライラしながら待っていた。船の出航時間が随ずい分ぶん遅おくれている。

　一いつ刻こくも早く、ホライザンを出てしまいたかったのだが……

　男は神しん経けい質しつそうにローブの裾すそを直しながら、鋭するどい目を細め時計を睨にらみつけた。

「ここ、よろしいですかな？」

　男が返事をする前に、ベンチの隣となりに聖衣フアロスを着た使徒パスルが座すわった。

「他のベンチが空あいているではないか。移うつってくれないか!?」

　男が声を荒あららげても、使徒パスルは気にするようすもなく、懐ふところから小さな酒さか瓶びんを取り出すと、ちびちびやりだした。男は舌した打うちをすると、スーツケースを手に立ち上がろうとする。

　しかし、使徒パスルは男の手を摑つかんだ。

「待ちなさい。ちょっと話をしよう」

「こちらに話はない！」

「いつまで経たっても船は来ませんよ？　ウェブスラーさん……いや、リゲル」

　男は細い目を見開いて、驚おどろいたように使徒パスルを見た。

「何者だ……!?」

「一度会ったじゃないか。依い頼らい書しよの受け渡わたしをしたときだ。私は、ガリオロ。トレスパスの社長だよ。あのときの貴方あなたは、『リゲル』という架か空くうの男になりすましていたけどね……。いやぁ、それにしてもあの変へん装そうは、うまくできてたなぁ。やり方を教えてほしい」

　なおも喋しやべり続けようとするガリオロを、ウェブスラーは制せいした。

「なぜ、私が、そのリゲルという男だと？」

　ガリオロは、摑んだウェブスラーの手を返した。手の甲には、契約印テスタメントコードが刻きざまれている。エンハンサーである証あかしだ。

「貴方も契約印テスタメントコードがエンハンサーに固こ有ゆうのものだというのは、知っているはずだ。うまく変装をして、手の甲こうの契約印テスタメントコードも隠かくしていたようだけど……甘あまかった。ウチの社員はなかなかに優ゆう秀しゆうでね。ちゃんと覚えていたんだよ……エードル卿の屋や敷しきから飛んで逃にげていく竜りゆう型がたの怪物ガルムの契約印テスタメントコードを」

　ウェブスラーは頰ほおをひくつかせながらベンチへ再ふたたび腰こしを下ろした。ガリオロは続ける。

「こんな手の込こんだ計画をした理由は……エードル卿が貴方を無む能のうと罵ののしり賃ちん金ぎんを渡わたさなかったことと、最強と誇ほこっていた怪物ガルムザンダミスをトレスパスによって簡かん単たんに倒たおされてしまったこと。だから、両方に復ふく讐しゆうができる方法を編あみ出した。そうだね？」

　自分の契約印テスタメントコードが大きく記された紫むらさき色いろのローブを身にまとうウェブスラーは、額ひたいに浮ういた汗あせを拭ぬぐった。

　ガリオロは酒瓶を傾かたむけ、ぷはぁと息を吐はく。

「いやぁ、間にあって良かった。他の国まで逃げられたら大変だったよ。まあ、ウチの子たちを大変な目に遭あわせた男だ。どこに逃げたとしても、地の果てまで追うつもりだったけどね」

「地の果てまで追ってきて……、殺すつもりだったのか？」

「地の果てまで追ってでも……、謝あやまってもらうつもりだったのさ」

　ウェブスラーは繭カプセルを取りだし、脅おどすような声こわ音ねで言った。

「謝るつもりなどない。いいか？　この繭カプセルの中には……」

「やめておいた方がいいよ。私はね、トレスパスじゃぁダメ人間やらタコ社長やら、さんざん言われているけれど……怒おこるとちょっと恐こわい」

「貴き様さまになにができると言うんだ？」

「ああ。私にはなんの力もない。だけど……」

　ガリオロは、指を鳴らした。

　ジャキ──！

　港の中にいたサラリーマンやカップルが、蒸気拳銃スチームシヨツトを構かまえた。それだけではない。無数の兵士がボウガンを手に飛び出してきて、ウェブスラーを完全に包ほう囲いする。彼らが装そう備びしているのは、ホライザン軍の鎧よろいだ。

「ちょっとだけ、顔が広いんだ」

　瓶を大きく傾け、ガリオロは酒をあおる。

　ウェブスラーの手から、繭カプセルが滑すべり落ちた。







　エピローグ







　レイヴァは、教会の近くの湖みずうみに来ていた。昼間、ここを訪おとずれたのは初めてだ。鳥の鳴き声や、水面を渡わたる風の音が心地ここち良よい。レイヴァは髪かみを搔かき上げると、輝かがやく水面を見つめた。

「レイヴァ！　ここにいたんだ」

　後ろから声がかけられた。振ふり返らずともわかる。マナの声だ。

　彼女は昼間の太陽のように、明るい笑え顔がおを浮うかべながら駆かけ寄よって来ると、レイヴァの隣となりに立った。同じように、湖を眺ながめる。

「なにか用か？」

「あの……大事なことを聞かなきゃいけないと思って」

　ふいに、怯おびえたような口調になった。

「侵しん入にゆう屋やの仕事、好きになってもらえそう……かな？」

　レイヴァは、あと一度だけ手伝って、侵入屋に魅み力りよくを感じられなかったら、二度と手伝わないと言った。そのことについて尋たずねているのだろう。

「ふん。野や蛮ばんで、危き険けんで、馬ば鹿か馬鹿しいという印象は……あまり変わらない。好きにはなれそうにないな」

「そっか……」

　マナはしょんぼりと顔を伏ふせた。キュッと唇くちびるを嚙かんでいる。

　風が吹ふいた。湖がさざめき、水面が輝く。

「しかし……」

　レイヴァは、口を開いた。

「次に手伝ってやったときは、好きになるかもしれん」

「え……!?」

「だから、あともう一度だけ、力を貸かしてやろう」

　丸い目を見開いて、マナはレイヴァを見つめる。

「も、もし次回の侵入作戦で、好きになってもらえなかったら？」

「その次に、おまけで付き合ってやったとき、好きになるかもしれない」

「うん……っ！　きっと好きになってくれるよ」

　唇をわなわなさせながら、マナは嬉うれしそうに頷うなずいた。

「……これからも、よろしくね」

　マナは握あく手しゆを求めて、手を差し出した。レイヴァは鼻を鳴らしてそっぽを向く。だが、彼女は無む理り矢や理り手を握にぎると、ぶんぶんと振る。

　そこでマナは、「そうそう！」と言いながら、ツナギのポケットから何かを取りだした。

「これ！　レイヴァの部屋で見つけちゃったんだ～！　ちゃんと持っててくれたんだね！」

　マナが取りだしたもの、それは鋼こう鉄てつ製せいの花はな束たばだった。レイヴァが直していたものである。

「……悪いか？」

「ううん、嬉しいよ。一輪、潰つぶれちゃってたから、あたし直しといたよ」

　彼女が差し出した花は、六輪が綺き麗れいに咲さき誇ほこっていた。白銀色の可か憐れんな花が揺ゆれている。

　陽光に照らされた花びらは、とても美しかった。

「また、飾かざっといて」

「ああ」

　そこで、レイヴァは既き視し感かんに似た目眩めまいを感じた。

　マナは唇を尖とがらせる。

「あ～、なんか遠い目してるし。あたしの悪口とか言おうと思ったんでしょ？『お前に花なぞ似に合あわん』とか」

「いや……。そうだ、美しい花を見ると、人は微笑ほほえむらしい。その花束を持って、ちょっと笑ってみろ」




　マナは花束を抱かかえ、にーっと愛あい嬌きようのある笑顔を浮うかべた。

　キラキラと輝く白銀色の花束は、少女にとても似合っている──




　その笑顔にレイヴァは見覚えがあった。

　涙なみだがこぼれそうなほどに、懐なつかしい微笑みだ。

　レイヴァは、優やさしく笑って言った。

「やはり、お前には花なぞ似合わないな」







　あとがき







　お久しぶりです。

「そんな名前読めねえよ！」と関係各所からツッコまれまくり、風かざ見み周めぐるです。

　周と書いて「めぐる」と読みます。読ませます。覚えておいてくださると、とても嬉しいです。たぶんテストに出ます。




　さてさて。お久しぶりです──と、ご挨あい拶さつするのに、かなり勇気がいりました。この本は、『ラッシュ・くらっしゅ・トレスパス！』というシリーズの二冊目に当たるのですが、なんと一冊目から七か月も経たってしまっているのです。読者のみなさまは、「風見？　誰それ？　食べれる？」ってな感じで、覚えてらっしゃらないのではないかとビクビクしております。ちなみに風見は食べられません。

　しかし、お忘れになってしまった方、もしくはこの本が「はじめまして」な方も大丈夫でございます。この巻からお読みになっても、ご理解頂けるよう尽じん力りよくしました。たぶん。

　なにかの拍ひよう子しに、うっかりこのあとがきをお読みになっているアナタ！　または、あとがき先読み派のアナタ！　是非、本編を読んでみてください。

　そして、一巻をお読みでない方は、ゼヒゼヒこの機会に一読して頂けると幸いです。

　前作は超絶敏腕眼鏡っ娘担当編集者Ｋさん（担：……私のことイヂメて楽しいですか？）をして「胸に入れとけば、ナイフで刺された時の防ぼう具ぐにもなりますネ☆」と言わしめたほど（実話）、分ぶ厚あつい本なのですが、大絶賛発売中であります（自分で言うな♡）。手に入れるなら今ですよ、奥さん。

　トレスパス一巻は防具としての利用法以外にも、ちょっとした鈍器や漬け物石の代わり、手に持ってダンベルとして使ったり、小こ粋いきな枕にしたり……様々な用よう途とに使用が可能です。そのうえ、書籍として読むこともできるのですから、これほどお得な本はありません。

　一作目を手にした読者のみなさまからは、数多くの喜びの言葉が寄せられております。

「『ラッシュ・くらっしゅ・トレスパス！』のおかげで恋人ができた！」「大金をゲットした！」「出世ができた！」「ライバルに勝った！」「便秘が治った！」「クララが立った！」「バケラッタ！」などなど。これ以外にも、紹介しきれないほどの様々な奇蹟体験が……って、すみません。ウソです。冗談が過ぎますね。

　要するに、何を言いたいかと申しますれば、一作目もよろしくお願いしますということなのです。以上、ＣＭでございました。




　ところで、今回は上じよう梓しまでに、七か月もの期間を要してしまいましたが、これには深いワケがあります。

　二作目の原稿が…………とんでもなく長くなってしまったのです（驚きよう愕がく）！

　一巻の時も、超絶敏腕ダンディ担当編集者Ｍさんに「長すぎます。一〇〇枚カットしてください♠」と命ぜられ、泣きながら短くしたという悪夢のような過去があります。

　そのため、今回は短くしようと心に誓ったのですが……、気が付けば最初に書いた二巻の原稿は一巻以上に長大に……なんと二倍の長さになってしまうことが判明したのです！

　そこで文庫一冊分ほど書いた時点で原稿をまるまる破は棄きし、短いお話を創つくり直しました。

　と・こ・ろ・が。

　書き直した、原稿も、長かった──

　一作目と同じぐらい長くなってしまった書き直し分の原稿も、当然カットすることになりました。しかも、超絶敏腕ドジっ娘（萌）担当編集者Ｋさん（担：……人をそんな目で見てたんですね……）に「一巻は分厚くなっちゃいましたから、二巻は短くしましょうっ！　本文三〇〇ページ以内が目標ですっ！　異議は認めませーんっ☆」と、さわやかに命ぜられまして……血涙を流しながら削けずったのであります。

　寝食を忘れて作業を続ける日々が続いたため、友人に「どうしたのッ!?」と心配されるほど風見の体重は激変し、五キロも太ってしまいました。ある意味ゲッソリです。

　みなさんのお手元にある文庫の後ろには、ボツ＆カットになった原稿たちの屍し山さん血けつ河がが築きずかれているのです。しかし、そのおかげでスッキリとしたお話になったのではないかと、ほくそ笑んでおります。




　さて。それでは、最後に。

　この物語はまだ続くようです。トレスパスのメンバーたちは、ようやく始めの一歩を踏ふみ出しました。彼らのストーリーをお披ひ露ろ目めできるかどうかは、みなさま次し第だいであります。

　何なに卒とぞ、ご声援のほどをよろしくお願いいたします。

　なお、ご意見やご感想、作者や作品への応援、質問、愛の告白など大募集中です。

　ぜひともお手紙送ってくださいね。またお会いできることを祈っております。





二〇〇二年一二月　風見　周　












ラッシュ・くらっしゅ・トレスパス！




すれ違ちがいのハードミッション








風かざ見み　周めぐる
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